


[image: ]







強引上司の恋の手ほどき


高田ちさき












目次




プロローグ

第一章　恋愛処女はつらいよ

第二章　恋のレッスン

第三章　恋の迷い道

第四章　恋に融け合うふたり

第五章　本物の恋　Ｓｉｄｅ郡司

第六章　恋とチョコレート

エピローグ

特別書き下ろし番外編　恋の手ほどき、その先に




あとがき







プロローグ













　白馬の王子様はいないって気がついたのはいつだろう。

　もしかすると、他の子よりもずっと遅かったかもしれない。

　中学時代、親友がバレンタインに勇気を出して告白をして、彼氏ができたのを一緒に喜んだ。

　高校時代、夏休みに大人になった友達の話を聞いて、自分のことのように胸がドキドキした。

　大学時代、友達が彼氏と行く卒業旅行の計画を、羨うらやましく思いながら一緒に立てた。

　いつか私も誰かを好きになって、思いが通じて、楽しい恋ができると思っていた。みんながやっているのと同じように自然に。

　でも、待てど暮らせどそんな日が来ることはなく、社会人になってしまった。

　そもそも、恋愛の仕方って誰が教えてくれるの？

　書店に並んでいる《十日間で彼氏ができる方法》《愛され女子になるために》なんて本を読み漁あさってはみたものの、まったくもって役に立たなかった。義務教育で恋の仕方を教えてくれればよかったのに。

　しかしそんな私にも、念願の恋のチャンスが訪れた。




　初めてのデートは、なにを、するべきなの？

　好きって気持ちは、どうすれば相手に伝わるの？

　彼は本当に私のことが好きなの？




　子供じみた疑問。女友達に相談しても『なるようになる』と一いっ蹴しゅうされた。

　なるようにならないから、聞いてるのに……。

　彼といると楽しい。手を繋つなぐとドキドキする。彼が笑うと私も嬉しい。

　でも、これが本当に恋なのか……私にはわからない。

　そんな時、私に救世主が現れた。

『お前の悩み、俺が全部解決してやるよ』

　その人の手を取ってしまったその瞬間から、私の本当の恋が始まったのだと思う。

　それは、入社五年目の二十七歳――私、菅すが原わら千ち波なみに訪れた遅すぎる初恋だった。







第一章　恋愛処女はつらいよ













　桜のつぼみがようやくほころんできた四月。

　春の訪れを喜んでいるのは、花や虫たちだけではない。かく言う私も待ちに待った人生の春に浮足立っていた。

「千波ちゃん、今日仕事終わり一緒に帰れる？」

　社員食堂でアジフライ定食を食べていた私の前に、柔らかい笑顔をたたえた男性が現れた。それと同時に、ぱっと周囲の空気が変わる。

　少し明るめの髪の毛は彼の甘いマスクにぴったりで、長身で彫りの深い目鼻立ちは否応なく周りの目を惹ひきつけるのだ。

「中なか村むらくんっ！　は、はいっ！　あの、その……大丈夫です」

　社内で人気のある彼に話しかけられて、思わず緊張から背筋がピンッと伸びる。まさかこんな大勢の人の目がある中で言葉を交わすことになるなんて、思ってもみなかったので油断していた。『大丈夫』と答えたものの、みんなの視線が集まってきていたたまれない。

　通路を挟んだ隣の席から、女性社員たちがヒソヒソと話す声が耳に届いた。私と中村くんの会話の内容や、ふたりがどういう関係なのかを探るように、じっとこちらを窺うかがっているように感じる。きっとここでの私たちの話は、終業時間には色々なところで噂うわさされることになるだろう。

「あははは。同期なのに、なんで敬語？　まぁいいけど、仕事終わったらメールするから、それまで待ってて」

　中村くんは大きな身体を屈かがめて私にだけ聞こえるように話すと、そのまま社員食堂を出ていった。

　間近でささやかれた耳が熱くなり、胸がドキドキと音をたてる。

「ちょ、ちょっと。千波、もしかして……」

　隣でオムライスを食べていた同じ経理課の金かね子こ美み月づき先輩が、テーブルにスプーンを落とし、目を見開いた。

　美月さんは私より四年先輩――現在三十歳の頼れる先輩だ。その仕事ぶりは他の課の社員からも一目置かれている。

　はっきりとものを言う性格だが、決して冷たいわけではない。いつも私のことを親身に考えてくれていて、公私ともに色々と面倒を見てくれている。

　趣味の登山で知り合った旦だん那なさんとは、結婚して二年が経ってもいまだに新婚気分でラブラブだ。しっかり者の美月さんも、旦那さんの前では可愛い奥さんになる姿を見て、いつか私もこんな結婚をしたいと思った。

　しかし今、美月さんは可愛い奥さんの顔ではなく、好奇心に満ちた瞳で私を凝視している。彼女がこうなってしまったら、いつまでも隠しておくわけにはいかない。

　美月さんの顔をまっすぐに見ることができずに、上目遣いでビクビクしながら答える。

「あの、そのもしかして……デス」

「アンタ！　中村くんと付き合ってるの!?」

　目も口も開いて驚きを隠せない様子の美月さんが前のめりになり、椅子がガタンと音をたてた。

　その瞬間、周りの人がいっせいに私たちに注目した。突き刺さる視線に耐えながら、暴走する美月さんを必死でなだめる。

「しーっ！　ちょっと、そんな大きな声で！」

「ご、ごめん。でもまさか、処女のアンタが……」

「しょ、処女は余計ですよ」

　美月さんが驚くのも無理はない。だって私の彼、中村隼はや人とは去年大阪支社から本社の営業部に転勤してきて以来、優秀な業務成績もさることながら、あのルックスと性格の明るさで社内でも男女問わず人気がある。

　一方の私といえば……。

〝十人並み〟という表現がまさにぴったりな、どこにでもいるような顔立ちだ。背は百五十八センチで、体重は……まぁ普通だと思う。『肌が白いね』なんて褒ほめてもらえることもあるけれど、色白のせいで頬ほおが赤くなるとすごく目立つし、日光にも弱いから手放しに長所だとは喜べない。

　それでも、二ふた重えの丸い目は自分としては十分合格点だし、生まれつき自然な茶色の艶のある髪は自慢できるところだと思っている。

『まぁ、女の子は愛あい嬌きょうがあればいいから』と言われながら両親に育てられたせいか、いつも笑顔を心がけて過ごしてきた。

　そんな極めて普通な私が中村くんと付き合っているだなんて、自分でもいまだに実感が湧かない……。

　そんなことを考えながら、手元のアジフライを箸はしでつついていると、ピシャリと美月さんが言い切る。

「千波がいいならいいけど……私は彼のこと、あんまり好きじゃない」

　まさかそんな風に言われるとは思ってもみなかったし、美月さんは理由もなくそんなことを言う人ではないから、私の心は一気にざわついた。

「ど、どうしてですかっ？」

　隣に座る美月さんの肩をがしっとつかんで揺する。

「ちょ、ちょっと落ち着きなさいよ。興奮しすぎよ。ほらお茶飲みなさい」

「だって、気になること言うから……」

　美月さんに渡された湯ゆ呑のみを両手で持って、口をつけた。

「で、どうしてですかっ？」

　落ち着けと言われても、簡単に落ち着くなんて不可能で、我が慢まんできずに聞いてしまう。そんな私の態度に美月さんは呆あきれ顔だ。

「なんだか彼の笑顔胡う散さん臭くさくない？　それに放っておいても女の子が群がってくるような男なんて、気疲れしそう。自分に自信があればそんなこと気にならないのかもしれないけど、アンタじゃね……」

　美月さんの言う通りだ。告白されて二ヶ月ほど経った今も、『これでいいのかな？』とか『こんな時、どうしたらいいんだろう？』といつも悩んでいる。

　でも、仕方がない。だって私は……。

「処女も処女……恋愛処女だもんね」

　肘ひじをついた姿勢で、ため息交じりに言われた。

「美月さんっ！」

　慌てた私は美月さんの口元に手を持っていき、必死で塞ふさごうとする。

　真っ昼間の社員食堂でなんてことを!?　これ、男性社員が言ったら、間違いなくセクハラで訴えられますから！

「でも、本当のことでしょ。初めての彼氏なんだから」

　私の手をさっとどけて、鋭い指摘をした。

　そうなのだ。中村くんは私にとって、紛れもなく初めての彼氏だ。色々リードしてくれるけれど、それでも恋愛能力の違いに日々悩まされている。

「はぁ……やっぱり中村くんみたいな人に、私は似合いませんよね」

　ため息をつきながら、がっくりとうなだれる。考え始めたら、なんだか食欲がなくなってきた。

「まあ、恋愛は本人たちがするもんだから、なんとも言えないけど……頑張んなさい」

　美月さんが励ますようにドンと背中を叩たたいてくれるものの、すぐには浮上できない。

　皿の上のアジフライはさっきから文句も言わず、私につつかれ続けている。すると突然にゅっと手が伸びてきて、つつかれていないほうのアジフライが盗まれた。

「ちょっと……」

　顔を上げると、そこには昨年経理課に異動してきた、直属の上司である深ふか沢さわ郡ぐん司じ課長が立っていた。

「なに？　悩み事か？」

　もぐもぐと美お味いしそうに、私のアジフライを食べているこの人もまた、社内ファンが多い。

　少し長めの艶やかな黒髪はいつも清潔に整えられている。紡ぼう錘すい形けいの綺き麗れいな二重の瞳には意志の強さが感じられて、きりりとした眉が男らしい。整った顔はいつまでも見ていられるような気さえしてくる。

　三十二歳と若手のリーダーにもかかわらず、誰に対しても物怖じせず自信満々に発言するけれど、決して嫌味にならないため、彼の周りにはいつも人が集まるのだ。

「あ、ええと。大丈夫です」

「そっか、この世の終わりみたいな顔してるけど？」

　そんなにひどい顔なの？

　思わず自らの顔に手をあてた。そんな私を面白がるように、深沢課長は私の顔を覗のぞき込んでくる。

「可愛い部下の悩みくらい聞いてやるぜ」

　思わず引き込まれそうな甘い笑みを至近距離で浮かべ優しくささやかれると、つい『お願いします！』と手を取りそうになってしまう。

　確かにこんな風に言われたら、女の子が深沢課長を好きになるのも頷うなずけるかも。

「今はまだ大丈夫です。本当に困った時は助けてください」

　危うく惑わされそうになったけれど、私は姿勢を正して丁寧に断った。

「あっそ。アジフライごちそうさん」

　ニカッと人好きのする笑顔を見せて、油がついた指を私のカーディガンで拭ふくフリをした。

「もー！　やめてくださいっ」

　私の抗議など届いていないようで、深沢課長はひらひらと手を振りながら出口へと歩いていく。社員食堂を出るまでに三人もの女性社員に声をかけられつつも、それを適度にかわしていた。

　そんな彼の様子を感心するように眺めていた美月さんが、つぶやくように漏もらした。

「いつも通りチャラいわね。あ、もうこんな時間。千波も早く食べちゃいなさい」

　美月さんが慌てて食事を再開させたため時計を確認すると、昼休みはあと二十分。私も急いでアジフライを頬張った。

　この時はまさか本当に深沢課長にＳＯＳのサインを出す日がくるなんて、思ってもみなかった。




　今から二ヶ月前の二月……私に初めての彼氏ができた。

　出会いはちょうど一年前の仕事中だった。




　＊　＊　＊




　それは入社四年目の四月の昼過ぎのこと。

　私は春の陽気に浮足立つ暇もなく、三月に迎えた決算の書類の束の処理に追われ、売上計上のための書類を眉間に皺しわを寄せて見つめていた。

　うーん。どうしてここの数字が合わないんだろう。入力ミス？　でも何度も見直したのになぁ。

　私は手元の資料とパソコンをもう一度見て、ため息をついた。

「やっぱりどっか違う。はぁ」

　ここまで合わないとなると、もっと先のデータから読み解かないといけない。できればやりたくないけれど、この数字が合わなければこの仕事は終わらない。今日もパソコンとにらめっこの一日になりそうだ。

　私が勤める《あさひ電でん機き株式会社》は業界第八位の電機メーカーだ。巨大な工業用コンピューターから家電まで多くの商品を取り扱っている。

　海外にも拠点があり、従業員数は二万人弱。本社は駅から十分の場所にある十五階建てのビルだ。周りにはカフェやレストランが軒を連ね、ランチや飲み会の際も店選びに困らないほど便利な場所にある。

　私は大学卒業後、ここに就職して以来ずっと経理を担当している。

　現在、本社経理課に所属しているのは二十五人。仕事は経費の精算に始まり、売掛・買掛の管理、経営のためのデータ作りなど、多岐に渡る。自ら進んでこなしていかないと、追いつかない仕事の量だ。

　経理課は三階のフロアを総務課と一緒に使っていて、中に入るとまずはカウンターが目に入る。他の部署の社員とのやり取りは、基本的にそこで行うことが多い。そのすぐ隣にはパネルで仕切られた小さなミーティングスペースがあり、打ち合わせや資料作りに使っている。

　私のデスクはカウンターの一番近くにあるため、必然的に応対することが多い。

「あの、君悪いんだけど、これお願いできるかな？」

　カウンターから声をかけられて立ち上がると、そこには見慣れない、清潔感のある魅力的な人がいた。

「はい、えーっと」

　どこの部署の人だろう？

　仕事柄、いろんな部署の人とやり取りをするから、本社にいる人間ならある程度は把握しているつもりだったけど記憶にない。

　思ったことがそのまま顔に出ていたらしく、尋ねる前に相手が答えてくれた。

「あ、そっか。初めましてですよね。先週大阪支社から営業部に異動してきた中村隼人です」

　あ、営業事務の女の子たちがロッカーで噂してた人だ！　確かに噂通りかっこいい。

「あの……私は経理課の菅原です。で……この経費ですか？」

　思わず見とれてしまっていた私は、それに気づかれないように本題に移った。

　書類は異動に伴う転居の経費で、ざっと目を通したところ、印鑑も揃そろっているし不備はないようだ。

「これで大丈夫ですね。またなにかあればこちらから連絡するようにします」

「助かります。ありがとう」

　柔らかく笑った顔が印象的だ。

「そういえば、営業部だったら事務の社員に頼めば、やってくれるのでは？」

　営業担当三、四人に対してひとり、営業事務の女性社員がサポートについている。大体の書類はその女性社員が作成や提出をするはずだ。

「他の人の仕事で大変そうだったからね」

　営業部の社員は忙しいから、こういったことに時間をかけるのを嫌がる人も多いのに、面倒なことを自分から進んでやるなんて、いい人なんだ。

　感心していると、はにかんだ顔で彼がつけ加えた。

「それに経理課はどんなところなのか、見ておきたかったしね。……っていうのは建前で、まだ異動してきたばっかりで馴な染じめてないんだ」

　中村さんは肩をすくめてはにかんだ。

「早く馴染めるといいですね。この書類は預かっておきます」

「不備があれば、君から連絡がくるの？」

　綺麗な瞳に覗き込まれて、一瞬ドキッとした。それと同時に、どうしてそんなことを聞くのか、彼の意図することがわからなくて戸と惑まどう。

「えーっと、営業部の担当は私ではないので、別の者が連絡しますが……」

「そっか。いや、なんでもない。ではよろしく」

　そう言って穏やかな笑みを浮かべると、中村さんはクルリと踵きびすを返した。

　なんとなく彼が扉から出ていくのを見送っていると、背後から急に声をかけられる。

「ふーん。あれが噂の大阪から来たイケメンね」

「わっ！　美月さん！　な、なにやってるんですか？」

　すぐ背後にいた美月さんは、面白いものでも見るように私を観察していた。

「アンタがイケメン見てよだれ垂らしてるからでしょ？　ほらさっさと仕事しなさい」

「よだれなんか垂らしてません！」

　言いたいことを言って、さっさとデスクに戻っていく美月さんのあとを追って抗議する。けれど彼女は、そんな私の様子を全然気にしていないみたいだ。

　私は営業部を担当している二年後輩の坂さか田たくんの未処理ボックスに、先ほど中村さんから受け取った書類を入れて、また合わない数字と格闘し始めた。

　あ、ここの数字かも……やっぱり。

　一度画面から離れたのが功を奏したのか、さっきあれだけ探しても見つからなかった間違いの箇所をすぐに発見できた。急いで訂正して保存する。解決して安心したけれど、かかりきりだったせいで他の仕事が溜まってしまっている。

　さっさと片づけないと。

　自分の未処理ボックスの下から書類を取り出して、早速取りかかろうとした時、名前を呼ばれた。

「菅原、おい菅原ってば」

　キョロキョロと見回すと、カウンターから深沢課長がこちらに向かって手招きしていた。

　どうしてそんなところから？　いつもは、フロア奥の窓側にある自分のデスクから大声で呼ぶのに。

　不思議に思いながらも席を立ってカウンターまで行くと、深沢課長が書類を差し出しながら身を屈めて小声で話しかけてきた。

「悪いけど、これ、どうにかしといて」

　受け取って見てみると、それは昨日の午前中が締め切りの伝票だった。

「これって締め切り……」

「わかってる。それを踏まえて、菅原の力でなんとかしてくれ」

　顔の前で両手を合わせて頼み込んでくる。

　私の力でって……。そんな力ないし。

「私に頼まなくたって、深沢課長なら締め切りに間に合わなかった書類も処理できますよね？」

「ひとりいるだろ、俺がそういうことすると黙ってない奴……」

　ふたりでこそこそ話をする。普段はわりとなんでも強引にやってしまう深沢課長だけど、彼女にだけは弱い。

「なんですか、これ!?　この締め切り昨日の午前中でしょ!?」

　その言葉が聞こえるのと同時に、手に持っていた伝票が背後から奪われた。振り向くと、そこには仁王立ちで深沢課長を睨にらむ美月さんがいた。

「げっ！」

　深沢課長はバツが悪そうに顔をしかめる。

「『げっ！』じゃないです。課長が締め切り破りを容認するなんて、どういうことですか？」

　相手を射るような美月さんの視線は、傍はたから見ている私でも怖い。

「いや、そういうわけじゃ……なぁ、菅原」

　深沢課長にちらちらと助けを求めるような視線を向けられた私は、なんだかよくわからないけれど、とりあえず同意する。

「……はい。そうですね」

　ジロリと美月さんに睨まれ、「ごめんなさい」と小さな声で謝った。

　入社以来経理課ひと筋の美月さんは、この課の中心人物で、これまでの経験から他の部署にも顔が利きく。誰が言い始めたのか〝経理課の生き字引〟と呼ばれている彼女には、深沢課長でさえも頭が上がらない。

「そんな怖い顔するなって。な！　そうだ、コーヒー奢おごってやる」

　深沢課長は名案でも思いついたかのように提案し、なんとかごまかそうとする。

「この顔はもとからです！　私はコーヒーくらいじゃ騙だまされませんからね。でもどうせ奢ってくれるって言うなら、もらいます」

　眉間に皺を寄せて不服そうに腕を組んでいる様は、どちらが上司かわからない。

「今回だけだから、な。頼むよ金子様」

　深沢課長の両手をすり合わせる姿がおかしくて、思わず吹き出してしまう。

　それにつられて美月さんも笑い始めた。

「もう、今回だけですからね。でも、次からはちゃんと本人に持ってこさせてください。そうじゃないと二度と受けつけませんから」

「はい。わかりました。菅原もサンキューな。約束のコーヒー買ってくる」

　深沢課長がそそくさと出口に向かって歩きだす。すると総務課の前を通る時に、女性社員から声をかけられていた。

「深沢課長。よかったら今度また飲みに行きましょう」

「おお、いいねぇ。楽しみにしてる。っていうか髪の色変えた？」

「はい、わかりましたか？　よく見てるんですね」

　指摘された女性社員の頬が少し赤いのは、きっと気のせいじゃない。

「まぁね。おっと、やばい急がないと。じゃあね」

　ひらひらと手を振りながら去っていく背中を、女性社員は嬉しそうに見つめていた。

　そんなやり取りを見て、美月さんがため息をついた。

「あ～あ。あれがないといい上司なんだけどな……ほんとチャラい。そう思わない？　千波」

　呆れた様子で同意を求められた私は、勢いに押されて「はい」と答える。

「まぁ、あれだけ気が遣えてかっこよかったら、女が放っておかないか」

　やれやれといった様子で再びため息をついて、受け取った伝票を私に渡した。

「これ、営業部の二年目のよ」

　そこには確かに、深沢課長ではなく、別の社員の名前が書いてある。

「だから、さっき『本人に持ってこさせてください』って言ったんですね」

「きっと前の部署の後輩に泣きつかれたのね。面倒見がいいから」

　確かに〝チャラい〟イメージの深沢課長だけど、去年まで在籍していた営業部時代からこちらに回ってくる書類は完璧で、締め切りを破ったことは一度もなかった。

　経理課の中には、豪快に仕事を進めるイメージの〝あの深沢さん〟が、細かい作業を必要とする経理課の課長になったことに驚いて不安がっている人もいた。

　けれど、実際深沢課長のもとで稼働してからも、なんの問題もない。むしろ前の上司には言えなかったようなことも話しやすく、私としては仕事がすごくやりやすくなった。

　手元にある締め切りを過ぎた伝票を先に処理するために、デスクに戻って作業を始めた。

　早く他の仕事にも取りかからないと。

　それからはトラブルらしいトラブルもなく、定時の十七時半にはほとんどの仕事を終わらせることができた。




「はぁ……疲れた」

　一日中パソコンに向かっていたせいか、今日は特に肩がこった。コキコキと鳴らしながら、ロッカーへの廊下を歩いていると、後ろから名前を呼ばれる。

「菅原さん」

　足を止め振り向くと、そこには私に歩み寄る中村さんがいた。

「あ、お疲れ様です」

　私の名前ちゃんと覚えてくれたんだ。転勤してすぐだから、人の名前と顔を一致させるの大変なはずなのに。

「あの書類、大丈夫でしたか？」

「はい。さっき営業部担当の坂田くんが処理してるのを見たので、早ければ来週の経費精算の時に振込できると思います」

　あのあと念のため坂田くんに直接伝言した。彼は時々うっかりすることがあるので、声をかけるようにしているのだ。

「それを聞いて安心しました。呼び止めてすみません」

「いえいえ、気にしないでください」

　相手の丁寧な態度に恐縮しながら、顔の前で手を振る。

「あなたに頼んでよかったです。では失礼します」

　好感度百パーセントの笑顔を向けられた私は、うっかり顔を赤くしながら「お疲れ様でした」と、挨あい拶さつを交わしてロッカーへ向かった。

　中村さんって本当によく気がつく人なんだ。単に仕事をこなしただけだけど、こんな風に感謝されるとやっぱり嬉しい。

　疲れていた身体が少しだけ元気になった気がした。

　それ以来、中村さんに社内で声をかけられるようになった。

　社食で会った時に隣でご飯を食べて、同期だということを知り……出張のお土産みやげが机に届くようになり……メールや電話でプライベートな話をするようになっていった。

　そして彼が転勤してきて十ヶ月が経った頃、告白されて付き合うことになったのだ。




　＊　＊　＊




「千波、菅原千波!!　ちゃんと話聞いてる？」

　隣に立つ美月さんに声をかけられて、ハッと我に返った。

　いけない仕事中だ。ランチの時に中村くんとのことを美月さんに話したせいか、色々と思い出してしまった。

「ここの大阪支社の三月の利益の数字だけど、私が思ってたのとちょっと違うんだよね。確認して間違いがなければそれでいいんだけど、決算の処理しないといけないから念のため見てくれる？」

「はい。わかりました」

　私に資料を渡すと、美月さんは私のデスクの斜め向かいにある自分のデスクへと戻っていった。

　美月さんは、間違っている数字を感覚で見抜くことができる。私はまだその域まで達していない……というか、あんな風に数字を見るだけで色々わかるようになるのだろうか？

「大阪支社か……えーっと。これだったら、あれを見ればわかるか」

　ひとりでブツブツとつぶやきながら、サーバーのデータを開いた。

　……確か先月も大阪支社の数字を調べた記憶があるなぁ。なんでだっけ？

　数字を確認すると、おかしなところはなさそうなので、座ったまま美月さんに報告する。

「美月さん、合ってるみたいですよ」

「そう。だったらそのデータ、深沢課長にメールで送っておいてちょうだい」

「わかりました」

　言われた通り、すぐにメールを作成して送信する。

　時計を確認するとすでに十六時を回っていた。あんまりのんびりしている時間はなさそうだ。

　中村くんとの約束のために、私は急いで仕事を終わらせたのだった。




【もうすぐ仕事終わるから、下で待ってて】

　十八時半、中村くんから届いたメールを確認してロッカーをあとにする。

　いつもの待ち合わせ場所である、会社の裏口を出てすぐの人ひと気けのない生け垣の前で足を止めた。死角になっていてあまり目立たないので、彼を待つ時はいつもここだ。

　会社帰りに待ち合わせをしてデートをするのに憧れていた。今それが現実になっていると思うと、何度待ち合わせをしても、彼を待つあいだはいつもそわそわしてしまう。

　急だったけど、この服で平気かな？

　私の会社には制服がないので、通勤服でそのままデートをすることになる。今日は丸襟がお気に入りの白いブラウスに、カーディガンを羽織っている。ボタンがパールになっているので、少しは上品に見えるはずだ。スカートも皺になりにくいフレアスカートを穿はいていたおかげで、あまりくたびれた感じもしない。

　変ではないだろうけど、どういう感じのお店に行くかにもよるよね……。

　今更自分の服装を気にしていると、足音が聞こえて振り返った。

「ごめん、待った？」

　中村くんがこっちに向かって駆けてきた。視線がぶつかると、お互い笑顔を見せる。

「大丈夫。メールもらってから出てきたから」

「エレベーターがなかなかこなくて。じゃあ、行こっか」

　歩きだした中村くんの少し後ろをついていく。ふたりで歩く時はいつもこうで、結局私は行き先を聞かないまま彼を追い始めてしまった。

　中村くんと出かけたり食事をしたりする時は、ほとんど彼が決めてくれる。私はデートで行くような気の利いた店を知らないから、彼に任せっぱなしだ。

　歩いていると会社の近くにある居酒屋から焼き鳥のいい匂いが漂ってきた。

　あぁ……久しぶりに、ここのつくね食べたいかも。確か最後に行ったのは、経理課のみんなとだったな。

　脳内が焼き鳥でいっぱいになる。

「どうかした？　今日の店さ、電話したらたまたま予約が取れたんだ。好きだったよね？　イタリアン」

「うん、好きだよ」

　頭の中の焼き鳥を抹消して、中村くんに笑顔を向けた。

　私のためにわざわざ予約してくれたんだ。居酒屋はまた美月さんたちと一緒に行けばいい。

　自分にそう言い聞かせて、中村くんのあとを追った。




　連れてきてくれたのは、会社から少し歩いた場所にある、三十五階建ての商業ビルの最上階にあるイタリアンレストラン。先週昼休みに読んだ雑誌に取り上げられていた、最近できたばかりの店だ。

　少し明かりが落とされている落ち着いた雰囲気の店内に入ると、窓から煌めく街の美しい夜景が見えた。

「一度来てみたいと思ってたから嬉しい」

　素敵な店内に興奮して、中村くんを見上げた。

「よかった。千波ちゃんが好きだと思ったんだ」

　満足そうに私の手を引いて、案内された席へと向かう。

　私の好きそうな店をわざわざ選んでくれたんだ。なのに焼き鳥が食べたいと思うなんてダメだ、私。

　席に着き、メニューを見ていると、中村くんがウェイターを呼ぶ。

　嘘うそ……まだ悩んでるのに。ランチがお魚だったから、お肉の気分なんだけど……。

　早く決めなきゃと、慌ててメニューのページをめくる。

「千波ちゃん嫌いなものなかったよね？」

「うん、なんでも食べられるけど……」

「じゃあ、このコースをふたり分。メインは魚でお願いします」

　え……勝手に注文しちゃうの？　それにお魚って……私お肉の気分だったのに。今ならまだ変更間に合うよね？

　ウェイターに声をかけようとしたところで、笑顔の中村くんが先に口を開いた。

「ここ魚料理がうまいんだって。楽しみだね」

「あ、うん」

　そんな風に言われて、今更『お肉がいいです』なんて言い出せるはずもなく、私は苦笑いで頷くことしかできなかった。

「ワインは白をお願いしようか？」

　中村くんはドリンクメニューを見つめたままそう言った。

「うん」

　……なんだろう。なんかうまくいかない。

　これまでもこんな風に〝これじゃない〟って思うことがたくさんあった。

　――でも、大丈夫。一緒にいれば、いつかこういう違和感もなくなるはず。

　恋愛経験が乏しい私には、時間が解決してくれると思う他方法がなかった。

　私はつまらない心配を胸にしまって、食事を楽しむことにした。

　ワインと前菜が運ばれてきて、ふたりで乾杯をした。よく冷えた白ワインは飲みやすく、それがきっかけでモヤモヤしていた気持ちがほぐれていく。食事も評判通り美味しくて、中村くんとの会話もいつも通り面白い。

　そつなくエスコートしてくれて、常に私を喜ばそうとしてくれる中村くんは、理想の恋人なんだと思う。これがきっと正しい恋愛なんだ。

　ドラマや小説の中のヒロインと同じように、おしゃれなレストランで彼と楽しい時間を過ごす。こんな恋愛ができるなんて私は幸せだ。

　そしてこのすばらしい時間を提供してくれる、素敵な人が私の彼氏なんだ。




　デザートのバニラアイスを食べ始めた頃、ふと彼が大阪支社にいたことを思い出して聞いてみる。

「そういえば、大阪支社の経理の担当ってどんな人？」

「え？　どうしたの急に？」

　驚いた様子の中村くんは、スプーンを持つ手を止める。

　どうしたんだろう？　なんとなく聞いただけなのにそんなに驚かなくても。

「いや、ただちょっと興味があって聞いただけ。最近少し数字が合わないことがあって、担当が変わったのかなぁって。どうかした？」

「あぁ。ごめん。なにか仕事でトラブルがあったのかと思って。俺の知ってる限りでは大阪支社の経理担当はベテランの人だよ。でも派遣社員の人もいるから間違ったりすることもあるかも」

　そう言って再びデザートを食べ始めた中村くんの様子はいつも通りだ。さっき驚いていると思ったのは気のせいみたい。

「そうなんだ。私、本社の人しかわからないから」

「ほら、千波ちゃん。早くしないとアイスが溶けちゃうよ」

「本当だ。急いで食べなきゃ」

　私は溶け始めているバニラアイスをスプーンですくうと、慌てて口に運んだ。




「ごちそうさまでした。いつもごちそうしてくれてありがとう」

　店を出たところで、中村くんに食事のお礼を言う。

「いいんだよ。これでも俺、できる営業マンだから」

　エレベーターに乗り込みながら、おどけたように肩をすくめる彼を見て、私はクスクスと笑った。

　確かに中村くんの言う通り、大阪支社時代から彼の活躍はよく聞いていた。

　営業部が出す高額受注の社内ニュースでも名前をよく見たし、営業の月間実績ランキングでも度々上位に名前があった。本社の営業部に配属されてからも営業成績を伸ばしている。

「でも、いつも出してもらってばかりじゃ悪いよ」

　ありがたいけれど、申し訳ない気持ちを込めて中村くんを見上げると、彼はまったく気にも留めていない様子で、さもあたりまえのように言う。

「気にすることないよ。女の子は黙って奢られてるのが可愛いんだから」

　そんなものなのかな……。なんでも深く考えてしまうのは私の悪い癖くせなのかもしれない。

「それに……お礼だったら、こっちのほうがいいな」

　中村くんが私の手を優しく包んで、ぐいっと引く。

　その瞬間、彼の柔らかい唇くちびるが私のそれに重なった。

「んっ……」

　ふたりきりの空間で触れるだけのキスをして、お互い見つめ合う。そしてもう一度中村くんが顔を傾かたむけた時、私は目をつむって彼を受け入れた。

　地上に到着するまで続いた長いキスのあと、手を繋いでエレベーターを降りた。少し歩いて足を止めた中村くんが、私の顔を覗き込む。

「今日はどうかな？」

　その言葉の意味がわかって、私は、ハッと息を呑のんだ。

　どうしよう……どう答えたらいいんだろう。二度目のチャレンジをするべきなのかな？

　グルグルひとりで悩んでいると、バッグの中でスマホが震えた。取り出してみると、画面には『お母さん』と表示されている。

「あっ……お母さん。電話出てもいい？」

「うん」

　いつもは面倒だと思う母からの電話も、今日ばかりはタイミングのよさに感謝した。

　ごめん、お母さん！　ちょっと助けて。

　通話ボタンをタップして応答する。

「もしもし、お母さん？」

『千波、まだ外なの？』

　電話口ではいつもの甲高い母の声が聞こえた。

「うん。あ、そうなんだ。えー、先に言っておいてよ」

『なに言ってるの？　昨日そっちにお米送ったの……』

「急に、こっちに来るなんて困るよ」

　私は隣にいる中村くんを意識しながら、お母さんの話を無視して一方的に会話を続けた。

　お母さん、ごめん！

『は？　どうしたのよ。ちょっと……』

「うん、わかった。すぐに帰るね」

　私は終了ボタンをタップして無理やり母との通話を終えた。そして、隣で様子を窺っていた中村くんに声をかける。

「ごめんね。なんだか急に母がマンションに訪ねてきたみたいで、急いで帰らないといけなくなっちゃった」

　一気に話をしてなんとかごまかそう。どうか嘘だとばれませんように。

　ビクビクしながら、中村くんの顔をちらりと見る。

「本当にダメ？」

　がっかりした表情の中村くんの顔を見ても、私は無言で頷くことしかできない。

　すると彼は髪をかき上げて、「はぁ」とため息をついた。

「仕方がないか。千波ちゃんのお母さんに嫌われるわけにはいかないからね」

　苦笑いを浮かべる中村くんの瞳には明らかに失望の色がにじんでいて、私は罪悪感にかられた。

「本当にごめんなさい。せっかく誘ってくれたのに」

　嫌われちゃったかもしれない……と、少し後悔をして、思わず俯うつむいてしまう。

「いや、俺こそ待つって言ったのに、我慢できなくてごめん。いいから気にしないで」

　腕をポンッと叩かれた私は、顔を上げて彼の目を見ながら、お礼を言った。

「ありがとう」

　真摯に私と向き合ってくれている相手に嘘をつくなんて最低だ。

「まだ終電間に合うよね？」

「うん」

　重苦しい雰囲気をまといながら、ふたりで駅に向かった。そのあいだ会話はほとんどなく、気まずい思いをしながら駅までの道のりを歩いた。

　怒ってるよね……。

　ため息をつきそうになり、慌てて引っ込めた。

「じゃあ、気をつけて。お母さんによろしく」

　別の路線を使う中村くんは、改札まで私を送ってくれた。

「はい……おやすみなさい」

　もう一度謝ろうかと思ったが、何度も蒸し返すみたいになるのでやめた。私は定期入れを改札にかざしながら振り返って中村くんを見たけれど、彼はすでに背を向けて歩きだしていた。

「はぁ……」

　大きなため息をついて、ホームへ向かう階段を上った。




　会社の最寄り駅から電車で三十分、そこから徒歩五分の場所に私の住むマンションがある。築三年の１ＤＫ。決して広くはないけれど私にとっては大事な城だ。もっと広い部屋にも憧れたけれど、駅から近いことと、オートロックと防犯カメラがついていることがひとり暮らしの絶対条件だったので、予算内だとここ以外になかった。

「ただいま」

　誰もいないとわかっていながら、声をかけて部屋に入る。ふたりがけのダイニングテーブルの上にバッグを乗せると、すぐにシャワーを浴び、完全にオフモードに切り替えた。

　お風呂から上がってミネラルウォーターを飲んでいる時に、バッグの中でスマホが震えていることに気がついた。

　もしかしたら中村くんかも。

　そう思い、急いで画面を確認すると、そこには『お母さん』と表示されていた。さっき変な切り方をしたから、もう一回かけてきたのだろう。

　ちょっと憂ゆう鬱うつな気分になりながら、通話ボタンをタップした。

『千波、お母さんだけど』

　先ほどと同じ甲高い声が聞こえてくる。

「あ、さっきはごめんね。ちょっと色々あって……」

『色々って大丈夫なの？　もうちゃんと部屋に着いてる？』

　心配した母の声色を聞いて、自分の都合で利用してしまったことを申し訳なく思う。

「大丈夫だよ。今お風呂に入ったところ」

　安心させるように、明るい声音を心がけて答える。

『そうそう、さっき言いそびれたの。昨日そっちにお米を送ったからちゃんと受け取ってね。ご飯くらいなら炊けるでしょ？』

「うん。あさひの最新式の炊飯器だから、私でも美味しく炊けるよ」

『そう、だったら安心だわ。こんなことなら小さい頃からちゃんとお料理を教えておくんだった』

　肩を落とす母の姿が目に浮かぶ。

　私はいわゆる箱入り娘として育てられた。別に実家がお金持ちというわけではなく、心配性の父と母のもとにひとりっ子として産まれてきてしまったのが原因だ。

　目に入れても痛くないほど可愛がってくれたのは、感謝している。けれど、年頃になるとそれを窮屈に感じることも多々あった。

　中学・高校は女子校に通い、大学は共学だったけれど、門限は二十一時。そもそもそこまで積極的ではない性格に加えて、親が過保護となれば彼氏ができるなんて夢のまた夢だ。

　そんな状況をなんとか打開したいと考えていた時、実家からだと通勤が難しいあさひの本社での採用が決まり、私は家を出る準備を始めた。『ひとり暮らしは反対』と言っていた両親も、仕事であれば仕方がないとしぶしぶ納得してくれた。両親の厳しい条件を満たすマンションを借りて、就職を機に晴れて憧れのひとり暮らしをスタートさせたのだ。

「大丈夫、ちゃんとうまくやってるから。私だってやればできるんだよ」

　いつもと同じセリフでごまかした。

『そう、だったらいいけど。体調崩さないように身体には気をつけなさいね』

　向こうも変わることのない締めの言葉を言って電話を切った。

「はぁ……『ちゃんとうまくやってる』かぁ」

　まったく使われていないキッチンとそこに置かれている炊飯器を見て、小さな嘘に罪悪感を覚えた。

　お母さんを利用しておまけに嘘までつくなんて、今日はどんなバチがあたっても仕方ないな……。

　さっき切ったばかりのスマホを見る。しかし、そこには時刻が表示されているだけで、メールの受信通知も電話の着信履歴もなかった。

「やっぱり、今日のは感じが悪かったよね……」

　中村くんから連絡のないスマホを握り締めて、ため息をついた。

「だってまだ覚悟ができないんだもの」

　ふと、あの日のことを思い出す。
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　それは、二週間ほど前の中村くんの誕生日のことだった。

　事前に泊まれる準備をしてほしいと言われ、私もその意味を十分に理解してその日に臨んでいた。

　食事を終えて、ホテルの最上階にあるラウンジに誘われた。中村くんの誕生日だというのに全部彼任せで、自分を不ふ甲が斐いなく思いながらも、プレゼントぐらいは喜んでもらえるものを、とベタだけれどネクタイを渡した。

「あの、これ気に入ってもらえるといいんだけど」

　考えてみれば父親以外の異性にプレゼントを渡すのは初めてで、緊張してしまう。

「プレゼント？　ありがとう。嬉しいな」

　中村くんの形のいい唇が、綺麗な弧を描く。笑顔で受け取ってもらえて安心した。

「お誕生日おめでとう」

「うん。……そうだ、次なにか飲む？」

　そう言いながら、中村くんは私が渡したプレゼントをそのままテーブルの端に置いた。

　え……それだけ？　中を見てもくれないんだ。

　いろんな店を探し歩いて、やっと中村くんに似合うネクタイを見つけた。どんな反応を見せてくれるだろうかとワクワクしながら選んだのに、彼のあまりにもそっけない態度を見て困惑してしまう。

　楽しかったプレゼント選びの記憶が、ガラガラと崩れ落ちるような気がした。

　私、なにかいけないことしたのかな……。

　これ以上失敗したくなくて、今日の自分の行動を急いで振り返る。

「千波ちゃん？」

　考え込んでいた私に彼が声をかけた。

「あ、ごめん。もうちょっとしてから頼むね」

　思い悩んでいたことを、中村くんに悟られたくなくて、慌てて笑顔を作った。

　ちゃんと笑えてるかな？

「千波ちゃんは、お酒弱いもんね」

　実際はそんなことはない。酒豪ではないが普通に楽しむことはできる。しかし中村くんに〝お酒の弱い千波ちゃん〟でいてほしいと言われているように感じて、彼の前ではそのように振る舞っているだけだ。

　すると突然、彼はカウンターの上に置いていた私の手に、自分の手を重ねた。

「もうお酒はこれくらいにして、部屋に行こう？」

　ぐいっと肩を抱かれて、耳元でささやかれた。耳に息がかかったことで、これから行われることが現実味を帯び、緊張で身体がこわばる。それでも私は、勇気を出して首を縦に振った。

　エレベーターに乗り込み、部屋に近づくにつれ、胸の音がどんどん大きくなっていく。到着したフロアの廊下を歩く中村くんの足取りがいつもより早く感じるのは、私の不安な心理がそう思わせているからだろうか。

　彼の用意した部屋に着くと、順番にシャワーを浴びた。

　大丈夫……大丈夫。みんなやってることなんだから。

　自分にそう言い聞かせて、先にシャワーを浴びた中村くんの待つベッドへと向かった。

　抱き締められて、キスをして……。

「い、痛い！　……痛い」

　下腹部に今まで感じたことのない痛みが走る。どうにか我慢しようとしたけれど、無理みたいだ。

「もう少しだから、我慢して」

　やめてもらえると思っていたのに、思いもよらない言葉が返ってきて焦あせる。そのあいだもどんどん痛みが増していき、私は再び声を上げてしまう。

「やだ、痛いよ。もう無理……」

　中村くんから離れ、シーツを引っ張り上げて身体を隠した。

　まるで子供のような態度を取ってしまった。でも、それ以外の方法が思いつかなかった。

　顔を引きつらせてじっと私を見ていた彼は、視線をそらすと、不服そうな表情を浮かべ、髪をかき上げた。

「ごめん。なんか焦ってて。今日はやめておこう。ちょっとシャワー浴びてくる。出てきたら今日は帰ろう」

　中村くんは一度もこちらを見ずに、まくし立てるように言い切ってバスルームへと消えた。

　……失敗した。

　じんわりと目に涙が浮かぶ。

　もっと我慢すればよかったの？　でも痛みと不快感しかなかった。私が間違ってるのかな？

　痛くてももっとロマンチックで幸せな気分に包まれると思っていたのに、想像とは全然違った。せっかくの中村くんの誕生日だからお祝いしたかったのに、結局は私の我慢が足りないせいで台無しにしてしまった。

　中村くんが出てくる前に身なりを整えなきゃ。そしてきちんと謝ろう。

　そう考えた私は、のろのろと起き上がった。

　――ガチャ。

　私が服を身に着け終わった時、タイミングよく彼がバスルームから出てきた。

「あの……本当にごめんなさい。私初めてで上手にできなくて」

　彼の反応を見るのが怖くて、俯いたまま一気に言った。

「もういいから。今日は帰ろう」

　帰る準備をする彼から、冷たい声が返ってくる。

　彼が怒るのも無理はないけれど、もっと違った言い方をしてほしかったと思うのは私のわがままなの？

「……はい」

　今はなにも話したくないということを彼の態度を見て理解した私は、それ以上なにも言わずに、彼に続いて部屋を出たのだった。




　翌日、私は中村くんを会社の非常階段に呼び出して謝った。

　ここで振られるかもしれない。そんな思いで頭を下げた私の背中に、彼はそっと手をあてて謝罪の言葉を口にしてくれた。

「俺も悪かった。ちょっと急ぎすぎたかな。いつまでも待つから」

　悪いのは私なのに、そんなことを言ってくれるなんて。

　私の胸の中に安あん堵どと喜びが広がり、こんなに優しい彼のことを一瞬でも冷たいだなんて思ったことを反省した。

　私のことを大切にしてくれる彼に不満を持つなんて、私はどうかしていたんだ。
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　あの時『いつまでも待つから』と言ってくれたのが嬉しくて、その言葉に甘えたまま現在に至っている。

　だけど、時間稼ぎもいつまで持つか……。

「はぁ……。どうしてできないんだろう。みんなができることなのに」

　ダイニングで、今も鳴らないスマホを見つめる。

　私だって彼の腕の中で目覚める朝を夢見ないわけじゃない。正直、長いあいだ夢見すぎて、他の誰よりもその願望が強いのかもしれない。

　二十七歳になるまで、恋愛処女を貫いてきた私にこの答えを導き出せるわけがない。だからいくら悩んでも仕方がないけれど、それでも悩まずにはいられなかった。

　エッチのことだけじゃなくて、デートの時やちょっとした会話で感じる彼との価値観の違いを、いつになったら感じなくなるのだろう。

　いつか中村くんをもっと理解したらなくなる？　身体を重ねれば、もっと彼のことを知ることができる？　私がこじらせた恋は一体どこに向かっていくのかな？

　考えても仕方ないよね……。とりあえず明日もう一度謝らないと。

　無事に部屋に到着した報告と、誘いを断ったことの謝罪をメールで送った。しかしベッドに入ってからも返信はなく、結局私はスマホを握り締めたまま眠ってしまった。




　次に彼と会えたのは、翌日の午後だった。

　営業部のある五階で用事を済ませた私は、同僚と楽しそうに話をしている中村くんに出くわした。

「千波ちゃん……あ、ごめん、ちょっと先行ってて」

　中村くんもすぐに私に気づき、同僚にそう言うと、私のもとに駆け寄ってきてくれた。

「メール返信できなくてごめん。気がついたの朝でさ、バタバタしてたんだ」

　もっと気まずくなるかと思っていたのに、何事もなかったかのように言われて拍子抜けする。

「いいの。気にしないで。昨日は本当にごめんね」

　彼が怒っていないことはわかったが、改めて謝罪を口にした。

「そんなに謝らないでいいよ。じゃ、俺急いでるから、行くね」

　私の肩にポンッと手を置くと、さっきまで悩んでいた私とは裏腹に、中村くんは清々しい笑顔でその場を去っていった。

　私を大事に思ってくれている……だからこそ、昨日のことも許してくれたのだ。

　けれどそこに違和感があった。まるでなにもなかったかのように振る舞われて、私の存在が彼の中でどの程度のものなのか不安になる。

　そしてそれを物語るように、今日も彼の首元に、私がプレゼントしたネクタイはなかった。




　週末の金曜日、旦那さんが接待で遅くなるという美月さんに飲みに誘われた。このあいだ中村くんと気まずくなってから、なんとなく気分が晴れなかった私は、美月さんの申し出にすぐにＯＫした。

「千波、いつもの居酒屋でいいよね？」

「はい、久しぶりなんで楽しみです」

　社員証をかざして、エントランスを出ながら話をする。外は昼過ぎから生あい憎にくの雨が降り続いていた。

　傘を広げたと同時に、ぐいっと手を引かれ、大きな人影が傘の中に入ってきた。

「結構、降ってるな」

「深沢課長っ！」

　驚いた私は傘を落としそうになってしまう。しかし、それを深沢課長が見事にキャッチして、そのまま歩きだした。

「俺、今日傘持ってきてないんだよな。駅まで送ってくれよ」

　私の顔を覗き込んで「な、いいだろ？」と聞いてくる深沢課長と目が合った。

「え、でも……」

　濡ぬれないように必死についていく私のあとを、美月さんが追いかけてくる。

「私たち、今から飲みに行くんです。だから駅には向かいません」

「え、そうなのか？」

　後ろから聞こえてきた美月さんの声に立ち止まり、深沢課長は振り向いた。

　私もそれに合わせて足を止める。

　そんな私たちを追い抜きながら、美月さんはさらっと言い放つ。

「そうですよ。だから駅まで送ってほしかったら、深沢課長も付き合ってください。そして可愛い部下に奢ってください」

「は？　付き合いなさいっていうのはまだ理解できるんだけど、なんで俺が奢ることになるわけ？」

　わけがわからないと首を左右に振りながら、深沢課長は美月さんを追いかける。

　私も傘から出ないようにそれに合わせてついていく。

「いいんですよ、別に。嫌なら濡れていけばいいだけの話ですから。行こう、千波」

　取りつく島もないほどきっぱりと言いきって、すたすたと歩く。そんな美月さんと抜きつ抜かれつしながら歩く深沢課長を交互に見ながら私はついていくので精一杯だ。

「あー！　お供させてもらいます、金子様」

　ついに観念した深沢課長が折れた。

「そこまで言うなら仕方ないですね。ついてきてもいいですよ」

　水たまりをよけながらカツカツとヒールで歩く美月さんの後ろ姿を見た深沢課長が、顔を寄せて小声で話かけてきた。

「なぁ菅原、あんな人と同じ部署で働くの大変じゃねーの？」

「でも美月さん頼りになりますし。大体、深沢課長だって同じ部署じゃないですか」

「まぁ、そうなんだけどさ」

　美月さんが振り返って、こそこそと話す私たちをひと睨みした。

「モタモタしてないで、さっさと来なさい」

「はいっ！」

　私と深沢課長は勢いよく返事をして、美月さんを追いかけたのだった。

　週末ということもあり、到着した居酒屋は私たちみたいな仕事帰りのＯＬや、サラリーマンで賑わっていた。

　テーブル席に案内されて、私と美月さんが横に並び、目の前に深沢課長が座った。

「とりあえずビールと、それから……」

　美月さんが店員にどんどん注文していく。

「あ、俺つくね食べたい」

「私も！」

　私と深沢課長の声に応えて、美月さんが一緒に頼んでくれた。

「お疲れー！」

　すぐにお通しと冷たいビールが運ばれてきて、ガチンとジョッキを合わせて乾杯した。そのまま口に運び、渇いた喉のどを潤す。

「は～美味しい」

　美月さんは唇についた泡を手で拭ぬぐいながら、幸せそうな顔をしている。

「あの午後からの仕事のスピードは、このビールのためだったのか？」

　深沢課長は驚きと呆れが交ざった表情で、美月さんに向かってつぶやいた。

　就業中、山のような伝票の束をあっという間に片づけてしまった美月さんの姿を、私も思い出す。

「なんですか。それじゃ、いつもはサボッてるみたいに聞こえるじゃないですか！」

「いえいえ。滅相もありません」

　不満を隠そうともせずに、唇を尖とがらせる美月さんの様子に、深沢課長は肩をすぼめる。

　そんなふたりのやり取りを楽しみながら、私はジョッキを傾けていた。

　それまで冗談じみた会話をしていた美月さんの表情が、急に仕事中の顔に変わる。

「そういえば、今年は監査が入るんでしたっけ？」

　美月さんが言っているのは、内部監査のことだ。

　経理の処理の仕方が正しいか、資金の流れに不正がないかを見極める。また、その結果から今の業務の改善点などを洗い出すことが目的で、とても大切なことなのだけど……経理課にとっては結構大変な作業だ。

「あぁ、その予定だ。面倒だな」

　深沢課長が窮屈そうにネクタイを緩めた。

「でも、千波ももう一人前だし、私は楽できるかしら。ね、千波」

「へ？」

　急に話を振られて驚くと、美月さんは肘で私をつつきながら、からかうような言い方をする。

「またぼ～っとして、彼氏のことでも考えてたの？」

「ち、違います」

　慌てて否定をする私の前に、助け舟のように店員さんが現れた。

「お待たせしました」

　注文した品がどんどん運ばれてくる。

「ほら、食えよ」

　深沢課長がふたりで頼んだつくねを、先に私のほうへと差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　ひとつ取って、皿を彼のほうへと戻す。しかし横から伸びてきた美月さんの手が、つくねをさらっていった。

「俺の……ひでー」

　うなだれた深沢課長の姿からは、いつもの堂々とした威厳は微み塵じんも感じられない。

「いただきま～す」

　笑顔でつくねを頬張る美月さんとは対照的に、深沢課長は肩を落としている。

　その様子がおかしくて、私はクスクスと笑った。

「俺にそんなことするの、うちの会社で金子だけだぞ」

　深沢課長に文句を言われた美月さんは、ビールのおかわりとつくねを店員さんに注文して話を続けた。

「そうですか？　まぁ、確かに女性社員には人気ですからね。総務の誰かも深沢課長のことをかっこいいって言ってましたよ？」

「え、誰？　気になる」

　さっきまでしょげていたのに、急に元気になった深沢課長を、美月さんは冷ややかな目で見て、呆れたように言う。

「思い出したけど、癪しゃくに障るから教えてあげません」

「なんだよそれ！　まぁいいけど」

「正直こんなにチャラチャラしてんのに、どこがいいんですかね」

　美月さんは肘をついて、ため息を漏らした。

「ひでー、あははは。金子にはかなわないな。ただみんなと仲がいいだけだってば」

　ひどいと言いながらも、ゲラゲラと楽しそうに笑う深沢課長のもとに、つくねが到着する。

　まぁ、深沢課長がモテる理由はわからなくもない。

　高い身長にスラッと伸びた足がモデルみたいだし、人懐っこい瞳、笑った時にできる笑い皺には、ついつい心を許してしまう魅力がある。

　それに加えて仕事もできる。仕事に対しては一切の妥協を許さず厳しいため、一昨年まで在籍していた営業部では業務成績がよく、社長賞も一度受賞していたはずだ。

　三年前にヘッドハンティングされて我が社へ来るまでは、業界第一位の《日にち芝しば電でん器き株式会社》で営業をしていたのだから、あたりまえなのかもしれないけれど。

　ん……でも、どうしてわざわざうちの会社に転職したんだろう。今でこそ〝課長〟という肩書きがあるけど、転職時には一般社員として入社したはずだ。

　それにどうして、営業畑の人が経理課へ異動になったんだろう。あれだけ営業部で利益を生み出せるなら、そのまま在籍して実績を残すのが普通なのに。

　色々と疑問に思った私は、答えやすそうな質問からぶつけてみることにした。

「気になったんですけど、深沢課長はどうして経理課に異動になったんですか？」

「あ！　それ、私も気になってたんですよね。教えてください」

　美月さんも疑問に思っていたようで、加勢してくれた。

「さぁ～なんでだろうねぇ？」

　ヘラヘラと笑ってごまかそうとする態度に納得しない美月さんが、焼き鳥の串を深沢課長の顔の前に突きつける。

「うぉっ！　危ない。傷害事件を起こすつもりか？」

　深沢課長は咄とっ嗟さに身体を後ろへ引いて、目を見開いている。

「大おお袈げ裟さ。で、どうして経理課なんですか？」

「まぁ、別に俺の話はいいじゃないか！　それより菅原の彼氏って誰？」

　なおも問いただす美月さんを笑顔でかわし、深沢課長は突然話題を変える。

「えっ……ゴホッ……」

　ちょうどジョッキに口をつけていた私は、ビールで激しくむせた。

　どうして急に私の話になるの!?

「ちょっと、汚いわよ」

　横から美月さんがおしぼりを渡してくれる。

「ありがとうございます」

　受け取って口元を拭っていると、美月さんのスマホが鳴り響いた。

「あれ、旦那だ。もしもし……え？　うん、わかった」

　手短に会話を終えた美月さんは、一瞬にして職場では見せないような柔らかい笑顔になる。

「旦那が接待早く終わったから、今から飲みに行こうって。じゃあお先！」

　まだお子さんがいない美月さん夫婦は、相変わらずラブラブのようだ。

　さっさとバッグを持って出口に向かう彼女を、深沢課長と私は呆あっ気けにとられながら眺めていた。

　自分で誘っておいて……でも美月さんの幸せそうな顔を見たら、そんなことどうでもよくなった。愛されている人の笑顔は、こんな風に周りも幸せにするんだ。

　私の笑顔は……どうだろう？

「あ、深沢課長、ごちそうさま！」

　美月さんは振り向きざまに捨てゼリフを残すと、嬉しそうにそそくさとその場を去っていったのだった。

「あ～マジで俺の奢りかよ……」

　顔を歪ゆがめて頭をかく仕し草ぐさがおかしくて、私は笑ってしまった。

「あはは。深沢課長も美月さんには頭が上がらないですね」

「まぁ、彼女には散々世話になってるからな。酒の一杯や二杯、なんてことないさ」

　そう言ってビールを飲み干すと、メニューを私に差し出してきた。

「ついでにお前も奢ってやるから、もっと頼めよ。結構飲めるよな？」

「はい。じゃあえーっと、りんごサワーお願いします！」

「了解。すみませーん！」

　深沢課長が店員さんを呼んで、注文してくれた。

「あと、なにか食いたいものある？　確かこれ好きだよな。すりおろした山やま芋いも焼いたやつ」

　メニューを指差しながら深沢課長が言う。

「よく覚えてますね？」

　数回会社の飲み会で一緒に飲んだだけなのに、お酒の量や好きな食べ物まで覚えているなんて、すごい記憶力。

「いつだったか、めっちゃ熱そうに食ってただろ？」

　りんごサワーを持ってきてくれた店員さんに、追加で注文してくれている深沢課長を見て、ふと中村くんのことが頭をよぎる。

『千波ちゃんは、お酒弱いもんね』

　彼氏である中村くんよりも、深沢課長のほうが私のことをよくわかっているような気がする。そもそも付き合い始めてまだ日が浅い。だから仕方のないことなのかもしれないけれど、ここのところ感じる言いようのない感情が私の思考を暗くさせる。

「どうした？　急に黙って」

　深沢課長の顔からは今までのふざけた様子が消え、私を心配してくれているのが伝わった。

「あ、別に……なんでもないです」

　そう返事をしてから思いつく。

　目の前にプロがいるじゃないの！

　恋愛〝超〟初心者の私がいくらひとりで考えたって、これ以上はなにも手立てがない。ならば恥を忍んで深沢課長に助けを求めるのもいいかもしれない。

　いつか言ってくれた、社員食堂でのセリフが頭に思い浮かぶ。

『可愛い部下の悩みくらい聞いてやるぜ』

　今がきっとその時なのだ、と感じた私は思い切って相談することにした。

「あの、深沢課長って手を繋いだだけで女性を妊娠させるって……本当ですか？」

「はぁ!?　お前バカなの？」

　驚いて目を丸くした深沢課長が、持っていた箸を落としそうになっている。

「だって、総務の女の子が言ってたから」

「はぁ……あのなぁ。いくら俺でも、やることやらないとそれは無理だろ」

「そうですよね。あははは……でも、百人斬りしたって噂も……いや、ごめんなさい」

　お酒を飲んでいるとはいえ、馬鹿な質問をしたと我ながら思う。切羽詰まりすぎ。

　私は落ち着こうと、りんごサワーを口にした。

「なんだよいきなり。なにか聞きたいことあるなら聞けよ」

「聞きたいことっていうか……あの、私を助けてほしいんです！」

　思わずテーブルに乗り出した私の様子を見た深沢課長は、面めん食くらって一瞬ぽかんとしたけれど、私の話に真剣に耳を傾けてくれた。

「お前の彼氏って、中村だったのか」

　静かな声だったけれど、驚きがにじみ出ていた。

「はい、二月に付き合い始めたんですけど……」

「あんまりうまくいってない、っと。だから俺にアドバイスしてほしいってことか」

「ダメですか？」

　私はりんごサワーの入ったグラスを置いて、テーブルに肘をついたままジョッキを傾けている深沢課長の様子を窺った。

「別にダメってわけじゃないけど、なんか意外。菅原って案外ミーハーなんだな」

「意外って、なにがですか？」

「相手が中村ってこと。お前もやっぱ爽さわやかなイケメンが好きなのか？」

　好きなのかって……好きだから付き合ってるんだけど。

　私は深沢課長の言葉の意味することがいまいちわからなかったけれど、自分の考えを口にした。

「中村くんが社内で一番人気があるのは、知ってます。だから私みたいなのと付き合ってるのは確かに意外だけど――」

「ちょっと待って。なんか全部違う」

　深沢課長が慌てて私の言葉を遮さえぎった。

「全部？」

　本当のことを言ったつもりなのに、全部違うって……。

「『私みたいなの』ってなんだよ。向こうから付き合ってほしいって言われたんだろ？　だったら自信持てよ。少なくとも俺の知ってる菅原は、そんな価値の低い女じゃないけどな」

　曇くもりのないまっすぐな表情で紡つむがれる言葉は、素直に私の心に届いた。

「……ありがとうございます」

　落ち込んでいたけれど、深沢課長のおかげで少し自信が持てた。お世辞だとしてもやっぱり嬉しい。

「それに社内で一番人気があるのは、俺だから」

　冗談とも本気ともつかない言い方に、思わず突っ込んでしまう。

「え、そこですか？」

「あたりまえだろ。ちゃんとお前の認識を訂正しろ」

「あははは……わかりました。一番人気なのは深沢課長ですね」

　色々悩んでいたけれど、深沢課長と話をしているうちに気持ちが軽くなった。

　しばらく笑い合って落ち着くと、きちんとしたアドバイスをしてくれた。

「まぁ、お前の悩みは大体わかった。でもそれって、ちゃんと話し合えば済むことだと思うけど」

「それができたら相談してません！　だからなんでも話せるような関係になるためにもっと彼に近づきたいんです」

　力説する私を見て、深沢課長が核心を突く。

「近づきたいって、セックスしてたらそんな心配ないんじゃねーの？」

　少し呆れたように言われて、肩を落とした。そんな私を見て深沢課長は感づいたのか、目を丸くして尋ねてくる。

「もしかして……まだヤッてないのか？　二ヶ月以上も付き合ってんのに？」

　恥ずかしくて、手元のおしぼりをクルクルと丸めながら、小声で事実を伝える。

「あの、一回試したんですけど……ダメだったんです」

「ブッ……！」

　深沢課長が口からビールを吹き出した。

　本来、社内恋愛の相談を上司にすること自体どうなのかと思う。けれど相談すると決めたのだから、最大の悩みも一緒に聞いてほしい。普段ならばできないような話も、今日の私はアルコールの力を借りて話そうと決めた。

「なんなの？　中村、下へ手たなの？」

　ストレートな問いかけに、ついたじろいでしまう。

「ち、違う……と思う」

「思う？」

　訝いぶかしげな態度の深沢課長に、私は思い切って事情を説明する。

「私、初めての彼氏で本当になにもわからないんです。もちろんエッチもあの……その」

「初めてってことか」

「はい」

　いくら話しやすいとはいえ、男性の上司にこんなプライベートなことまで話すのはやはり恥ずかしい。どういう反応をされるのか気になるけれど、深沢課長のほうは見ないまま俯きがちに続ける。

「いや、私だってわかってるんです。初心者の私が、いきなりゲームでいうところのラスボスみたいな中村くんと付き合うなんて難しいって……」

「いや、そんなことねーよ。敵はでかいほど燃えるもんだ。ほら、グラス持て」

　言われるがまま、目の前にあったグラスを持つ。

「その、打倒ラスボス、俺も協力してやるよ。大事な部下の頼みだからな」

　不敵な笑みを浮かべているように見えるのは、気のせいだろうか？

　深沢課長はどこか面白がった瞳で、ジョッキをコツンとぶつけてきた。

「お前の悩み、俺が全部解決してやるよ」

　頼もしいはずなのに、ニヤッと笑ったその顔になぜか不安を感じてしまう。

「あの、私はただ相談に乗ってもらいたかっただけなんですけど」

　さっきまで前のめりで話をしていたけれど、深沢課長の様子に嫌な予感がして、少し引いてしまう。

「そんな生ぬるいやり方で、うまくいくと思うのか？　俺が〝手ほどき〟してやる。手取り足取りな？」

　手ほどき？　手取り足取り？　大胆不敵に笑うこの人を信じていいのだろうか？

　疑問しか浮かべていない私の表情に気づいているはずなのに、深沢課長は強引に話を進める。

「お前は、黙って俺の手を取ればいい」

　頬杖をついて、すでになにかを企たくらんでいるような顔を見せた。けれど、自信に満ち溢あふれたその態度に、私は頷くことしかできなかった。

「わ、わかりました。よろしくお願いします」

　これで中村くんとのお付き合いは、優秀な参謀を得て順調に進むのだと……この時の私は思っていた。







第二章　恋のレッスン













　深沢課長に中村くんとのことを相談してから、一ヶ月ほど経った。けれど、深沢課長の〝手ほどき〟がどんなものなのかわからないまま、私は時間を過ごしていた。

　と、いうのも中村くんの仕事が立て込んでいて、社内ですら会う機会がないほどだったのだ。だからこれといって話すようなこともなかったし、なにより深沢課長自身も忙しくて、私のつまらない悩みに時間を割いてもらえるような状態ではなかった。

　でも、あの日私は決意したことがある。人に頼るばかりじゃなくて、自分でも行動してみようと、自分を変えようと努力することにしたのだ。

　昼休みの現在、私はキョロキョロと営業部のフロアを見渡していた。

　中村くん……いないなぁ。今日は社内にいるって言ってたんだけど。

　堂々と入っていけばいいのかもしれないけれど、私用なのでなかなか勇気がいる。そんな私の手にあるバッグには早起きして作った弁当と、さっき自動販売機で買ったお茶が入っている。

　深沢課長と美月さんと三人で飲みに行った翌日、自分を変える決心をした私は、以前チラシをもらった初心者用の料理教室に一念発起して入会した。

　中村くんが忙しく過ごしているあいだ、何度か通ったことを彼に話したら『お弁当が食べたいな』と言われた。だから私は張り切って、習ったばかりの生しょう姜が焼やきを作って持ってきたのだ。

　昨日は仕事で遅くなったので、深夜営業しているスーパーまで自転車で材料を買いに行き、寝る前にレシピを何度も見てイメージトレーニングをした。

　いつもより二時間も早く起床し、手順通りに料理をして、なんとか〝弁当〟と呼べる程度のものはできたと思う。三時間しか眠れなかったけれど、中村くんが喜んでくれるところを想像すれば平気だった。

「あれ、千波ちゃん？」

　ちょうどフロアから同僚の男性社員と出てきた中村くんが寄ってきてくれて、ほっとする。

「あの、これお弁当なんだけど、よかったら一緒に――」

「ごめんっ！」

　中村くんは、両手を顔の前で合わせながら、私の言葉を遮って謝った。

「実は俺、今日これから外回りなんだ。だからお弁当は千波ちゃんが食べてよ」

　残念そうにはしてくれているけれど、どこか軽い彼の態度に私の心は沈んでいく。

『食べてよ』って、私の分は別にあるのに。

　がっくりと肩を落としてしまう。

「そ、そうなんだ」

「作るんなら前もって言ってもらわないと、いきなり持ってこられても俺も困るよ」

　髪をかき上げながら、少し面倒そうな態度を取る中村くんに傷つく。

　でも、確かに彼の言う通りで、昨日連絡しなかった私も悪い。朝電車を待つホームでメールを入れただけだ。ただその返事はなかった。

　もし返事があれば、こんなところで待つなんてことしなかったのに。

「ちゃんと連絡しなくてごめんね」

「今度ランチ奢るから。じゃあね」

　中村くんはポンと私の肩を叩いて、気まずさをごまかすように笑顔を見せる。

　しかし、その笑顔が逆に私を傷つけた。

「うん」

　行き場のなくなった弁当を胸のところでギュッと抱き締める。

　中村くんは廊下を歩きだすと、私のほうを振り返ることなくエレベーターへと向かい、彼を待っていた男性社員と合流した。

「彼女だろ、いいのか？」

「いいんだよ。ほら、行こうぜ」

　軽く笑うその表情からは、どうやっても私に対するお詫わびの気持ちは感じられなかった。

　……聞こえてるよ。

　中村くんが言った『いいんだよ』が、脳内で『どうでもいいんだよ』に変換されたけれど、慌てて否定した。

　私はただひとり、彼に渡すはずだった弁当を握り締めて、その場に立ち尽くす。そんな私の腕が突然ぐいっと後ろに引っ張られた。

「わっ……！」

「菅原？　こんなところに突っ立ってどうしたんだ？」

　ハッとして振り向くと、そこには深沢課長がいた。

「深沢課長……」

「なんだよ、そのひどい顔」

　なんとか笑顔を作ろうとしたけれど、どうやら失敗したみたいだ。

　そんな私は彼に手を引っ張られ、屋上へと連れてこられた。ビルの合間だけれど、青空が見えて気持ちがよく、沈んだ心が少し回復した気がする。

「で、どうしたんだ？」

　ひとつ置いてあるプラスチック製のベンチにふたりで座ると、深沢課長が心配した様子で話しかけてきた。

　できるだけ明るく、なんでもないことのようにさっきのことを話す。けれど、まともに深沢課長の顔を見ることができず、手元の弁当に視線を落とし続けた。

「私、またやっちゃいました。初めて人にお弁当作ったんですけど、彼の都合を確認しないなんて……バカですよね」

　下を向いたまま髪を耳にかけて、笑ってごまかそうとするけれどなんとも情けない。

「出せよ、弁当」

「え？」

「いいから、出せって」

　まごまごしている私から、深沢課長が弁当の入ったバッグを奪う。それを取り返そうと手を伸ばしたけれど、器用によけられた。

「ちょっと……」

「お前の初めての弁当、俺が食ってやる。喜べ」

　他の人が言えば不ふ遜そん極まりない言い方なのに、深沢課長だと彼らしいと思ってしまう。強引なのに、それが嫌味っぽくない。

　深沢課長は私の返事なんて待たずに、「お前のは、この小さいほうだろ？」と言いながらそれを私に渡す。そしてもうひとつの大きい弁当をバッグから引っ張り出して蓋ふたを取った。

　私も一緒に注目していたのだけれど……。

「……寄ってるな」

「……寄ってますね」

　見事なほど中身が片方に傾いている。

「……すみません」

　不甲斐ないことこの上ない。私は、こんな状態のものを食べてもらうわけにはいかないと思い、深沢課長の手から弁当箱を受け取ろうと手を伸ばした。

　すると、彼は私の手の届かないところまで、それを持っていってしまう。

「なにやってんだ？　今から食うんだから邪魔すんなよ」

「でも、そんなお弁当……」

　グチャグチャで、もはや人に食べさせるようなものじゃなくなっている。

「寄ってるだけで、味は変わらないだろ？」

　そう言うと、深沢課長は一緒に入れておいた割り箸を割って、生姜焼きに手をつけた。

「ゴホッ……しょっぱい。お前も食ってみろ。ちゃんと味見したのか？」

　口元に手を持っていき、咳せき込んでいる。

「あっ！　……すみません」

　焦りすぎて肝心の味見を忘れていた。そんなものを人に食べさせようと思っていたなんて、さっきまでの自分を叱しかり飛ばしたい。

　がっくりとうなだれた私は、深沢課長を見て驚いた。彼は、ため息をつきながらも、次のポテトサラダを口に運んでいたから。

「もう、いいですから！　残してください」

　きっと他のおかずも食べられたものじゃないはずだ。慌てて止めたけれど、深沢課長はそのまま箸を進めた。

「まぁまぁかな。今度ゆでたまご潰して混ぜてみろ。うまいぞ」

「え……？」

　驚いた私が彼の顔を見ると、さっきの険しさは影をひそめ、笑顔でこちらを見ていた。

「はい……って、深沢課長、料理できるんですか？」

「あぁ、大学ん時カフェでアルバイトしてたからな。菅原よりはマシな自信がある。いいから、俺の感想ばかり聞いてないで、お前も食べてみろ」

　急いで自分の弁当の蓋を開けて口に運んでみると、深沢課長の言った通りだった。生姜焼きはしょっぱいし、ポテトサラダもなにかもの足りない。

　やっぱり、ちょっと料理教室に通ったからって、料理下手な私がいきなりお弁当なんて無理があったのかも。なんでこんなにうまくいかないことばかりなんだろう。

　俯きそうになった時、思わぬ言葉が隣から聞こえた。

「でも、このたまご焼きは百点だな」

　頭をガシガシと撫なでられ、髪がグチャグチャになっているけれど、それよりも褒められたことが嬉しい。

「本当ですかっ!?」

　喜びで思わず大きな声を上げ深沢課長に詰め寄った。そんな必死な私を、彼は肩を揺らして笑っている。

「あぁ、嘘ついてどうするんだ。甘さの加減がちょうどいい」

「ありがとうございます。実はこれだけは自信があったんですよ」

　ひとつでも褒められた安堵から、胸に手をあてた。

　料理は苦手だけど、母の作るたまご焼きは大好物だったので、唯一作り方をばっちりマスターしていたのだ。

「この味出せるなら、他の料理だって慣れればあっという間にできるようになるさ」

　ダメ出しされたおかずも、パクパクと食べてくれている。

「それと、味見はちゃんとしろよ」

「はい」

　見かけも味もとても合格点には至らないけれど、その日食べた弁当はなにか特別な味がした。

　ふたりの弁当箱が空っぽになり、お茶を飲みながら聞いてみる。

「深沢課長は今まで彼女に作ってもらったお弁当で、なんのおかずが一番嬉しかったですか？」

　実際男の人ってどんなのが好きなんだろう。

「ない」

「え？　好きなおかずがないんですか？」

　案外、味に無む頓とん着ちゃくなんだろうか？

　一瞬そう思ったが、先ほど自分でも料理をすると言っていたのを思い出した。それに私に的確なアドバイスもしてくれている。

「違う。弁当作ってもらったことがないんだ」

「えー!!　自分で社内一モテるって豪語してるのに？」

　驚いて悲鳴に近い声を上げてしまった。

　そんな私を深沢課長は軽く睨んだ。

「悪かったな！　こういうもんは、本命からしかもらわない主義なんだ。下手に受け取って期待されても困るからな。気持ちのこもったものは、どんなものでも無駄にできないだろう。受け取る時は、それなりに覚悟してもらうことにしてる」

　……どんなものも無駄にできないか。

　その時、私の脳裏に先ほどの中村くんの姿が思い浮かんだ。こちらを一切振り返ることなく去っていった自分の彼氏。

　ギュッと胸が痛くなり、唇を噛かむ。

　そんな私に気がついたのか、深沢課長は慰なぐさめるように私の頭をポンッと叩いた。

「今回は中村に食べてもらえなくて残念だったけど、次はちゃんと相手の予定を聞いてから作ればいいだろう。恋愛はひとりでするもんじゃない。相手あってのことだから、常に相手のことを思って行動すれば、少しは気持ちのすれ違いもなくなるんじゃないか？」

　優しく諭さとされるように言われたもっともな意見に、今までの自分のひとりよがりを反省した。

　さすが恋愛のエキスパート。失敗からも次回に繋がるアドバイスをくれるなんてすごい。

　私が感心していると、深沢課長はペットボトルに蓋をして立ち上がった。

「午後一番で片づけたい仕事があるから、先行ってるぞ。菅原はあとでゆっくり来い」

　そう言い残すと、屋上を出ていった。

　深沢課長ってば、いまだに本命にお弁当作ってもらったことがない、って言ってたけど、恋愛では案外苦労してるのかもしれない。

　私はその時自分の恋愛能力の低さを棚に上げて、しなくてもいい深沢課長の恋路を心配していた。




　帰宅後、グチャグチャなままのキッチンを見て、仕事の疲れがどっと押し寄せてきた。朝ギリギリまで弁当を作っていたから、片づける余裕がなかったのだ。

　とりあえず洗い物を始めようと、ため息をつきながら、バッグから弁当箱を取り出す。その時にふと深沢課長の顔が思い浮かんだ。

　お世辞でも美味しいとは言えなかったのに、全部食べてくれた。もしかして今頃お腹痛くなってないかな？

　以前緊急時のために、深沢課長の連絡先を聞いておいた。こんなことでメールしていいものか悩んだけれど、考えだしたらいてもたってもいられなくなり、メールを送ってみる。

　するとすぐに返信があった。

【ちゃんと火は通ってた。心配するな】

　よかった。今度はちゃんと『美味しい』って言ってもらえるものを作らないと。

【次は美味しいお弁当を作れるように努力します】と返すと、【頑張れよ】と返信が来た。

　なんだかそのやり取りが楽しくて、ひとり部屋でニコニコとしてしまう。

　すると手の中のスマホが震えて、メールの受信を知らせてきた。

　深沢課長からだと思ったメッセージは中村くんからだった。

【今日はごめんね。明日、千波ちゃんの作ったお弁当、食べられる？】

　そのメッセージを見て、もともと誰のために弁当を作っていたのか思い出し、今の今まで、深沢課長が喜ぶ顔を思い浮かべていたことに自分でも驚いた。

　私がお弁当を作るのは、中村くんだ。深沢課長じゃなくて、彼の喜ぶ顔が私は見たいのだ。

【大丈夫だよ。明日準備していくね】

　私は画面をタップして彼にメールを送ると、自転車に乗って、今日もまた深夜営業のスーパーへと駆け込んだのだった。




　昨日、深沢課長と座っていたベンチに、今は中村くんと座っている。

「今日は楽しみにして来たんだ」

　私が持っている弁当に向けられた視線から、本当に楽しみにしてくれていることが伝わってきた。

　そう言ってもらえると、朝バタバタして作った甲斐がある。

　私は手渡した弁当の蓋がゆっくりと開けられるのを見守った。

　……よかった。ちゃんと綺麗なままだ。

　昨日の失敗を踏まえて、なるべく隙間が空あかないようにおかずを詰めたため、寄っていることはなかった。

　実はメニューは昨日と一緒。それ以外、上手に作れないというのが大きな理由だけど、せっかくだから深沢課長にもらったアドバイスを活かしたいと思ったのだ。

　彼の反応を楽しみに待っていたけれど、一向に言葉はなく、なんだか戸惑っているよう。

「あの、どうかした？」

「え、あ……いや。なんか華やかさがないよね。お母さんのお弁当って感じ」

　お母さん？

　どういう意味かわからなくて、きょとんとしてしまう。

「……全体的に地味だよね。女の子って、もっと可愛いお弁当を作ると思ってたから。ほら、彩りとか……。いや、肝心なのは味だよね。いただきます」

「いえ、どうぞ」

　最初からダメ出しされて落ち込む。

　彩りか……そこまで頭が回らなかった。これも自分の女子力の低さが悪いんだ。中村くんは思ったことを口にしただけ。……ただそれだけだ。でも、きっと味は美味しいはず。

　私は期待に満ちた目で、中村くんの反応を待った。

「このポテトサラダ美味しいよ」

　ひと口食べたあと、さらにもうひと口と箸を運んでいる。

　昨日深沢課長にもらったアドバイス通り、ゆでたまごをプラスした成果がちゃんと出ていたみたいで安心した。

　私も自分の分の弁当の包みを開けて、食べ始める。

「これだけ作るの大変だったでしょ？　俺のためにわざわざありがとう」

　正直大変だった。今日もキッチンはグチャグチャのまま出勤してきたけれど、こうやって笑顔でお礼を言われると、嬉しくてつらさなんてあっという間になくなってしまう。

「ごちそうさま」

　そう言った彼の手元の弁当箱には、ひと口かじられただけのたまご焼きが残っていた。

「あの……たまご嫌いだった？」

　ポテトサラダに入っていたたまごは食べていたはずだ。

　一番自信のあったたまご焼きを失敗してしまったのだろうか、と不安になりながら私は中村くんの言葉を待った。

「いや、俺、甘いたまご焼きダメなんだ」

「……そうなんだ」

「ごめん。どうしても気持ち悪くてさ。おかずなのに甘いっておかしいだろ？」

　どこか馬鹿にするような言い方に聞こえて、ムッとした。

　母が作ってくれるたまご焼きは私にとって特別な味だ。それを否定されたようで悔しい。でも、味の好みは人それぞれだから、押しつけるのは間違っている。

　私は無理やり笑顔を作った。

「ううん、事前に聞いておくべきだったね。次は気をつけるから」

　深沢課長は百点って言ってくれたのにな……。

　私は中村くんに返された弁当箱を片づけながら、なにかモヤモヤしたものを抱えていた。

　たまご焼き以外は全部食べてくれた。料理の苦手な私としてはよくできたはずだ。それなのに、なぜだか嬉しい気持ちにならず、結局自分の弁当は半分以上残した。昨日よりも絶対美味しいはずなのに、食べたくない。

　そんな私の様子など気にもせずに、なにか話題を振ってきた中村くんに頷いていたけれど、話が全然入ってこない。

　いつか、中村くん好みのたまご焼きを作れるようになるのだろうか。その日のために、私はこれからどれぐらい努力して、彼に合わせないといけないんだろうか。

　その時、ふと美味しそうにたまご焼きを食べてくれた、深沢課長の顔が思い浮かんだ。




　月が変わり、六月になった。梅つ雨ゆ入りしたものの、ここ数日の天気予報はお日様マークが並んでいる。

　その日の午後は月初めということもあり、売上の取りまとめや上がってきた伝票の整理などで、バタバタと過ぎていった。特に売上については、経営企画会議でも必要になってくる資料で、今月の販売施策などに影響してくる大切な仕事だ。

　奥のデスクから、よく通る深沢課長の声が聞こえてきた。

「金子、この大阪の数字、三期比較で見ると大幅に落ちてるんだけど、集計ミスじゃないの？」

　私の斜め向かいの席に座っている美月さんが、すぐに答える。

「いえ、私も気になって先ほど確認したんですが、間違っていないとのことでした」

　あの言葉を聞いただけで、なんの話か理解したうえに、すでに調べているなんてさすが美月さん……って感心してる場合じゃないや。私もちゃんとそういうことに気がつかないと。でも引っかかる……また大阪？

　支社扱いの大阪は、本社に次いでマーケット規模が大きい。だからサポート部門にもかなりの人数が配置されている。ミスであれば誰も気がつかないのはおかしい。

「……そうか。ちょっと確認してみるか」

　そう言うと深沢課長は受話器を取って、どこかに電話をかけ始めた。

「大阪の経理担当に聞いて間違いないって言ってるのに、どこに電話かけてるんですかね？」

　デスクに座ったまま美月さんに話しかける。

「きっと私たちじゃわからないようなことがあるのよ。それができる人だから、ここに配属になったんだと思う」

　いつもは深沢課長に対して軽口を叩く美月さんだけど、その信頼は厚いようだ。

「さぁ、私たちはこっちをやってしまわないと、帰れないわよ」

「はい」

　月末と月初は経理課にとっては忙しい時期だ。いつも以上のスピードで仕事をしないといつまで経っても帰れない。

　大量の伝票を整理したあと、向かいの坂田くんのデスクで質問された資料の説明をしていると、背後から腕を引かれた。振り向くとそこには深沢課長の姿がある。ここ最近、こんな風に腕を引っ張られることが多い。

「今月から使われてる菅原が改良した経費精算書、使いやすいって営業から好評だって」

「菅原さん、長いあいだいい方法がないか考えてましたもんね」

　坂田くんが言う通り、少しでも利用する人の手間を省けるようにと、時間をかけて工夫したものだ。

「本当ですか……よかったです。これで少しでも事務仕事の煩雑さが減ればいいんですが」

「営業から好評ってことは、他部署でもきっと大丈夫だ。よかったな」

　まるで自分のことのように喜んでくれているのが、その笑顔からわかる。

　大口の契約を取ったわけでも、新しいシステムを開発したわけでもない。ほんの小さな利益しかもたらさないけれど、事務効率を上げるのは会社全体にとっても大切なことだ。

　華やかさのない裏方部門なだけに、こうやって褒めてもらえる機会は少ないため、小さなことだけど、認めてもらえて嬉しかった。

「ありがとうございます」

　仕事中なのに、満面の笑みを浮かべてしまう。そんな私を見て深沢課長もまた同じように笑っていた。

　話を終えて、自分のデスクに戻りパソコンに向かうと、どんどんやる気が出てきた。単純だと思うけれど、褒められると俄が然ぜん張り切ってしまう。

　やる気に満ちた私は、目の前の山のような伝票を猛スピードで処理し始めたのだった。




　それから一週間ほど経ち、月初めの仕事の忙しさからは解放された。そのため、今日は久しぶりに出張帰りの中村くんと、食事の約束をしていたのだけど……。

「忘れてました」

　私は深沢課長のデスクの前で肩を落としていた。そんな私を見て彼は多くを語らずにさらりと言う。

「そっか、今日中だからな」

「はい」

　昨年度分と今年度分の経費の比較資料を作るように言われていたのに、すっかり忘れていた。近いうちにある会議で必要な書類だ。日程から考えても深沢課長の言う通り今日がタイムリミットだった。

　……デート、キャンセルしないと。

　お互いに忙しく、社内で会っても立ち話程度、そのうえ中村くんの一週間の出張があったので、ちゃんと会えるのは本当に久しぶりだった。

　楽しみにしてたのになぁ。中村くんには申し訳ないけれど、仕事だから仕方がない。

　私はデスクヘ戻りスマホを手にすると、廊下へ出て急いで彼にメールを送った。




　バタバタと忙しく仕事をこなしながらもスマホを気にしていたけれど、中村くんからの返信は十九時を回った今もまだなかった。

　坂田くんのミスの修正に付き合ったため、結局資料の作成に本格的に取りかかったのは十八時半を過ぎていた。坂田くんは申し訳なさそうに手伝いを申し出てくれたけれど、深沢課長にこっぴどく注意を受けて瀕死状態だったので、気持ちだけありがたく受け取って帰らせた。

　今日は、課長以上の役職につく人たちは懇親会がある。だからいつもよりもオフィスから人がいなくなるのが早かった。

　誰もいないオフィスでパソコンに浮かぶ数字の羅列を眺めていると、思わずため息が漏れてしまう。

「本当なら今頃、中村くんとご飯食べてたのにな」

　肘をついたままひとり愚ぐ痴ちっていると、机の上に置いてあったスマホが震えだす。

　中村くんから電話だ。

　私は素早くスマホを手に取り、応答した。

『もしもし、千波ちゃん。どうしたの？　今日楽しみにしてたのに』

　電話口から中村くんの残念そうな声が聞こえてきて、申し訳なく思う。

「実は、仕事をひとつ忘れていて……ごめんなさいっ」

　私は、事実を正直に話し、謝った。

　しかし彼からは想像していなかった言葉が返ってきた。

『そんな誰にでもできる仕事、千波ちゃんがやる必要ないんじゃない？　他の人にやらせればいいじゃん』

「え？」

『千波ちゃんが今やってる仕事って、別に千波ちゃんじゃなくてもできることでしょ？　だったら残業してまでやる必要あるの？』

　確かに私の仕事は他の人でもできる。でもだからといって、投げ出していいものではない。誰でもできる仕事だけれど、誰かがやらなくてはいけないのだ。

「でも、これは私の仕事だから、途中で放り出せないよ」

『千波ちゃんは俺に会いたくないの？』

　一気に不機嫌になった彼の声を聞いて、慌てる。

「会いたいよ。でも仕事だから……」

『もういいよ。会いたいのは俺だけなんだね』

　うんざりしたような冷たい声で、取りつく島もない言い方をされた。

「ちが――」

　私の反論の声を遮るように電話は切れた。

「違うのに……どうしてわかってくれないの」

　思わず机に額をつけながら、職場だということも忘れて、情けない声を出してしまう。

「誰にわかってほしいんだ？」

　誰もいないと思っていたのに、急に声をかけられ飛び起きると、カウンターから興味深そうに私を見る人がいた。

「深沢課長……。懇親会って言ってませんでしたか？」

「あぁ、それなら、乾杯のあと抜けてきた。ちょっと気になる仕事が残ってるから」

　肩を鳴らす姿だけで疲労が伝わってくる。

「それより、お前なんかあったのか？」

　深沢課長は数歩こちらに近づいて、私の様子を窺う。

　これまでのことを全部聞いてもらっているので、私は抵抗なく電話の内容を話した。

「ふーん。中村も結構面倒な奴だな」

　後ろのカウンターにもたれながら、眉間に皺を寄せ、私の話に耳を傾けてくれている。

「仕事じゃなかったら、私だって行きたかったですよ。でも私のミスですから」

　目の前には、完成には程遠い資料が画面に映し出されていた。罪のないそのパソコンを、私は恨めしく睨んでしまう。

「今からでも行けよ。中村のとこに」

「でも、これ今日中に終わらせないと」

　深沢課長は、私の言葉に呆れた表情を浮かべた。

「ほんと真面目だな。いつか損するぞ。責任者の俺がいいって言ってるんだ。いいから今日はもう帰れ」

　カウンターにもたれたまま、私を追い払うように手を振るけれど、私も食い下がる。

「そんな、迷惑かけられません」

　いくら深沢課長がいいと言っても、仕事は仕事だ。

「あーもう、上司命令だ。これは明日やれ。俺が今から仕事するのに、お前にちょろちょろされたら気が散る」

　そう言って痺しびれを切らしたように私のところへ来ると、手を引いて立ち上がらせた。残業前にロッカーから持ってきていた私のバッグをつかんで、そのままエレベーターホールまで連れていく。深沢課長が乗ってきたエレベーターがそのままになっていて、すぐに扉が開いた。それに乗ると、私にバッグを押しつけ、深沢課長は一階のボタンを押して素早く降りる。

「あの……」

「お疲れ。楽しんでこいよ」

　笑顔の深沢課長に見送られる中、エレベーターの扉はゆっくりと閉まっていった。

　仕事を放り出して彼氏に会いに行くなんて非常識だ。けれど深沢課長がここまでしてくれたのだから、私はその優しさに甘えて、中村くんに会いに行くことにした。

　会社を出た私は中村くんに電話をしてみるけれど、留守電になってなかなかつかまらない。もし折り返し電話があったらと思うと、私は帰るに帰れず、駅前のカフェで彼からの連絡を待った。

　仕事を放り出してきたのに、肝心の彼がつかまらなくて、ただここで待つことしかできないなんて。会社を出てからもう四十分近く経ったし、あと十分待って連絡がなければ帰ろう。

　目の前に置いてあるミルクたっぷりのコーヒーもなくなり、席を立とうとした時、やっと中村くんから電話があった。

『千波ちゃん。ごめん、どうした？』

　どうしたって……留守電にもメッセージ入れたのに。

　電話口から響くザワザワとした音で、彼がまだ外にいるのがわかった。

「仕事を明日に回したから、会えればと思って電話したんだけど」

　テーブルの上にある、水の入ったグラスを見つめながら話をする。

『ごめん！　実はもう他の奴と合流しちゃって』

　後ろから『中村く～ん』と可愛く彼を呼ぶ女の子の声が聞こえてくる。

『呼ばれてるから行くわ』

　プツンと電話が切れた。それまで耳元で聞こえていた騒々しい音が消えて、カフェのざわめきだけになる。

「……なにやってるんだろう。バカみたい」

　最初に約束をキャンセルしたのは私なのだから、中村くんが他の予定を入れても仕方がない。そう思うけれど、電話口で聞こえた楽しそうにはしゃぐ女の子の声がリフレインして、なぜかすごく惨めな気分になる。

　彼と会うために努力した。結果的にはなんの意味もなさなかったけれど……。なにをやっても中途半端で空回りばかり。

　さっき会えないと伝えた時に、ひどく怒らせたのだろうか？　もしかして、自分が思っているほど、中村くんは私のことを好きじゃないのだろうか？

　色々な思いが胸の中に渦巻く。

　伝票を持って立ち上がると、会計を済ませ、私は急いで会社へと戻った。

　恋も仕事も中途半端なんて、自分が情けなくて仕方がない。せめて途中で放り出してきた仕事だけでも、やってしまおうと思ったのだ。

　裏口のセキュリティに社員証をかざし、薄暗い廊下を進んでエレベーターに乗り込む。腕時計を確認すると、時間はすでに二十一時になろうとしている。けれど、何時になったとしても仕事をきちんとこなすことで、この胸のモヤモヤを少しでも紛らわせたかった。

　早足で経理課のフロアに行くと、深沢課長のデスクのところだけ明かりがついていた。そこでひとり仕事をしている彼の姿が目に入る。

「深沢課長……お疲れ様です」

　落ち込んでいるのを悟られたくなくて、いつも通りを心がけて声をかけると、深沢課長は驚いた様子で入口に立っている私を見た。

「菅原？　どうしたんだ？」

「帰ってきちゃいました」

　苦笑いでごまかして自分のデスクへと向かう私に、深沢課長は自分の仕事をしながら尋ねてきた。

「中村は？」

　聞かれると思っていたけれど、実際聞かれると、なんて答えていいのか迷ってしまう。でも、今更深沢課長に隠すことなんてなにもない気がして、さっきの出来事を話した。

「連絡がつかなかったから待ってたんですけど、もう他の人と合流してたみたいで」

　その時のなんともいえない感情が押し寄せてきて、危うく声が震えそうになるのをなんとかこらえた。

　さすがに背後から女性の声が聞こえたことは言えなかったけれど、彼もそれ以上深くは追及してこなかった。

「そうか……」

「だから、仕事しに帰ってきました」

　自分のパソコンの電源を入れ、パスワードを入力して立ち上げた。

　共有フォルダに保存しておいた、やりかけの仕事のデータを開く。しかし未完成だったはずの資料はすでに完成していた。最終更新者は、『深沢郡司』……。

「これ、やってくださったんですか!?」

　驚いて深沢課長を見ると、本人はパソコンの画面を眺めたまま、まるでなんでもないように言う。

「あーそれな。ついでだ」

「ついでって……」

　そんなはずはない。かなり面倒な作業なのだから。そもそも自分の仕事があって戻ってきたのに、〝ついで〟に私の仕事をするほど暇なわけがない。

「ご迷惑をおかけしました」

　身体を深沢課長に向けて、頭を下げる。こんな風に迷惑をかけることになるなら、きちんと自分で終わらせるべきだった。

「なに改まってるんだよ。でもそんなに感謝してるって言うなら、お礼してもらおうかな？」

　深沢課長のからかうような口調に合わせて、私も軽く答えた。

「いいですよ。私にできることならなんでも」

　マウスを操作してパソコンの電源を切る。

　シャットダウンしたのを確認してから深沢課長のほうを向くと、ちょうど椅子から立ち上がったところだった。

「ふーん。できることなら……なんでもねぇ」

　なにか意味ありげな言い方が引っかかった私は首を傾かしげる。

「はい……あの、どうかしましたか？」

　なにが言いたいんだろう。お礼なんだから誠心誠意を尽くすのはあたりまえなのに。

「じゃあ、これから俺とデートな」

　ニヤリと笑って言った深沢課長の言葉に驚き、私は目をぱちぱちさせた。

「デ、デートって、デートですよね？」

　自分でもトンチンカンな質問をしたと思う。けれど、それぐらい私は動揺していたのだ。

「そう、デート。男女が楽しい時間を過ごすこと。仮にも俺はお前の恋愛能力を高める手助けをしているわけだ。お前の恋愛偏差値を測る意味でも、いい提案だと思うけど」

　言われてみればそうかもしれない。中村くんしか知らない私は、経験不足から悩むこともたくさんある。いくら雑誌のデート特集を読んでみたところで、実際の経験にはかなわない。

　……まさに百聞は一見に如しかず。

「お願いします！」

　気合の入った私は、思わず大きな声を出してしまう。

「じゃあ、行くぞ」

　歩き始めた深沢課長の背中を追いかけながら、ふと疑問に思ったことを投げかける。

「あの、お仕事は終わったんですか？」

「あはは、野や暮ぼなこと言うなよ。お前が心配することじゃない。ほら、早く来い」

　心配して聞いた質問を笑い飛ばされ、私は慌てて彼のあとに続いた。

　しかし、モテる男の人ってこんな簡単にデートに誘うんだ。やっぱり培つちかってきたスキルが違うのか。

「なにやってるんだ。ほら、乗れよ」

　先にエレベーターに乗って、待っていてくれた深沢課長の横に、急いで並ぶ。すぐに扉が閉まり、エレベーターは私たちを一階へと運んでくれた。




「あの、デートってここ……ですか？」

「あぁ、とっておきの場所だから、本当は誰にも教えたくなかったんだけど。お前は特別な」

　特別扱いされて光栄です。……だけどここって。

　私たちは長く連なる列の最後尾に並んだ。行列の先にはラーメン屋さんの赤い暖の簾れんが見える。年季の入った店構えから察するに、ずいぶん昔から営業しているようだ。

「ラーメン好きなんですか？」

「あぁ、ここのは特にな。うまいぞ～味玉は絶対乗せろよ。でないと、後悔するから」

　深沢課長があまりに熱心に解説するものだから、つい笑ってしまう。

「はい。そうします。でもまさかラーメン屋さんだなんて」

〝デート〟って言うから、もっとおしゃれなレストランやダイニングバーなんかを想像していたのに、まったく違ったから驚いた。でも、きっとそんなところに連れていってもらっても、今日の私は喜びよりも疲れを感じただろう。

　だから深沢課長のセレクトは、私にとってとてもありがたかった。

「あ、もしかして苦手だったか？」

　心配そうに聞かれ、私は顔の前で手を振って否定した。

「いえ、大好きです。でもあんまり美味しいお店って知らないんです」

「まぁ、女子がひとりで入るにはハードルが高いだろうな。腹減ってるだろう？」

　返事をしようと口を開く。

　――グー。

　しかし、言葉を発する前に私のお腹が返事をした。

　恥ずかしい。もう、どうしてこんなタイミングで！

「あははは。腹の虫は正直だな」

「すみません」

　顔がカッと熱くなって火を吹きそうだ。

「ほら、もうすぐ俺たちの番だ。なににするか決めろ」

　外に置いてあるメニュー表を手に取って、ふたりで覗き込む。

「深沢課長は、なににするんですか？」

「チャーシュー麺、味玉乗せ。お前は、お前の好きなものを頼めばいいんだぞ。合わせる必要はない。ほら、なにが食いたいんだ？」

　中村くんと食事をする時は、ほとんど彼が店も料理も決めてしまう。それはそれでいいと思っていたけれど、こんな風にふたりでメニューを見ながら、あーでもないこーでもないって話をするのも楽しいな。

「私は、普通のラーメンの味玉乗せにします」

「了解。あ～腹減ってきた」

　そう深沢課長がつぶやいた時にちょうど私たちの順番が来て、カウンターに案内された。慣れた様子で注文を済ませた深沢課長は、ここのラーメンの美味しさを熱く語る。もう何年も通い詰めているらしい。

「俺、こう見えても好きになったら一途だからな」

　なぜだか胸を張っているのがおかしくて、笑いが込み上げる。

「深沢課長の口から〝一途〟だなんて言葉を聞けるなんて、思っていませんでした」

　クスクスと笑う私を見て、たいそう不満そうだ。

「俺は社内一モテるけど、別に不誠実じゃないぞ」

　腕を組んで唇を尖らせる姿が、彼をいつもよりも近くに感じさせる。

「でも、いつも女性社員に囲まれている気がしますよ」

　ちらりと顔を覗き込みながら、思ったことを口にした。

　事実今日だって、社員食堂でたくさんの女の子に声をかけられ、もれなく笑顔を返していた。

「お前、よく見てるなぁ。あれは別に俺から話しかけてるわけじゃねーからな」

　ちょっと迷惑そうに眉を寄せている。

　モテる男の発言だな。でも中村くんもきっと同じだ。モテる彼なら女性に声をかけられることだってあるだろう。

　それをいちいち気にするなんて、無駄なことなんだ。さっき中村くんが女の子と一緒にいたのだって、たまたまだ。今、私と深沢課長が一緒にラーメンを食べているのときっと変わらない。

「お待ちどおさま」

　大将が大きな声で、ふたりの前にラーメンを差し出した。チャーシュー麺を頼んだのは、深沢課長だけなのに、私の前に置かれたラーメンにもたくさんのチャーシューが乗っている。

「あの、私普通のラーメンを頼んだんですけど」

「いいの、いいの。あんなに熱くうちのラーメンへの愛を語られたら、おまけせずにはいられないだろう」

「あの、でもそれ俺なんですけど」

　確かに、熱い愛を語ったのは深沢課長だ。

「おまけするなら可愛い子がいいだろ。いっぱい食べてまた来てね」

　大将が目尻を下げてにこやかに言う。

「なんだよ。結局そこか！」

　大将と深沢課長のやり取りを見て、声を上げて笑った。

「いただきます」

　割り箸を割って、ラーメンをすする。

　昔ながらのさっぱりした醤しょう油ゆ味あじのスープが、もっちりとした麺に絡んで美味しい。深沢課長おすすめの味玉は、とっても味が染しみていて、もう一個食べたいくらいだった。

　なにも考えずに夢中で箸を進め、お腹を満たした。手を合わせて「ごちそうさま」と言うと、カウンターの中の大将から「おそまつさまでした」と声がかかった。

「混んでるし、出るか？」

　私が食べ終わるのを待っていた深沢課長がさっと支払いを済ませてしまう。

　外に出てから慌てて財布を取り出した。

「あの、お金を……」

「なんだ、今日はデートだって言っただろ？　彼氏が払うのは当然」

　さもあたりまえのように言われたけれど、私たちは本当に付き合っているわけじゃない。

「でも――」

「ほら、行くぞ」

　反論を遮った深沢課長は強引に私の手を引いて歩き始める。

　いきなりのことでびっくりしたけれど、彼に合わせて歩きだした。

「あの……この手は？」

　耐え切れなくなって聞いてしまう。中村くん以外の男性と手を繋いだのは小学生の時以来だ。

「こういう時は、黙って繋がれてればいいんだよ。あ、マジで嫌な時は別な！」

　私の顔を見ながら、アドバイスをくれた。これもきっと〝手ほどき〟の一環なんだ。

「はい。そうします」

　私は深く考えすぎないようにして、彼の言葉を素直に聞き入れる。

「ってことは、嫌じゃないってことか？」

　歩きながらストレートに聞かれて戸惑ってしまう。

「あの、まぁ、そういうことです」

「ふ～ん」

　なにか物言いたげな視線を向けられて、途端に気まずくなる。そんな私の様子を察したのか、深沢課長は視線を前に戻して話題を変えてくれた。

「それよりも、気分転換になったか？」

「はい。ご心配おかけしました」

　気分転換にはなった。けれど中村くんのことを考えると、やっぱり憂鬱になってしまう。でも、深沢課長に心配させないように、無理やり笑顔を作ってみせた。

　しかしその表情を見た途端、彼の顔が曇る。

「顔には、『全然ダメ』って書いてあるけどな」

「そんなことないですよ。もう平気ですから」

　できるだけ明るい声を出した。でも、目を見ずにそう言った私の手を深沢課長がギュッと強く握る。

　ハッとして彼の顔を見ると、真剣な眼まな差ざしを私に向けていた。

「そんな風に無理やり笑って、デートの相手が喜ぶと思うのか？　時には素直に相手の前で泣くことだって大事なんだぞ」

　立ち止まって目を見ながらかけられる言葉が、私の傷ついた胸に響く。

　デートっていってもこれは練習で、だけど……。

　じんわりと自分の目に涙がにじんでいくのがわかり、咄嗟に俯いた。だけど、しっかり見られていたみたいだ。

「我慢するな」

　顔を覗き込まれ、気遣うように見つめられた途端、涙がポロポロと流れてきた。

「っ……う。すみません。こんな……」

　必死で涙を拭い、止めようとするけれど、止まらない。

　機転を利かせた深沢課長が、近くにあった公園へと入った。

　私が俯いて泣き顔を隠していると、繋がれていた手をぐいっと引かれる。

　次の瞬間……私の身体は深沢課長の胸に包まれていた。

　ほのかに漂うムスクの香りが、距離の近さを感じさせる。今までこんなに近づいたことがなかったから、深沢課長の香りを始めて知った。

　上司として尊敬して憧れてはいるけれど、これはちょっといきすぎな気もする。

　私は距離を取ろうと深沢課長の胸を押した。でも、逆に力を込められて身動きできなくなる。

「いいから、泣き顔見せたくないんだろ？　こうやってれば見えないから。これも練習だと思え。相手にちゃんと甘える練習だ」

「甘える練習、ですか？」

「ああ。女の子は甘え上手なほうが可愛い」

　慈しむような優しい声色で私を包み、髪をそっと撫でてくれた。

　これが上司と部下として普通じゃないことくらい、わかっている。けれど〝練習〟という言葉を免罪符にして、私は今の状況を受け入れていた。

「じゃあ、次は思っていることをちゃんと話せるようにする練習。ほら、どうぞ」

『どうぞ』って言われても……どう伝えていいのかわからない。

「別にきちんと話そうと思わなくていい。頭に浮かぶ言葉をただ声に出せばいいんだ。やってみろ」

　優しい声に誘導されるように、私は口を開いた。

「……なんだか、全然うまくいかなくて。私、全部初めてで、どうやったらいいのかわからないんです。中村くん、本当に私のこと好きなのかなって」

「あぁ。でもそういうことは本人に聞くしかないだろ？」

「できません、そんなこと。嫌われたら困りますから」

　深沢課長の胸に顔をうずめながら、この期に及んでウジウジと悩み続けた。

　中村くんにうざいと思われたら……どうしよう。

　そう思うと、とてもじゃないけど彼に私の気持ちをぶつけられない。

「彼が気を悪くして、私たちの関係が壊れてしまったらと思うと……なにも言えなくて。自分に自信もないし。だからいつも彼の言う通りにしてるんですけど、でもそれもなかなかうまくできなくて」

「だろうな」

「え？」

　想像していなかった言葉が返ってきて、泣き顔を隠しているのも忘れた私は、深沢課長の顔を見上げた。私を見下ろしていた彼と視線が絡む。

「アイツの言う通りになんでもかんでもできるわけないだろ。お前はお前なんだから」

　まるで子供をあやすように背中をポンポンと優しく叩かれる。

「中村の理想はあくまで理想。確かに努力をするのは大切なことだけど、アイツに無理して合わせるっていうのは、俺は違う気がする」

「じゃあ、彼の望むようになりたいと思うのは間違いなんですか？」

　今までの私の努力は、なんの意味もなかったのだろうか？

「そうは言ってない。お前の努力も大切だけど、それと同じくらい向こうにも努力してもらわないとな。お前ばっかり頑張ってどうする。そんなの恋愛じゃない」

「中村くんに努力をしてもらうんですか？」

　そんなこと、今まで考えたこともなかった。私が不器用だから、恋愛に慣れていないからうまくいかないんだと、自分が頑張ればうまくいくんだと思っていた。

「あぁ。そのためにはもっと話し合わないとな。お前の話を聞いてると、圧倒的に会話が足りない気がする。俺に話すみたいにちゃんとふたりで話をしてみろ。わかったか？」

　諭すように言われて、私は「はい」と返事をした。

「じゃあ、今日の授業はこれでおしまい。ほら、帰るぞ。明日も仕事だ」

　さっきまでの〝仮〟の彼氏の顔から、いつもの上司の顔に変わった。それと同時に私を包んでいた腕が外され、急に守ってくれていたものがなくなった気がして、心もとなくなる。

　……なんだろう、どうしてこんな風に感じるのかな。

　中村くんと一緒にいる時には抱かない感覚が湧き上がってきて不思議に思う。

「ほら、行くぞ」

　背中を優しく押されて、私は歩きだした。

「ありがとうございます」

　心が軽くなり、明るい声を出すと、深沢課長は髪をかき上げながらニヤッと笑う。

「お礼は仕事で返せよ。明日からはガンガンこき使うからな」

「嘘っ！」

　驚いて目を見開いた私に向かって、深沢課長は楽しそうに「あはは」と声を出す。それにつられるようにして、私も笑った。

　深沢課長がいてくれてよかった……。ちゃんと中村くんと話をしてみよう。

　解決の糸口を見つけた私は、前向きな気持ちで帰宅したのだった。




　昨晩は帰宅が遅かったにもかかわらず、今日の朝はきちんと目覚まし時計が鳴る前に起床した。いつも通りに身支度をして、いつも通りの時間に出勤をする。

　混み合う電車が苦手な私は、普段から他の社員に比べて早めに出社していた。

　誰もいないロッカーに荷物を置くと、ミーティングルーム前にある新聞を今日のものに差し替えてから、給湯室に向かってゴミやフキンの片づけを済ませる。そのあと自分のコーヒーを淹いれるのが私の日課だ。

　お湯を準備しているあいだに、ドリップ式のコーヒーをカップにセットした。今日はいつも誰よりも早く出社している深沢課長に持っていくため、ふたり分だ。昨日のお礼にしては簡単すぎるけど、こういうのは気持ちの問題だと思う。

　少し味気ないけれど、インサートカップをホルダーにセットして、自分のマグカップと並べる。ゆっくりと粉の上にお湯を回しかけると、狭い給湯室にコーヒーの香りが一気に立った。

　普段と同じ光景だったけど、入社して以来、朝のコーヒーを自分以外に淹れたことなんてない。だからそれだけで、いつもとは違って感じた。

「できた。こぼさないようにしないと……」

　カップを持って給湯室を出ようとする。

「おはよう。千波ちゃん」

「わっ！」

　コーヒーに夢中で人の気配にまったく気づかず、驚いて顔を上げると、そこには中村くんの姿があった。

「昨日は、ごめんね。……千波ちゃんと会えないと思うと寂しくて、友達誘って飲みに行ってたんだ」

　ひとつしかない給湯室の入口にもたれて、爽やかな笑顔を浮かべている。

「怒ってる？」

　彼の表情から私の反応を待っているのがわかったので、私は首を左右に振った。

　怒ってるというよりも……悲しかった。

　そうきちんと伝えようと口を開きかける。

　けれど中村くんに先を越されてしまった。

「そっか、よかった。優しい千波ちゃんがあんなことくらいで怒るわけないよね。安心したら喉渇いた。そのコーヒー美味しそうだね」

「え、あ……うん」

　昨日涙を流すほど悩んで、やっと自分の気持ちを素直に伝えようと思ったのに、それさえもさせてもらえない。

　勇気を出してもう一度口を開こうとするけれど、中村くんがそれを遮るように「俺にちょうだい」と私の手から、カップを持っていってしまう。

「あ、それ……」

　私が手を伸ばして止めようとした時には、すでに彼はカップに口をつけていた。

「うまい。千波ちゃんコーヒー淹れるの上手だね。毎日飲みたいくらいだよ」

　中村くんは甘く微ほほ笑えみながら、優しい言葉を紡ぐ。

「そうかな……」

　今まで好きだと思っていた彼の笑顔に対して、以前のようなくすぐったい幸せな気持ちを持てない。私はどこか冷めた目で、彼ではなく、彼が持つカップに視線をやった。

　深沢課長のために淹れたコーヒーだったのに……。

「ねぇ？　毎日の意味わかってる？」

　戸惑っている私を見て、中村くんはなにがおかしいのか、クスクスと笑っていた。

　意味って……どういうことだろう。

　私が不思議に思って中村くんの顔を見ると、彼は口角を上げ、私の頬に指で触れた。

「可愛いなぁ。ちょっと鈍いところがやっぱりいいね」

　褒められているのだろうけれど、その理由がわからない。せっかく淹れたコーヒーを飲まれて戸惑っているのだから、決して可愛い顔はしていないはずだ。

「……使いたいんですけど、いいですか？」

　すると突然、中村くんの背後から女性社員の声が聞こえた。彼が声のほうを振り返ると同時に私も声の主を確認する。

　総務課に所属する入社二年目の大おお西にしさんだ。今日も綺麗に髪を巻き、メイクもきちんとしていて、相変わらずの女子力の高さに感心する。

　しかし大西さんはその整った顔を歪ませて、ちょっと不機嫌そうに私たちを睨んでいる。始業前とはいえ、朝の忙しい時間に邪魔になっているのだから、彼女の態度も仕方ない。

「じゃあ、俺行くね。これ、ごちそうさま」

　中村くんはカップを掲げると、そのまま大西さんの脇を抜けて廊下を歩いていく。

　大西さんが待っているので、私は深沢課長のコーヒーを淹れるのを諦めて、場所を譲ることにした。

「お先に」

「菅原さん、本当に中村さんとお付き合いされてるんですね」

　軽く声をかけて給湯室から出ようとした時、大西さんにストレートな質問をぶつけられ、足を止めた。その唐突さに驚いたけれど、ちゃんと答える。

「そうだけど……」

「ふーん、噂は本当だったんですね。じゃあ深沢課長とはなんでもないんですよね？」

　そう言った彼女の視線は攻撃的だ。

　どうしてここで深沢課長の名前が出てくるの？

　私の表情から疑問が伝わったのか、大西さんが答えてくれる。

「昨日の夜、見たんですよ、私。深沢課長と菅原さんがふたりで駅前を歩いているの」

　まさか会社の人に見られていたなんて……。駅前ということは、公園を出たあとだ。あの時はもうすでにお互いの手は離れていたから、誤解されるような状況ではなかったはず。

　咄嗟にその時のことを思い出す。

「昨日は残業で遅くなったから、ふたりでご飯を食べてただけだよ」

　深沢課長と食事をして相談に乗ってもらったけれど、変に勘違いされて迷惑をかけてはいけない。

　私は、できるだけなんでもないことのように話をした。

「そうだったんですね。安心しました。中村さんのようなかっこいい彼氏がいるのに、まさか深沢課長にまで手を出すなんてことありえませんよね」

　笑顔だったけれど、棘とげのある言い方だ。

「さっきも見たと思うけど、私が付き合っているのは中村くんよ。深沢課長は関係ないから。じゃあ、お先に」

　馬鹿馬鹿しい……とでもつけ足す勢いで呆れた様子を演出したけど、うまくいっただろうか。

　私はこれ以上なにか聞かれないうちに、大西さんの顔を見ないようにして、給湯室をあとにした。廊下を歩きながら、出社してきた社員と挨拶を交わす。

　しかしそうしているあいだも、なぜか私の頭の中では先ほど自らが口にした言葉がリフレインしていた。

『深沢課長は関係ないから』

　経理課のドアを開けると、すぐに深沢課長の姿が目に入った。電話中にもかかわらず、彼は手招きをして私を呼び寄せる。私はすぐに深沢課長のデスクへと向かい、指示を仰いだ。すると机のメモを指差して私にお願いのポーズをしてみせた。

　おそらくこのメモに書いてある資料を探してほしいということだろう。深沢課長の意図することがわかった私は、そのメモを受け取るとすぐに自分のデスクへ戻り、早速取りかかった。

「過年度の部門別の財務諸表と……ん？　また大阪の資料」

　どうして今この資料なんだろう。しかも全部二、三年前のものだ。

　不思議に思ったけれど、きっと深沢課長クラスになれば私の知らない仕事もたくさんあるのだろうと考え、手を動かした。

　電源を入れたパソコンにパスワードを入力して立ち上げる。色々あって冷めてしまったコーヒーをひと口飲んで、資料探しに本腰を入れた。

　経理課のデスクには、まだ私と深沢課長しかいない。私のキーボードを叩く音と、深沢課長の電話での話し声だけが響いている。

　昨日のお礼を言わないと……そう思うけれど、最後に言われた『お礼は仕事で』という言葉を思い出した。

　感謝はあとで伝えよう。とにかく今は目の前の仕事をやってしまうことが優先だ。

　少しでも役に立ちたくて、頼まれた資料を探していると、電話を終えた深沢課長から声がかかる。

「おはよう、菅原。就業時間前なのに悪いな」

「おはようございます。気にしないでください。今日はこき使われるつもりで来ましたから」

　私が笑顔を見せると、彼は穏やかに微笑んでくれた。

「ちゃんと復活したみたいだな。今日一日はいつもの倍働いてもらうから、覚悟しておけよ」

「はい」

　できるだけ明るく返事をすると、彼は満足そうに笑ってから真剣な顔でパソコンに向かった。

　私は資料を探しながら、時々仕事中の深沢課長の顔を盗み見る。

　彼が一番かっこいいのは、仕事をしている時だと思う。この真剣な姿を見たら、ますますファンが増えるんだろうな。

　他の社員が来るまでのほんの少しのあいだだけ、私は深沢課長とふたりだけで過ごす。ただそれだけのことなのに、穏やかに過ぎていく朝の時間がとても貴重に思えた。




　いつもの仕事をこなしながら、深沢課長に言われた資料も探すけれど、思ったよりも量があり、時間がかかってしまっていた。

「千波、この企画部の伝票だけど、日付が違うから訂正印もらってきて。加か藤とうに言えばすぐにやってもらえるだろうから。それと、次やったら経費払わないってキツく言っておいて」

　相変わらずの美月さんの勢いに、私は従順に従う。

　これくらいの勢いでいかないと、仕事進まないもんなぁ。

　私たちの仕事は、基本的には社内の人間を相手にすることが多い。そのせいかどこかルーズになっている人も少なからずいる。期限がなかなか守られなかったり、不備があったり。そこをきちんと言わないと、まったく仕事が進まずいつまでも終わらなくなってしまう。

　私も見習わなきゃと思いながら、言われた通り、六階にある企画部へと向かう。

　もうすぐ昼休みだから、休憩前に訂正印だけはもらいたいな。

　企画部の事務の加藤さんは美月さんと同期だ。そのため、美月さん繋がりで何度か話をしたこともあるし、仕事でやり取りをしたこともある。なんでも迅速にこなしてくれるありがたい存在だ。

　企画部に到着すると、すぐに加藤さんが気づいて出てきてくれた。

「あら、なにか不備があった？」

「はい、ここの出張旅費の件なんですけど」

　説明すると該当の社員のところへ行って、すぐに訂正印をもらってくれた。私が説明して印鑑をもらうよりも、加藤さんにあいだに入ってもらったほうが確実で早い。

「ありがとうございます」

「私こそ気がつかなくてごめんなさいね。うちの部のメンバーにも説明して、私も気をつけて見るようにするから」

　加藤さんは肩をすくめたあと、弾かれたように笑顔になった。

「そうそう、新しい経費精算書のフォーマット、菅原さんの案なんだって？　すごく使いやすくて部署分を取りまとめている私としては、すごく助かってる」

「そうですかっ！　ありがとうございます。でも、どうして私だって？」

　自分の仕事がこうやって誰かのためになっていて、褒められるのは嬉しい。けれどどうして私が作ったことを知ってるんだろう？

「深沢課長から聞いたのよ。先日廊下で会った時に『あれいいですねー！』って声かけたら、『そうだろ？　菅原が作ったんだ』って嬉しそうに言ってた。別に深沢課長を褒めたわけじゃないのにね」

　ケラケラと笑う加藤さんと一緒に、私も笑顔を浮かべた。

　加藤さんに褒められたのも嬉しいけれど、深沢課長の言葉も嬉しかった。

　深沢課長がそんな風に……。

　小さな仕事もこうやって評価してくれる上司のもとで働けることを、感謝しなくては。

　その時ふと、中村くんが『誰にでもできる仕事』と言ったことが思い出されて、浮ついていた気持ちが一気に沈んだ。

　ダメダメ、なんでもマイナスに考えるのは私の悪い癖だ。

「そうだったんですね。でも、好評でよかった。他にも〝こうしてほしい〟っていうことがあったら、教えてください。現場のことあまり知らないので」

「うん。なにか気がついたら言うようにする。それと……ちょうどお昼ね。ちょっと来てくれる？」

　加藤さんは表情を少し曇らせると、すぐ近くの人気のないコピー室へと入る。

「ごめんね、こんなところまで」

「いえ、あの、どうかしましたか？」

　わざわざこんな場所で話すなんて、人目があるところではできない話ということだ。どんな内容なのか内心ドキドキした。

「菅原さんって、営業の中村くんと付き合ってるんだよね？」

　まさか加藤さんから、彼の名前が出てくるとは思わなくて驚いた。

　今日はなんだかよくこの質問されるな……。

　別に隠しているわけではないので「はい」と返事をする。

　すると、加藤さんは眉間に皺を寄せて、「はぁ……」と大きなため息をひとつついた。

「こんなこと、私が口を挟むべきじゃないのかもしれない。でも、彼には気をつけたほうがいいと思う」

「どういうことですか……？」

　私は、不安を隠すこともせずに加藤さんに尋ねた。彼女がわざわざ私の耳に入れるということは、よほどのことだろう。

　加藤さんは、ひと呼吸置いて話し始める。

「実は私、中村くんのマンションの近くに住んでるの。駅が同じだから何度か見かけたことがあるのよ。向こうはたぶん気がついてないだろうけど」

　私は、訂正印をもらったばかりの経費精算書を握り締める。

「女性と歩いてるところを何度か見たの。大抵いつも同じ人よ。彼、他に女がいる可能性ないの？」

　加藤さんから私を気遣うような視線を投げかけられた。

　そんな……付き合ってほしいと言われてから四ヶ月とちょっと。私はまだ彼の部屋へと足を踏み入れていない。でもその人は彼の部屋に入ったということ？　他に彼女がいる？　私の他に？

　黙ったまま色々と考えてしまう。そんな私の様子を加藤さんが心配そうに見ている。

「もしかしたら家族かもしれないし、迂う闊かつなこと言ってごめんね。でも、思いあたる節が少しでもあるんだったら、確認しておいたほうがいいと思う。中村くんモテそうだし、念のためね？　……大丈夫？」

「……はい。失礼します」と小さく返事をし、加藤さんに一礼してコピー室を出る。トボトボと歩いているあいだも、頭の中は中村くんのことでいっぱいだった。

　経理課に戻る途中いろいろと考えたかったのに、社員食堂に向かう美月さんにつかまってそのまま連行されてしまった。

　食欲なんてないけれど、午後からの業務もあるし、なにか口にしたほうがいい。

　そう自分に言い聞かせた私は、きつねうどんを注文して美月さんの向かいの席に着いた。

「千波、それだけしか食べないの？」

「はい、朝ご飯食べすぎたみたいで。それにお昼休み中に探しておきたい資料があって」

　適当な言い訳を見抜かれないよう、なにもなかったように振る舞う。

　中村くんのことは仕事には関係のないことだ。私は心の中に色々と押し込めて、美月さんの話に頷きながら、うどんをすすることに集中した。

　私たちが座る後ろの席では、他の部署の女性社員たちが社内の男性で誰がタイプかという話をしている。

　美月さんは「こんな人の多いところで、バカなの？」と小声で毒づく。

　確かに社員食堂で話をするのはリスクが大きすぎる。本人たちは小声のつもりだろうけど、すぐ近くにいる私たちにはしっかりと聞こえてきた。

「私は経理課の深沢課長！」

「えぇ～、まぁわからないでもないけど」

　美月さんと私の目が一瞬にして合う。

　まさか話の中心人物が自分たちの直属の上司だとは……。思わずふたりして聞き耳を立ててしまう。

　楽しそうに話をする女性社員は、私たちの存在に気がついていないようで、そのまま続ける。

「実は、このあいだ社内の飲み会の時に、深沢課長にわざわざ呼び出されてね……」

「え～深沢課長ってかっこいいけど、誰にでも声かけるって本当だったんだぁ」

「誰にでもって、それ私に失礼じゃない？」

　ケタケタと笑い声が響く。

「でも、誰とも付き合ったって噂聞かないよね？　どうしてだろう」

「付き合わないけど、やることはやるとか？」

「やだー！　昼間からやめてよ。でも、深沢課長だったらアリかな……」

　低俗な話で大いに盛り上がる背後とは裏腹に、私の心はモヤモヤとする。あまりにも私の知っている深沢課長とは違うからだ。

　頑張ってうどんを食べていたけれど、一層食欲が減退してしまい、箸を置く。

　向かいの美月さんは「チャラい」とつぶやいて、目の前のコロッケを大きな口で頬張っていた。

　私は小声で尋ねてみる。

「美月さんも深沢課長は〝チャラい〟って思うんですよね？」

「うん。だけど……見かけだけのような気もする」

　お茶をすすりながら聞かせてくれる美月さんの考えに、私は真剣に耳を傾けた。

「きっと、わざとそう見せてるんじゃないかな。理由はわからないけど。そうじゃないと、もう社内で二、三人は被害者が出てると思うんだよね。だけど実際は声をかけられたりしただけで、女子同士がもめることも『ポイ捨てされた！』って大騒ぎする人も出てこないじゃない？　むしろみんなあのチャラさに好意的じゃない？」

　確かに、深沢課長が廊下を歩いている時に話しかけるのは、女性社員だけじゃない。前の部署である営業部の後輩や、上の役職についている人と、軽く談笑している姿もよく目にする。

「チャラいけど、信用はできるわ。そういう珍しい人よ」

　飲んでいたお茶を置いて、美月さんなりの分析結果を自信満々に教えてくれた。

「なんだか、ものすごく納得ができる答えです」

　思わず大きく頷いてしまう。言い得て妙とはこのことだ。

　話をしながら目の前の定食を全部平らげた美月さんは、箸を置いてデザートのプリンに手を伸ばす。

「結局のところ〝人たらし〟なのよ。いるでしょ、自然と人を惹きつけちゃうタイプ」

　確かにそうだ。気がつけばいつも周りに人がいて、その場を明るくする。厳しい一面もあるけれど、それさえも魅力的に感じる。

「まぁ、私は仕事上で困るようなことがなければ、別に誰が上司でも構わないんだけどね。でも気前よく奢ってくれるから、深沢課長は好きかな」

　身も蓋もない言い方に思わず笑ってしまった。

「現実的な理由なんですね」

　深沢課長の噂話にモヤモヤしていたけれど、美月さんの意見を聞いて安心した。彼は誰からも好かれる、そんな人なんだ。

　その時、私は加藤さんの〝中村くんに他の女性がいるかもしれない〟という話をすっかり忘れてしまっていたことに気づいた。

　彼氏の不貞疑惑よりも上司の悪い噂が気になるなんて、どうしちゃったんだろう。

　そう思うけれど、私の頭の中は深沢課長のことでいっぱいだった。

　食事を終えて、急いでデスクに戻り仕事に取りかかる。急ぎの事務処理と銀行へのお使いが入っていて、午後からも落ち着く時間がなく、結局、朝頼まれた資料はまだすべて揃っていなかった。

　銀行から戻ってくると、深沢課長の内線が鳴る。しかし深沢課長は会議に出ているようで離席中だったため、私は代わりに自分のデスクで電話を受けた。

「はい、本社経理課です」

　我が社は日本全国の支社や支店すべてが内線で繋がっている。だからたとえ内線電話でも知らない相手であることも多い。

『あれ、深沢くんは？』

　聞き覚えのない男性の声だ。

「今、深沢課長は会議中です。戻り次第、折り返すように伝えます」

『あ、そう？　じゃあ、メール送ってるから確認して、大阪支社の谷たに本もとまで連絡くれるように伝えて』

「大阪支社の、谷本様ですね。かしこまりました」

　私がメモを取りながら受話器を置くと、ちょうど通りかかった美月さんがメモを覗き込む。

「谷本さんって、次長の谷本さん？　そんな偉い人が深沢課長になんの用事なんだろう」

　美月さんは、首を傾げながら自分のデスクへと戻る。

　きっと私が知っている以外にも、深沢課長はたくさんの仕事を抱えているんだ。だからこそ仕事でだけは迷惑をかけないようにしないと。

　それが私の相談に乗ってくれている彼への、せめてものお礼になればいい。




　今日もあっという間に時間が過ぎた。

　定時が過ぎて三十分ほど経った今も、まだ深沢課長はデスクに戻ってきていない。

　朝一で頼まれた資料を準備したけれど、ひとつだけ、これで合っているのかどうか自信がないものがある。もし間違っていたら今日中に探さなければならないので、直接確認してもらいたくて、私は深沢課長が戻ってくるのを待っていた。

　すると一緒に会議に出ていたはずの総務課の課長が、フロアに戻ってきた。近くを通る時に声をかけて尋ねると、先ほど会議は終わったとのことで、深沢課長は休憩ブースへ足を運んでいたとのことだった。

　わざわざ追いかけてまで……とは思ったけれど、依頼されてからずいぶん時間も経っているし、大阪支社からの伝言もある。

　私はプリントアウトした資料を持って、彼のもとへと向かった。

「あははは！　もう深沢課長ったら、冗談やめてください」

　奥まった場所にある休憩ブースの中から、女性社員の笑いながら深沢課長を呼ぶ声が聞こえ、自動販売機の陰で咄嗟に足を止める。

　先客がいるのだからすぐに踵を返すべきだ。

　そうわかっているのにできなかった。自分の名前が上がったから……。

「ちょっと聞きたいんですけど、深沢課長と菅原さんってどういう関係なんですか？」

　盗み聞きなんてよくない、と思っていても足が貼りついて動かず、つい中の様子を窺ってしまう。そこにいたのは、給湯室で私に同じ質問をしてきた大西さんだった。

　一体どういうつもりなんだろう。続きが気になってしまう。

「どういう関係って？」

「もう、わかってて聞くんですか？　特別な関係なのかってことですよ」

　そんなこと……いくら昨日私と深沢課長がふたりでいたのを見たからって、こだわりすぎじゃない？

　彼女の質問の意味が気になり、息をひそめた。

「ただの可愛い部下だよ」

「それだけですかぁ？」

　大西さんが発した伸ばし気味の語尾からは、疑いの色が感じられた。

「あぁ、それ以外なにがあるっていうんだ？」

　笑いを含んだ深沢課長の声が耳に届いた瞬間、ガツンと強い力で胸を叩かれたような衝撃が走る。

　なに……どうしたんだろう、私。深沢課長はあたりまえのことを言っただけだ。それなのに、どうしてこんなに悲しい気持ちが胸の中に渦巻くんだろう。

　ブルブルと資料を持っていた手が震える。しかし中ではまだ話が続いていた。

「じゃあ、私にも可能性があるってことですよね？」

「ん？」

「私、深沢課長のことがずっと好きだったんです。付き合ってください」

　彼女のストレートな告白に驚いて、手に持っていた資料をばらまいてしまう。

　あっ……どうしよう。

　中にいるふたりの視線が、一気に私に向けられた。

　最初こそ驚いた顔のふたりだったけれど、すぐに大西さんの表情が敵意に満ちたものに変わった。

「お返事はあとで結構です。私の連絡先はこれですから」

　大西さんはピンク色のメモ用紙を深沢課長に握らせると、私の前まで歩いてきて立ち止まり、怒りの色がにじむ瞳で睨む。

「盗み聞きするなんて、最低です」

　彼女の言うことはもっともだ。私は小さな声で「ごめんなさい」とつぶやくように言うのが精一杯だった。

　大西さんは私にドンッと肩をぶつけながら休憩ブースを出ていき、そこには気まずそうに髪をかき上げる深沢課長と私だけが残された。散らばった資料を急いで集めていると、深沢課長も屈んで手伝ってくれる。

　沈黙が続く中、最初に声を発したのは向こうだった。

「ありがとう。これ今朝頼んだ資料だろう？　わざわざ持ってきてくれたのか」

　色々あって本来の目的どころではなくなっていた。しっかりしなければと思うけれど、気持ちをうまく切り替えられない。

「はい、資料がこれで合ってるかどうか……」

　バツが悪くてまともに顔を見られず、問題の資料に視線を落としたまま差し出すと、深沢課長は無言で受け取り、中身を確認し始めた。

「うん。これで合ってる。他の仕事もあるのに大変だっただろう？　ありがとう」

「……あの」

　首を突っ込むべきではないけれど、気がつけば私は深沢課長に質問していた。

「あの……大西さんと付き合うんですか？」

　彼の返事を聞きたいような、聞きたくないような気持ちで待つ。

「菅原はどう思う？」

「私、ですか……？」

　顔を上げて、深沢課長の顔を見た。

　まさか意見を求められるとは思っていなかったから、どう答えるべきなのか迷う。黙り込んでいると、もう一度問われた。

「菅原は、俺がさっきの子と付き合ってもいいと思う？」

　どうして私に聞くの？　そう尋ねたかった。けれど聞けずに、無難な答えを返してしまう。

「深沢課長がそうしたいなら、付き合えばいいと思います」

　それ以外答えようがなかった。だって私には彼の恋に意見する権利も、アドバイスできるほどの恋愛経験もないから。

「ふーん。お前は、俺に彼女ができればいいと思ってるんだな」

　眉間に皺を寄せながら深沢課長が放った冷たくて低い声に驚き、思わずうろたえた。普段と違う雰囲気に圧倒されてしまう。

「……どうしたんですか」

　間合いを詰められて、私は一歩ずつあとずさる。

「俺があの子と付き合ってもいいんだな？　手を繋いで一緒に飯を食って、抱き合って……」

　私を見下ろしながら、切ない表情を浮かべている。

　私の背中が壁にトンッとあたり、これ以上後ろに下がれなくなった私の顔の横に深沢課長が手をつく。

「あの子と、キスして……それ以上のことをしても、お前は構わないんだな？」

　まっすぐに私を見つめる瞳には、哀愁が漂っているように感じた。

　私はなんて返事をするべきなの？

　深沢課長が言葉を発するたびに、彼と大西さんが触れ合うのを想像してしまう。私は我慢できなくなって、ギュッと目をつむって声を上げた。

「もう、そんな冗談で私をからかうのはやめてください！」

　想像したくなかった。考えただけで胸が痛む。

　どうして私にそんなこと聞くの？　盗み聞きしたことを怒っているの？

「ごめんごめん、悪い冗談だ。もう定時過ぎてるんだから、今日は帰れ」

　目を開くと、深沢課長が壁から手を離して、囲い込んでいた私を解放した。そんな彼の突然の変わり身についていけずに、困惑する。

「でも……あの――」

「お疲れさん」

　遮るようにそうつぶやくと、深沢課長は私に背を向けた。その背中が〝早く行け〟と言っている。

　私は痛む胸を押さえながら、その場をあとにしたけれど、休憩ブースから少し離れた場所で、涙がにじんできた。

　深沢課長の様子がいつもと違ったことだけが理由ではない。私の中に生まれた説明のつかない感情が、私に涙を流させている。深沢課長はちょっとふざけただけなのだろう。けれど私には刺激が強すぎた。

　私……深沢課長のことが好きなの？　いや、そんなはずはない。私は中村くんが好きなんだから。私の彼氏は中村くんなんだから！

　でも、彼が他の女性といた、という話を聞いた時とは、痛みの種類が全然違う。

　ギュッと押し潰されそうな胸の痛みの理由に、気がつかないフリをする。あと少しで溢れ出しそうな思いに無理やり蓋をした。

　ずっと恋愛できなかった私を見つけてくれたのは、中村くんだ。恋するドキドキやワクワクを教えてくれた彼を裏切ることなんてできない。これからお互いを理解していけば、もっと気持ちが深まるはず。ちょっとうまくいってないから、こんな不安定な気持ちになるんだ。私が向き合うのは、中村くんなんだから！

　自分の心に必死で言い聞かせながら、涙を引っ込めた。

　それから、デスクに戻った私は誰にも話しかけられないように、素早く片づけをして家路についた。







第三章　恋の迷い道













「……ゴホン。ゴホッ」

　う～これは本格的な風邪かも。

　これから夏本番の、梅雨が開けたばかりの七月中旬。数日前から体調が悪く、騙し騙し過ごしてきたけれど、今日一気に症状が悪化した。

「千波、もう上がりなさい。あとは代わりにやっておくから」

「すみません」

　なんとか金曜日まで乗り切った私は、美月さんの言葉に甘えて定時に帰ることにした。

「菅原、大丈夫なのか？」

　深沢課長も気にして声をかけてくれた。

「はい、ご心配おかけしてすみません」

　そう言うと、パソコンの画面に視線を戻し、シャットダウンする。

　あれから中村くんとの関係は相変わらずだった。それよりも深刻なのは、私の中の深沢課長の存在だ。明らかに今までとは違うけれど、その理由がわからず、戸惑いが胸の中をモヤモヤと占拠している。

　あのあと大西さんとどうなったのかな……。私には関係のないことだけれど、気になってしまう。それに……あの時の深沢課長の瞳が忘れられない。

　でも、ちょっと私をからかっただけだよね。冗談って言ってたし。

　それを裏づけるように、あの日以降も、深沢課長の態度はなにも変わらない。なのに私は、なんとなく気まずくて必要以上に意識してしまう。雰囲気がおかしいことに気がついた美月さんが『なにかあったの？』と探りを入れてくる始末だ。

　風邪を引いたのはここ最近きちんと眠れなかったのが原因だろう。

　目を閉じると色々なことが思い浮かんでなかなか寝つけなかったのだ。だから土日は難しいことは考えずに、たっぷり睡眠を取ってゆっくり過ごすことに決めていた。とにかく、体調と気持ちを通常運転に戻さないと。

「お先に失礼します」

　そう小さく挨拶をした私は、ロッカーへ向かいバッグを取ると、重い身体を引きずって会社をあとにした。

　マンションに帰る前に、薬をもらうため病院へ寄った。幸い熱は出ておらず、『薬を飲んで安静にするように』とお医者様に言われた。

　帰宅し、シャワーを浴びて軽く食事を取った私は、まだ二十時だったけれどベッドに入った。

　うとうとし始めた頃、枕元に置いてあったスマホが鳴り始めたため、画面を確認して応答する。

「もしもし……中村くん？」

『あれ、もしかして寝てた？』

　電話の向こうからは、いつも通りの明るい声が聞こえてきた。

「うん、体調が悪くて……」

　一昨日おととい会った時よりも、ひどくなってしまったことを話す。

『そっか、でも日曜のフットサルは来れるよね？』

「あっ……」

『もしかして、忘れてた？　ひどいなぁ』

　中村くんの声が、明らかに不機嫌になる。

　一週間前、今週末開催される社内のフットサル大会に、来てほしいと言われたのを今思い出した。

　行きたいのはやまやまだが、この調子だと日曜も寝ていたほうがいいだろう。

「ごめんなさい。私、体調が悪くて」

『え？　まさか来れないなんて言わないよね？　熱がないなら、明日一日寝ていれば日曜は来れるでしょ？』

　彼の不満が手に取るように伝わってきて、断りづらい。けれど私はスマホを握り直し、思い切って伝えた。

「できれば、家で休みたいな」

『え～！　だって部署の連中は彼女や奥さんを連れてくるんだよ。俺だけひとりだなんて、寂しい奴になるじゃんか』

　……私の体調よりも、自分が周りからどう思われるかを優先する中村くんにショックを受け、唇を噛み締める。

『明日寝たらちゃんと治るって。だから日曜は絶対来て』

「うん……」

　押し問答することに疲れてしまった私は、半ば無理やり日曜日の約束をさせられてしまう。

『あ、そうだ。明後日あさってはお弁当作らなくていいからね』

　毎年フットサル大会のあとは、同じ敷地内にある広場でバーベキューをしながら、持ち寄ったお弁当をみんなで囲むのが恒例になっている。ドリンクやお菓子の差し入れもあって、みんなでワイワイ盛り上がるのだ。

「体調が悪いから無理だろうし、助かる。ごめんね」

　最後の〝ごめんね〟には、先ほど中村くんに抱いた不満に対しての、謝罪の意味を込めた。

　彼はちゃんと私のことを考えてくれていたんだ。私たちは言葉が足りていないだけなんだ。

　そう思った次の瞬間、私の期待は見事に裏切られた。

『作れないよね。それに千波ちゃんのお弁当って全然可愛くないでしょ。彩りがなくて母親が作ったみたいなやつ。ああいう場所ではちょっと恥ずかしいよね』

「……っう」

　私の身体を考えて『お弁当作らなくていいからね』と言ってくれたわけじゃないんだ。結局は自分のためなんだね……。

　そう言いかけて飲み込む。一瞬でも期待した自分が馬鹿みたいだ。震えそうになる声をごまかしながら、電話を終わらせようと言葉を口にする。

「私、そろそろ寝るね」

『あぁ、日曜日のために体調整えて。おやすみ』

「おやすみなさい……」

　終了ボタンをタップすると、電源を落とした。

　中村くん……私の作るお弁当を恥ずかしいと思っていたんだ。

　前の夜から準備して、朝から慣れない台所仕事に、苦労しながら作ったお弁当。それを恥ずかしいと思われていたことが悔しい。

　ふと、私の作ったたまご焼きを『美味しい』と言ってくれた時の深沢課長の顔が脳裏をよぎる。

　弱っている時に思い浮かぶのが、彼氏じゃなくて上司の顔だなんてどうかしてる。

　けれど私は、深沢課長が『百点』と言ってくれた時の笑顔を思い出しながら、眠りについた。




　そして日曜日――八時過ぎに家を出た。フットサルコートのある運動公園までは三十分。九時半の集合時間には十分間に合うはずだ。

　昨日は丸一日部屋で過ごしていたせいか、朝の光を浴びると清々しい気分になった。

　薬のおかげで少し回復したとはいえ、いまだ本調子ではない身体で会場へと足を進める。

　体調がいい時ならば、張り切って参加するタイプだけど、もちろん今回は見学だけのつもりだ。なにより、今日の一番の目的は中村くんの彼女として振る舞うこと。

　昨日の彼の言葉に傷ついたのは確かだけど、私に原因がないわけではない。押し切られたとはいえ『行く』と言ってしまった以上、私は彼の理想の彼女になれるように努力した。スポーティでもなるべく可愛く見えるように、デニムの上に羽織るパーカーにはキラキラ光るビジューがついている。いつもはあまり凝ったものにしない髪型も、緩い編み込みをしてまとめた。

　ちゃんとしないと……。中村くんの彼女としてちゃんとしないと。

　私がフットサルコートに到着すると、すぐに中村くんが気づいて駆け寄ってきた。

「千波ちゃん！　来れたんだね？　これ持つよ」

　嬉しそうに笑みを浮かべた彼は上機嫌で、私の両手にあるふたつの袋を持ってくれる。

「これ、差し入れ？」

「うん。あの飲み物なんだけど……」

　これで正解だっただろうか、と不安に思いながら、そろりと中村くんの顔色を窺う。

「ありがとう。みんなで飲もう」

　ニコリと笑顔を向けられて、自分の選択が間違っていなかったことにひと安心した。

「あ、こっちは経理課の分だから、あとで美月さんのところに差し入れしてくるね」

　袋のひとつを中村くんから受け取った。

「そっか、千波ちゃんはあっち所属だもんね。部ごとのチーム編成だから敵同士かぁ。でも、今日は俺のこと応援してくれるんだろ？」

「うん！　もちろん。ゴホッ……ゴホッ。ごめんね」

「風邪なかなか治らないね。お大事に」

　中村くんは眉を寄せて、心配そうな表情を浮かべた。

　初めて風邪を引いている私を労わるような言葉を聞いた気がする。もしかしたら私が聞き逃していたのかもしれないけれど。

　足取り軽く歩き始める中村くんのあとを、私は咳き込みながら追いかけた。営業部の人が集まっている場所に連れてこられた私は、知った顔を何人か見つけることができた。

「経理課の菅原さん。今日は俺の彼女として営業部を応援してくれます」

　晴れやかな笑顔で、私の背中に手を置きながらみんなに紹介してくれた。会社の人の前でこうやっておおっぴらに彼女として振る舞うのは初めてのことだ。

　パチパチパチ……。

　小さな拍手が起き、話の中心にいる中村くんは満足そうにしている。だけど一緒にいる私はなんだか居心地が悪い。何度か話したことがある人もいるけれど、やはり営業部のメンバーでない私は、疎外感を覚えずにはいられなかった。

　みんなにお互いの馴れ初めなんかを聞かれ、中村くんが話すことに相あい槌づちを打ちながらなんとか笑顔を作る。

　私、ちゃんと彼女の役目果たせてるかな？

　ふとコートを見ると、総務課と経理課の合同チームのメンバーが準備運動を始めていた。その中でもひと際目立つ深沢課長を目が追ってしまう。

　ジャージを着ていてもかっこいいなんて反則だ。

　あまり見すぎて変に思われないように、視線を外し、対戦相手の確認をした。相手は加藤さんのいる企画部みたいだ。

　ふとベンチに目をやると、美月さんと加藤さんは、仲良く座ってすでにビールを飲み始めている。

「中村くん、経理課の試合があるから、応援に行ってきてもいい？」

「え？　まぁいいけど……。でも次、俺の試合だからすぐに戻ってきてよね」

　眉間に皺を寄せて、声が少し低くなった。

「うん。わかった」

　一瞬嫌そうな顔をしたのは気のせいじゃない。でも私はそれに気がつかないフリをして、経理課のメンバーのもとへ移動した。

「お疲れ様です。これ差し入れです」

　美月さんと加藤さんが座っているベンチへと向かい、用意してきた飲み物を渡す。

「千波～、アンタ今日はあっちの人質じゃないの？」

　もういい気分になっている美月さんから、今の私にぴったりのアダ名が進呈された。

「そんな風に見えましたか？」

「うん。ずっと無理やり笑顔作ってて気持ち悪かった」

　ちょっと言いすぎだと思ったけれど、美月さんのたとえは的確だったようで、隣にいる加藤さんが手を叩いて笑う。

「もう、金子ってば言いすぎだって！　せめて〝囚われの姫〟ぐらい言ってあげなよ」

　……散々笑ったくせに。

「もうなんとでも言ってくだ……ゴホッ、ゴホ……すみません」

　顔をそむけて、咳せきをした。

　そんな私の背中を美月さんがさすってくれる。

「まだ治ってないのに来たの？」

　呆れた様子だけれど、無理してここに来ているのは事実なのだから仕方がない。

「もう、大丈夫です。ありがとうございま――」

　美月さんにお礼を言おうとした時に、ぐいっと手を引かれた。

　私にこんなことをするのは……ただひとりだ。

「深沢課長……」

　さっきまでコートの真ん中にいたはずなのに。

「おい。こんなところに来て平気なのか？　さっき咳してたみたいだけど」

　心配そうに眉を下げる顔を見て、不謹慎だが嬉しくなってしまう。

「本当は寝ていようと思ってたんですけど、無理して来ちゃいました」

　肩をすくめて、軽い感じで言ってみたけれど、深沢課長が眉間に深い皺を寄せ、目を細める様子から、機嫌の悪さが伝わってきた。

「中村は……知ってるんだよな？　お前が体調悪いってこと」

　急に彼の話が出てきて驚く。

「もちろん……彼氏なんですから、知ってますよ」

　なんとなく言いづらくて声を小さくすると、深沢課長の眉間の皺はどんどん深くなっていった。

「知ってて連れてきたのか!?」

　そんな私たちのやり取りを、隣でおかしそうに美月さんが見ていた。

「深沢課長、お取り込み中申し訳ありませんが、もう試合始まりますよ」

　美月さんに声をかけられて、深沢課長がちらっとコートを見た。そして自分の荷物のところまで走っていくと、バッグから個別包装されたマスクを取り出す。

「これ、ちゃんとつけておけ」

　私に押しつけるように渡すと、そのままコートへと向かう。

　深沢課長……そんなに優しくされると、恋愛オンチの私は色々と誤解してしまいそうです。

　走っていく大きな背中を目で追ってしまう。

　その時、私たちの様子を見ていた美月さんの声が、後ろのベンチから聞こえた。

「なにあれ。まるでお母さんじゃない？」

「いや～過保護だね。アンタんとこの上司。まぁ、構いたくなるのもわからないでもないけど」

　新しいビールを開けたふたりのおしゃべりは、どんどん加速していく。

　私はそれに加わらず、もらったマスクをつけて、ピッチを走り回る深沢課長の姿を見ていた。

　試合が終わりに差しかかった時、遠くから中村くんが手を振って私を呼んでいることに気がついた。

　そうだ、次は彼の試合だった。

　私は、美月さんと加藤さんに挨拶をすると、急いで中村くんのもとへと走ったのだった。




　それから、何試合か行われ、決勝は中村くん属する営業チームと総務・経理チームで行われることになった。

　それまでの試合でも活躍していた中村くんは自信満々だ。

「千波ちゃん、俺ゴール決めてくるからちゃんと見といてよ」

　まるで小学生のように無邪気な中村くんに「わかったよ」と返事をして彼を送り出す。途中で振り返って私に手を振る彼に、私も手を振り返した。

　彼が走っていった先に目をやると、深沢課長がこっちを見て立っていた。

『す・わ・れ！』

　口パクだったけれど、意味がわかった私は、ベンチに座って試合を見ることにした。

『ちゃんと見といてよ』なんて言うだけあって、中村くんはピッチを駆け巡り相手のボールを強気に奪って攻める。そして一度ボールを持つとひとりでドリブルし、ゴールを目指す。シュートが決まった時は本当に嬉しそうにして、私に手を振ってくれた。

　……ほら、彼女として大事にされてるじゃない。なんにも不満に感じることなんてない。彼に夢中になればいい。

　そう思う一方で、私の目は同じくピッチに立つ深沢課長を追ってしまう。

　派手にゴールを決めるわけではないけれど、的確にゴールに繋がるパスを出している。強引かつ大胆でありながら、気配りもできる普段の仕事ぶりと、プレースタイルがよく似ていた。

　こういうのって、性格が出るんだよね。

　一見同じように華やかなふたりだけれど、その性質は全然違うのだと改めて感じた。

　そんなふたりを、私は遠くから見ていた。

　同点で試合が終盤に差しかかった頃、中村くんが持っていたボールを深沢課長が強引に奪いに行った。

　さっきまでは裏方のような動きに徹していたのに、どうしたんだろう？

　深沢課長の様子が気になって目が離せずにいると、彼はするりと中村くんからボールを奪い、そのままひとりでゴールを決めてしまった。

「すごいっ！」

　営業部のベンチで深沢課長に歓声を送ってしまい、白い目で見られた。

　結局、そのゴールが決勝点となって、総務・経理チームの優勝が決まったのだった。

「あ～最後やられたー！」

　悔しそうにベンチに帰ってきた中村くんに私がタオルを渡すと、彼はそれで汗を拭う。

「お疲れ様。すごかったね。シュート」

「だろ？　惚れ直した？」

　白い歯を見せて無邪気に笑っている。

「え？　あ、うん」

　急に言われて、返事がぎこちなくなってしまう。

「そうだ、これからやる打ち上げだけど、うちの先輩たちと一緒に食べるよね？」

　時刻は十二時半、お昼にはちょうどいい時間だ。

　今日の目的である〝中村くんの彼女としてちゃんと振る舞うこと〟を考えればもちろん出席しないといけない。けれど、さっきからどうにも体調が思わしくない。

　それを伝えるため、中村くんに声をかけようとした時、逆に彼から話しかけられた。

「千波ちゃん、あれ見て」

　中村くんがくいっと顎あごで指したほうを見ると、深沢課長が大西さんと仲良さそうに話をしていた。遠くからでも、大西さんの嬉しそうな顔が見て取れる。

「やっぱ、あのふたりが付き合ってるって噂、本当なのかな？　なんか深沢課長ってチャラいイメージだったから、ひとりの女に落ち着くとは思わなかった」

　中村くんは面白がるように軽く笑う。

　嘘……付き合ってるの？　ということは、あの日の告白に深沢課長が応えたんだ。

　自分の指先が震えていることに気づいて、慌てて握り締めた。ギュッと力を入れたせいで、爪が手のひらに食い込む。見なければいいのに、勝手に目がふたりの様子を追ってしまう。

　深沢課長に彼女か……。いや、あれだけかっこいいんだから、いないはずないんだけど。よくわかってるんだけど……。

　心の中にある〝悲しい〟という気持ちは間違いだとわからせるために、自分自身に必死で言い聞かせる。しかし、沈んだ気持ちが再び浮上することはなく、なんだか身体も一層の気だるさを感じた。

「中村くん。悪いんだけど私、また具合悪くなってきたから帰るね」

　彼が顔を曇らせ、私の腕を取る。

「そうなの？　もう先輩に参加するって言っちゃったよ。少しだけでも来れない？」

　試合が終わるまでと思い、気を張っていたけれど、体調はもう限界だ。私は自分の腕をつかんでいる彼の手にそっと触れて謝った。

「本当にごめんね。この埋め合わせはするから……」

「わかったよ。でも俺、送っていけないから。ちゃんと自分で帰れるよな？」

　中村くんは私の手を振り払うようにして、タオルを突き返してきた。私が思い通りにならないと、すぐに機嫌を悪くする。

　風邪で気が弱っているからか、彼の言動のひとつひとつに傷ついてしまう。

　私の体調が悪い時でさえ、私よりも周りにどう思われるかのほうが大切なんだ。

　奥歯をぐっと噛んで、自分の感情を抑え込んだ。

「うん。家に着いたら連絡するね」

　本当は病気で心細い。だけど楽しんでいる彼の邪魔をするわけにはいかない。私は中村くんの彼女なんだから、それくらい心配りをしなくちゃ。それに……無理して私に付き合ってもらっても、気を遣って余計疲れるだけだ。

　私は聞き分けよく、ひとりで最寄り駅まで向かった。その途中、楽しそうにしている家族連れやカップルが目に入る。

　……みんな幸せそうだな。日曜日の昼下がりに、ひとりでなにやってるんだろう。

　駅前のコンビニのガラスに映った自分の顔を見て、ため息を漏らした。

　そんな時スマホが震え、メールを受信したことを知らせた。中村くんからだろうか、と思いながらタップして確認する。

【姿が見えないけど、帰ったのか？　身体は大丈夫なのか？】

　メールの差出人は深沢課長だった。

【はい。体調が思わしくないので、お先に失礼します。明日はちゃんと出社します】

　そう返信したあとも、深沢課長からのメールをただじっと眺めていた。

　ふと、大西さんと楽しそうに話していた彼の姿が脳裏をよぎる。その光景を思い浮かべると、私の気持ちは深く深く沈んでいくのだった。

　翌日、私はふらふらする身体をなんとか気力で支えていた。

　お昼休みに給湯室でこっそり栄養ドリンクを飲む。

　これでなんとか、あと半日持ちこたえないと。

　あれから部屋に戻った私は、無理をしたせいで悪化した身体のだるさをなんとかしようと、そのままベッドへ直行した。

　朝目覚めた時は平熱だったし、咳も昨日よりマシになっていたため、病院でもらった薬を飲んで、いつも通り出社した。

　社内レクリエーションに参加しておいて、次の日仕事を休むなんてことは社会人としてあってはならない。いくら中村くんに無理やり誘われたからといっても、最終的に参加を決めたのは私だ。

　大きなマスクをつけ直すと、給湯室を出て午後の業務に取りかかった。




　……ちょっと、ダメかも。

　なんとか一日の業務が終わるまで、体調が悪いことを隠しておきたかった。しかし全快に至っていなかったからか十五時を過ぎた辺りから、風邪がぶり返してきたみたいだ。熱で目が潤んで、パソコンの画面が見づらい。

　どうしても今日終わらせておきたい仕事を片づけると、どうにか定時である十七時半まで我慢して、いつもと変わらぬ笑顔で席を立った。

「お疲れ様～」

　斜め向かいの席から、美月さんが声をかけてくれる。

　よかった……美月さんも気がついていないみたいだ。なんとか一日乗り切った。

　しかし気が緩んだせいか、ロッカーをあとにしてエレベーターに乗った時には、もう身体は限界だった。

　外に出たらすぐにタクシーをつかまえなくては。

　あともうちょっとで、会社のロビーを抜ける……その時、私の腕が強引に引っ張られた。

　顔を見なくったって、相手が誰だかわかってしまう。

「おい、そんな体調でひとりで帰れるのか？」

「深沢課長……」

　心配するような彼の顔を見た瞬間……私の記憶は途切れた。




　あれから私は、タクシーに乗せられて家まで連れて帰ってもらったみたいだ。気がついたのは、深沢課長が運転手さんに支払いを済ませている時だった。

　タクシーから降りると、深沢課長は私をおんぶした。私は抵抗することなく、温かい背中に無意識に頬をつける。身体が熱いのはきっと熱のせいだけじゃない。

　深沢課長は重い私を背負っているにもかかわらず、しっかりとした足取りで私の部屋へ向かう。

「住所知るために、勝手に免許証見た。悪かったな……菅原、鍵はどこだ？」

　ドアの前に着くと、深沢課長に応えるように、私は自分のバッグを差し出した。

「中、漁るぞ」

　すぐに鍵を見つけた深沢課長が、ドアを開けて中へと足を踏み入れた。狭い部屋のため、すぐにベッドを見つけて私を運ぶと、彼は大きな手を私の額にあてた。

「冷たいです……」

「ちょっと我慢しろ」

　冷たくて気持ちいい。そう感じたのだけど、私の言葉が足りず、きちんと伝わらなかったみたいだ。

「熱いな……どうしてこんなになるまで我慢したんだ」

　口調は怒っているけれど、心配してくれているのがその表情からわかる。

「すみません」

「どうせ、迷惑かけないようにとか思ってたんだろ。これ、思いっ切り迷惑だからな」

「申し訳ありません」

　さっきから謝罪の言葉しか口にできない自分が情けない。

「いいから。俺、なにか口に入れるものを買ってくるから、お前は着替えて寝てろ」

「でも……」

「上司命令だから。わかったらさっさと着替える。なんなら俺が脱がしてやろうか。得意分野だけど」

　片方の口角だけを上げ、意地悪な笑みを浮かべた。

「ぬ、脱がせるだなんてっ……結構です！」

　慌てる私を見て笑うと、深沢課長は部屋の鍵を持って外へと出ていった。

　彼の気遣いに感謝しながら、私はパジャマに着替えてベッドに横になる。自宅に帰って安心したせいか、急に睡魔が襲ってきて私は目を閉じた。




「……わら、菅原」

　目を開くと、私を覗き込む深沢課長と目が合った。

「あ……」

　目覚めたての頭を整理する。

「すみません。私寝てたみたいで」

　壁かけ時計を確認すると、時計の針は二十時半を指していた。

　深沢課長は起き上がろうとする私の背中を手で支え、手伝ってくれる。

「お粥、用意したから食え。勝手にキッチン使ったぞ」

　こんな時まで強引だ。けれどそこには優しさが詰まっているのを私は知っている。

　深沢課長が床に膝をついて差し出したトレイには、湯気が立ち上るたまご粥が乗っていた。

「ありがとうございます。いただきます」

　食欲はないけれど、私はスプーンを持ってひと口食べた。

「とっても美味しいです」

「あぁ、全部食えよ。それまで帰らないからな。居座ってやる」

　一度立ち上がった深沢課長は、ベッドに腰かけて、まるで見張るかのようにお粥を食べる私をじっと見ていた。

　言い方は乱暴だけど、その言葉は優しい。いつも私のことを思ってくれているものだ。

「どうして、深沢課長はそんなに優しいんですか？」

　突然の質問にわずかに目を見開いたけれど、答えてくれた。

「お前と同じくらいの妹がいるんだ。だから世話を焼いちまうんだろうな。ほら、しゃべってないで食え」

　私は深沢課長に見守られながら、お粥を完食した。

「ちゃんと、料理してるんだな」

　あの日以来、弁当は作っていないけれど、できるだけ自炊を心がけるようにしている。料理教室で習ったメニューをおさらいしたり、ネットでレシピを探したり……。冷蔵庫の扉にはレシピがマグネットで何枚か貼りつけてあるし、中には食材がいくつかある。きっと、それを見て私が料理していることがわかったのだろう。

「はい。少しですけど。ポテトサラダはだいぶ上手になりました」

「そうか、また食わせてくれよ。ほら、これ飲め」

　薬とコップに注がれた水が差し出された。私が薬を飲むのを見て、深沢課長は小さく頷く。

「気分はどうだ？」

「まだ熱っぽいけど、おかげさまでだいぶ元気になりました」

　笑顔を見せたつもりだったけど、どうやら失敗したみたいで深沢課長の顔が曇る。

「俺の前で無理するな……そんなことしたってばればれなんだからな。昨日のフットサルだって、どうせ中村に無理やり連れてこられたんだろう？」

　腕を組み、目を細めながら私を問い詰める。

　図星だ。深沢課長にはすべて見抜かれてしまう。

「バカですよね。断ることもできないなんて」

　まともに彼の顔を見られず、俯く。少しの沈黙のあと、ため息が聞こえた。

「なぁ、そんなに無理してするのが、お前の恋愛なのか？」

　視線を上げると、深沢課長は悲しそうな目で私を見ていた。

「相手を喜ばせようと努力するのと、自分を押し殺して我慢することは、全然違うんだ。そんなものは恋愛とは言わない」

　薄々気がついていた。ここ最近、ときめきやワクワクよりも、彼に嫌われないようにするための選択肢ばかりを選んでいる。

「じゃあ、私はどうすればよかったんですか？　彼と一緒にいるために努力してるつもりなのに」

　思わず声を荒らげた私に、課長は一瞬驚いたようだったが、しっかりと視線を合わせてきた。

「お前、本当に中村のことが好きなのか？　初めてできた彼氏だから、こだわってるだけじゃないのか？」

　眉間に皺を寄せて、私の顔を覗き込む。

　深沢課長の心配が私の心にダイレクトに響いた。気がつかないようにしていたことから目をそらすな、と言われたようで、いたたまれなくなる。

「違います。そうじゃないです」

　必死で否定する。それはまるで自分に言い聞かせるようだ。

「でも、このままじゃお前がお前じゃなくなるぞ！」

　深沢課長の両手が私の肩をつかんだ勢いで、身体が揺れる。

　私が……私じゃなくなる？　どういう意味だろう。

　真意を測りかねた私は、首を傾げて課長を見た。

「本当の気持ちをさらけ出すべき相手の前で、自分を押し殺すなんてことしてたら、お前らしさがなくなるぞ。お前、アイツの前でどんな顔してるか、わかってるのか？　あんな作り笑い……俺は見たくない」

　私の肩に乗っている課長の手に力がこもる。真剣な目に見つめられて、心の中のものが溢れ出しそうになったのを慌てて閉じ込める。

「じゃあ、どうすればいいんですか？　私の彼氏は中村くんなんです。私が好きなのは……好きなのは……」

　――中村くん。

　そう言わなくてはならないのに、唇が震えて声が出ず、私の目に涙が浮かんだ。

　その時ベッドがギシリと音をたて、私は逞たくましい腕の中に閉じ込められた。

「泣くな。アイツのためになんか、これ以上泣かなくていい」

　痛いほどの抱ほう擁ようは、意固地な私の心を溶かしていく。それが涙となって私の頬を伝った。

　戸惑いながら、自分の腕を深沢課長の背中に回す。それに応えるように、彼の腕がより一層私を強く抱き締めた。

　深沢課長の胸から感じる鼓動が心地いい。少し速い胸の音を聞いていると、疲れた心も身体も癒やされていくようだ。

　しばらくそうしていたあと、ゆっくりとふたりの身体が離れた。気まずくて顔を見られずに俯いていると、深沢課長は私の顎を持ち上を向かせる。

「あーあ、泣くなって言ったのに」

　穏やかな笑みを浮かべながら、長い指で私の涙の跡を拭った。

　お互いの視線が絡み、それまで笑顔だった深沢課長の瞳に、熱がこもる。

　深沢課長が目を伏せて、長いまつげが影を落としたのを合図に、顔を傾けてだんだんと近づいてきた。本当に自然に……気持ちのままに私はまぶたを閉じようとした。

　――しかし、ふたりの距離があとわずかに迫った時、電話の音が鳴り響く。

　深沢課長はハッと目を開けて、すぐにベッドを下り私から距離を取った。髪をかき上げてソファにあった自分のジャケットからスマホを取り出し、応答する。

「あぁ、わかった……それなら俺のほうがいいだろうな。すぐに戻る」

　彼が電話をしているあいだも、私の胸のドキドキは止まらず、実際には重ならなかった唇に手を持っていく。

　私、今……キスしそうになった。落ち着かなきゃ……。

　パニックになっている私を尻目に、深沢課長は通話を終えると「悪い、戻らないと」と、何事もなかったかのようにジャケットを羽織りながら告げた。

『戻る』と言われると、急に心細くなる。でも、引き止めることなんてできない。

「忙しいのに、ありがとうございました」

　徐々に心臓の高鳴りが収まり始めた私は、落ち着いてお礼を告げた。

「今日はなにも考えずに眠れよ。仕事のことも中村のことも忘れて、身体を休めることだけに集中しろ」

「はい」

　彼の大きな手が伸びてきて、私の頭をひと撫でする。ほんの少ししか触れられていないにもかかわらず、一度落ち着いた心臓がまた派手な音をたて始めた。

「鍵はポストに入れておくから、しっかり休むんだぞ」

　玄関に向かう深沢課長の背中をじっと見つめていると、彼が振り向いた。

「じゃあな」

　バタンと扉が完全に閉まるまで、深沢課長の姿を追っていた。




　それから私は、二十三時頃までうとうとしたり、目が覚めたりを繰り返した。さっき下がっていた熱が、また少し出てきたみたいで少し寒気もする。

　ふとサイドテーブルの上に置いてあったスマホを見ると、中村くんから飲みに行こうという内容のメールが届いていた。受信時間は定時過ぎてすぐなので、時間がかなり経ってしまっている。

　メールを打とうと思ったけれど、直接謝ったほうがいいと思い、電話をかける。呼び出し音だけが響いて、応答がない。私が諦めて切ろうとした時『もしもし』という声が聞こえてきた。

「メールくれたのに返事できなくてごめんね」

『あぁ、連絡遅い。俺、待たされるの嫌いなんだよね。次からは気をつけてよ。つーか最近千波ちゃん付き合い悪くない？　昨日だって途中で帰るし』

　不機嫌な彼の声が、電話口から聞こえてきた。

「本当にごめん。まだ体調が悪くて」

『それにしても返信くらいできるだろ？　好きだったらちょっとくらいの無理するでしょ』

　ちょっとくらいの無理か……。

　あとどれくらい無理をすれば、彼の理想の女性になれるんだろうか？　あとどれくらい自分を押し殺せば、彼の一番近くにいられるんだろうか？

　疑問が胸に澱おりのように溜まっていく。

「そうだね。ちょっとくらいの無理、必要だよね。ごめんなさい。私、体調悪いから切るね」

『ちょ――』

　中村くんがなにか言おうとしていたのに、私はそれを遮るようにして電話を切った。

〝大丈夫？〟も〝お大事に〟もなかったな……。

　それが私たちふたりの関係なのだ。薄っぺらい、見せかけだけの恋人。

『本当に中村のことが好きなのか？』

　深沢課長の言葉への答えがはっきりと出た。

　ミネラルウォーターを飲もうと、ベッドを出てキッチンへ向かう。冷蔵庫の扉を開けようとした時、いつもレシピを貼っている場所に目が留まった。

【早くよくなれよ】

　深沢課長のちょっと癖のある字で書いてあった。

　どうして私がつらい時に、手を差し伸べてくれるのは深沢課長なんだろう。そんなことされたら……。

　その瞬間、重い蓋をして閉じ込めていた私の気持ちが溢れ出した。

　私が好きなのは、中村くんじゃない。私が好きなのは……深沢課長だ。

　私の中の気持ちを、もうごまかすことも、閉じ込めることもできない。たとえそれが叶わなくても、好きという気持ちだけでここまで私の心を温めてくれた。

　これがきっと本当の恋なんだ。

　思うだけで幸せになれる。認めてしまえばすごくシンプルな話だった。

　深沢課長の書いた【早くよくなれよ】のメモを指でなぞると、私は心からの笑みを浮かべた。

　その日私は、久しぶりによく眠れた。

　自分に素直になることが、恋の第一歩だということを知った夜だった。




　結局、私が出社できたのは水曜日になってからだった。

　昨日の朝、会社へ行こうと準備していたら、深沢課長から電話があり休むように強く言われた。そのため、私はおとなしく従い、体調を整えることに専念したのだ。

　今朝はいつもよりも一本早い電車に乗り、早起きのセミの鳴き声を聞きながら、駅から会社へと向かった。

　そして現在、日課である給湯室の掃除と、新聞の整理を終わらせた私は、コーヒーを淹れている。今日は深沢課長の分も一緒に。

「おはようございます」

「元気になったのか？」

　私がフロアに入って声をかけると、深沢課長がキーボードを打つ手を止め、顔を上げた。

　私は自分のデスクにマグカップを置くと、彼のデスクへ行き、持っていたもうひとつのカップを差し出す。

「これ、このあいだご迷惑をおかけしたお詫びです」

　深沢課長のことが好きだと気づいて初めて会うため、少し恥ずかしくて、俯き気味になってしまう。

「やっすいお礼だな。でもうまそう。ありがとう」

　深沢課長はコーヒーを受け取りながら、嬉しそうに微笑み、早速ひと口飲んだ。

「ん、うまいな」

　口角をキュッと上げて、小さく笑った彼の顔を見て、私も嬉しくなった。

「体調が戻ったなら、今日から死ぬほど働けよ。お前がいないと金子の機嫌が悪いんだ。昨日一日悲惨だった」

　情けない顔をした深沢課長を見て、私は声を上げて笑った。そうこうしていると、彼のデスクの電話が鳴る。

　こんな朝早くに誰だろう。

　深沢課長は『ありがとう』という意味か、カップを掲げてから受話器を取った。

「はい……深沢です。それで大阪支社の……」

　また大阪支社の話か。ここ最近多い気がする。

　デスクに戻った私は、仕事を始める前に、中村くんにメールをした。今日仕事が終わったあとに会いたい、と。

　この時が初めてかもしれない。自分の素直な気持ちを彼に伝えようと思ったのは。




　その日の仕事終わりに、駅前にあるカフェに中村くんを呼び出した。

「悪い。待った？」

　入口で私を見つけ軽く手を上げた中村くんは、こちらに来ると、私の向かいにある椅子を引いて座った。

「ううん。急に呼び出したのは私だから、気にしないで」

　店員さんに注文を済ませ、私は別れ話を切りだそうとする。

「あのね……」

「あ、このあいだのフットサルの時さ――」

　頑張って口を開いたけれど、中村くんが先に話し始めてしまう。彼の話は途切れることがなく、なかなか本題に移ることができない。

「あ、そうだ。俺、今から久しぶりに大阪出張なんだけど、最近大阪支社の話って経理課で出てる？」

　店員さんが運んできたコーヒーを飲みながら、ちらっと窺うようにこちらを見た。

「どうして？」

　なぜ急にそんな質問をしてきたのかわからず、そのまま疑問をぶつける。

　すると中村くんはカップを置き、笑い交じりに答えた。

「いや、別になんとなくだよ、なんとなく。ほら、前に千波ちゃんが言ってたじゃん。大阪支社の数字がどうのこうのって」

　確かに、経理の担当者がどんな人か彼に聞いた。

「いや特には。あ、でも今日も大阪支社から電話かかってきてたかな。それがどうかした？」

　私が中村くんの目を覗き込むと、彼は露骨に視線を外し、腕時計を確認してテーブルの上の伝票に手を伸ばした。

「いや、なにも。俺そろそろ行かないと新幹線に間に合わないや」

　伝票を持ち席を立つ彼は、私の目を一切見ようとしない。

　え……でも、私まだなにも言いたいこと言えてないのに……。

「悪いな。実はこれから一ヶ月以上出張続きなんだ。次会えるのは社員旅行だと思う。寂しいかもしれないけど、我慢して」

「え、ちょっと待って……」

　立ち上がって引き止めようとしたけれど、中村くんは「ごめん、ほんと急ぐんだ」と言って、支払いを済ませてカフェを出てしまう。

　結局なにも話すことができなかった……。しかも次に会えるのは一ヶ月以上先。

　電話やメールで別れる方法もある。でも、中村くんは初めての彼氏なのだ。今はこんな気持ちだけど、告白されて嬉しかったし、デートのドキドキも教えてくれた。彼なりに大切にしてくれていたとも思う。

　だから、お別れを言う時は、きちんと彼の目を見て言いたかった。

　私はため息をついて、テーブルの上に置いてあるコーヒーカップを見つめた。

　恋を始めるのも大変だけど、終わらせるのも大変なんだと、この時初めて悟ったのだった。




　そして迎えた社員旅行当日。

　九月とはいえ、強い日差しが降り注ぐ中、私は集合場所の駅に向かっていた。

　本社全体を三つのグループに分けて行われる一泊二日の社員旅行。

　私は総務課、経理課、企画部、営業部の第一グループ。つまり、中村くんも一緒だ。

　あれから、結局私は中村くんとの関係を清算できずにいた。早くなんとかしたくて、時間が取れないかと聞いてみたけれど『忙しいから』と断られた。

　電話やメールで……とも考えたけれど、やっぱりきちんとしたい、という思いが出てきてそれもできずじまい。融通が利かない自分に呆れながら、このひと月を過ごした。

　新幹線で向かう今回の目的地は、海のそばにある有名な温泉地だ。

　私は集合時間の九時に遅れないように駅に到着し、改札を入ってすぐの待ち合わせ場所に向かった。社員の集団を発見して近づくと、すぐに中村くんが私に気がついた。

「おはよう。千波ちゃん」

　白い歯を見せながら満面の笑みを浮かべ、こちらに駆け寄ってくると、私のボストンバッグを持ってくれた。

「ありがとう。でも自分で持てるよ」

　別れ話をしようと思っているのに優しくされると、罪悪感のようなものが芽生える。

「いいって。今日は久しぶりに会えたんだから、これくらいさせてよ」

　中村くんに肩を抱かれ、ぐっと引き寄せられたけれど、無理に引き剥はがすこともできない。ひとり気まずさを感じながら、そのままの状態で中村くんと一緒にエスカレーターに乗り、ホームへと向かった。

　新幹線に乗り込み、座席を探すと、私の席は通路側で窓側には美月さんが座っていた。そして偶然だろうか、それとも総務課の旅行係の人の計らいだろうか、通路を挟んだ隣が中村くんの席だった。

「千波、席変わろうか？」

　美月さんが気を利かせて小声で聞いてくれた。

「いえ、大丈夫です」

　美月さんには、中村くんと別れようと思っていることを、このあいだ話しておいたのだ。細かいことは聞かれなかったけれど、なにか困ったら相談に乗ると言ってくれた。それだけでもすごくありがたい。

「じゃあ、早速お菓子タイムにしよう」

　美月さんが前の座席からテーブルを下ろした。

「あ、このあいだ美月さんが好きだって言ってたガム、持ってきたんですよ～」

　バッグを漁り、ガムを探していると、私と美月さんの座席のあいだから突然手が伸びてきた。

「ひゃあ！　びっくりした！」

「菅原、俺にもガムちょうだい」

「深沢課長、驚かさないでください」

　後ろの席に座る彼に聞こえるように言う。

「なぁ、ガムくれって」

「千波、うるさいから早くガム渡して」

　冷たく言い放つ美月さんの相変わらずの言い方に、クスクスと笑い声を上げながら深沢課長にガムを渡した。

「サンキュー。菅原が前の席でよかった」

「どうしてですか？」

　後ろを振り向いて、隙間から深沢課長の顔を見た。

「ほら俺、規格外に足が長いだろう。だから前の座席蹴っちゃうんだよね。先に謝っとく」

「えぇ～、やめてください！」

　まさかそんな理由だなんて。

　そうこう言っていると、深沢課長の足が早速、私の座席にぶつかった。

「仕方ないだろう。俺の足はこれ以上、短くならないんだから」

「アホくさ。千波ももう、深沢課長なんか相手にしなくていいよ」

　美月さんはわざと大きな声で言うと、持っていた飴あめを私に差し出した。

　背中からは「ひでー」という声が聞こえてきて、私はまたもや笑ってしまった。

　美月さんからもらった飴を口に放り込み、座席にきちんと座り直す。

　この旅行中に中村くんのことをちゃんとしなきゃ。そしたら深沢課長を思う気持ちに、後ろめたさを感じなくて済む。

　そんなことを考えながら、中村くんのほうに目をやると、彼は私たちのことを冷ややかな目で見ていた。私と目が合った途端、取ってつけたような笑顔を浮かべたその態度に違和感を覚えた。

　そんな私たちを乗せて、新幹線は目的地を目指して動きだす。

　そして二時間後の十一時半、駅に到着した私たちは送迎バスに乗って、今日泊まる旅館に到着した。

「すごい。今回は会社も奮発したんですね」

「うん。二年に一回だから頑張ったんじゃない？　それよりここのお湯、肌がすべすべになるらしいよ。早く荷物置いて温泉に入ろう」

「はい……そうですね」

　美月さんの誘いもすごく魅力的だけど、私はそれよりも中村くんとの関係にケリをつけたかった。私の中で終わりが見えているのに、いつまでも彼の〝彼女〟でいるわけにはいかない。

　そのため、常に中村くんを視線で追って、彼を呼び出すタイミングを窺っていた。しかし、団体行動をしていると、なかなか彼がひとりになることはない。

　結局タイミングを見つけられないまま時間が過ぎて、美月さんや加藤さんと温泉に入り、浴衣ゆかたに着替えて宴会場に向かった。

　宴会のあいだも、お酒を浴びるように飲んでいる美月さんの横で、私は目の前の美味しそうな料理にもほとんど手をつけずに、中村くんを気にし続けた。彼に、今日中に別れを告げるために。




　そして宴会が終わり、各々が流れ解散をしている時、私はようやく中村くんをつかまえた。周りには営業部のメンバーがいたけれど、このままではいつまで経っても呼び出せないと思い、私は勇気を振り絞って彼を誘った。

「中村くん……ちょっといい？　向こうにお願いできる？」

　私の態度に彼もなにかを感じたのか、一瞬目を細めた。

「いいけど……。お前ら先に行っといて」

　みんなと離れて私は彼と庭園へ向かった。

　旅館の日本庭園は、こんな状況でなければじっくり見て回りたいほど立派だった。しかし、私はそこを緊張の面持ちで歩いている。

　彼の前を歩くなんて初めてのことだ。……これが最初で最後になるのだろうけど。

「もう、そろそろこの辺でいいんじゃないか？」

　足を止めた場所は石いし灯どう籠ろうの近くだったため、お互いの顔がちゃんと確認できた。中村くんもなにかを察しているのか、ピリピリとした空気を出している。

「こんなところまで来て、別れ話するつもり？　そこまでして俺と別れたいの？」

　自分が話そうとしていたことを向こうから振られて驚いた。

「……どうして」

　宴会の名残なのか、遠くからまだ人の話し声が聞こえてくる。

　けれど、私たちふたりを包む空気はピンと張り詰めていた。

「まぁ、カフェに呼び出された時にはそうかなって思ってた。俺、千波ちゃんと違って鋭いし」

　まさか、気づかれていたとは思わなかった。だって一ミリもそんな素振り見せていなかったから。

「だったら、どうして私の話を聞いてくれなかったの？　それに今日だって荷物を持ってくれたり……」

「どうしてって……そりゃ、みんなの前で恥かきたくないでしょ？　フットサルの時にあんな風に紹介しておいて、『もう別れました～』じゃ、かっこつかないし」

　中村くんは髪をかき上げながら、喉の奥で笑う。

「……そんなことで」

　私はあの日から、ずっと中村くんのことが胸につかえたままだったのに。最後まで自分勝手な彼に失望した。

「そんなこと？　俺が恥かいても、千波ちゃんはなんとも思わないの!?」

　私の言葉が中村くんの怒りに火をつけたのか、それまで静かに話していた彼が声を荒らげた。

　驚いて肩を揺らしたが、ここで引いてはいけないと思い、爪が食い込むほど強く手を握る。

「でも、それは仕方のないことで……」

「は？　やっぱりわかってない。あ～もう。俺が付き合って〝あげてた〟のに、千波ちゃんから振るなんてありえないでしょ？」

　肩をすくめながら、馬鹿にしたように笑う姿に、怒りで声が震えた。

「私……付き合って、もらってたの？」

「そりゃそうでしょ？　最初は誰の手て垢あかもついてない子がいいかなぁ、と思って付き合ってみたけど、本当になんにも知らないなんてね。あんなガチガチに緊張されて、俺が楽しめると思う？　仕事はできるみたいだけど、料理もできないし、話も面白くない。そんな千波ちゃんと付き合ってあげてたんだ。感謝してもらわなきゃ」

　散々な言われ方に、なにも言い返すことができない。

　私が今までしてきた努力は、すべて無駄だったってこと？　どうすれば中村くんに近づけるか考えて実行してきたけど、彼はずっとそんな私を馬鹿にしてたってこと？

「そんな……ひどい」

　絞り出すようにたったひと言つぶやくことしかできず、奥歯をぐっと噛んで涙をこらえた。

　するとライトアップされた美しい日本庭園に、場違いな嘲あざけりの笑い声が響いた。

「あはははは！　『ひどい』？　それはこっちのセリフだよ。ちょっと遊んでやろうかと思ったらセックスもまともにできないなんて、経理課じゃなかったら、お前みたいな女になんの価値もねーよ。あんなに『痛い痛い』ってどっか欠陥があるんじゃないの？」

　馬鹿にしたような視線を投げかけて、せせら笑う。そこに私が好きだった――好きだと思い込んでいた、中村くんの面影はどこにもない。

『欠陥』……そんなこと。泣きたくない。絶対……。

「おい。いい加減にしろよ！」

　唇を噛んで我慢することしかできない私の背後から、低く棘のある声が聞こえた。振り返るとそこには、中村くんを鋭く睨みつける深沢課長の姿。

「……どうしてここへ？」

　近づいてきた深沢課長は私を背後にかばいながら、中村くんに向き合う。

「金子から、ふたりがこっちに歩いていくのを見たって聞いたから」

　背中しか見えないため、表情はわからないけれど、その声に怒りが感じられた。

　中村くんは突然現れた深沢課長に、一瞬驚いた顔をしたけれど、すぐに鋭い視線で睨み返す。

「部外者が口出しですか？　いくら部下でも……あ、そういうことか。深沢課長に乗り換えたってわけ？　ふーん。俺にはなんにも知りませんって顔して、さっさと次の男作ってたってこと？」

　中村くんはなにか誤解をしてしまったらしく、顔を醜く歪ませる。

「違うの、深沢課長はなにも……」

　私がその誤解を解こうと前に出ようとすると、深沢課長が腕を伸ばしてそれを制した。

「だったら、どうだって言うんだ。お前が大事にしてなかったのが悪い」

「深沢課長！」

　それではまるで中村くんの言う通りに聞こえてしまう。そこまで、迷惑をかけるわけにはいかない。

　私は後ろから彼の手を引っ張るけれど、一向にこちらを見ず中村くんと対たい峙じしたままだ。

「大事にするもなにも、別に好きでもなんでもないのに、そんな無駄なことできるわけないじゃないですか」

　中村くんは嘲笑を浮かべ、馬鹿にしたように私たちを見た。

『無駄なこと』……私と過ごした時間が〝無駄〟だったって……。

　私は無意識に深沢課長の浴衣を握り締めていた。

「ふーん、そうか。まぁ、お前程度の男では、コイツのよさはわからないだろうな」

　ちらっと見えた深沢課長の顔には、笑みが浮かんでいた。

　どうしてこんな時に、笑っているんだろう。

　不思議に思った瞬間、深沢課長の手が伸びてきて、私の腰に回される。そしてぐいっと引き寄せられた私は彼の身体と密着した。

「え？」

　驚いた私が声を上げそうになると、その前に深沢課長の唇が私のこめかみに落ちてきた。

　う、嘘！　キスされてる!!

　私が目を白黒させているうちに、深沢課長と中村くんの話は勝手に進む。

「お前がさっさと菅原を手放してくれないと、俺が困るんだよね。ほら、コイツ真面目だからさ」

　私を見つめたまま話し続ける深沢課長の態度は、まるで中村くんの存在など、どうでもいいよう。そのためか、中村くんの表情がどんどん怒りをはらんでいき、奥歯を噛み締めて拳を握っている。

「深沢課長も、わざわざそんな女なんかと付き合わなくても……」

「おいおい、〝そんな女〟なんてお前ごときが言わないでくれよ。コイツは今日から完全に俺のものなんだから。な？」

　私の顔を覗き込みながら、甘ったるい声で同意を求められるが、私はどう答えていいのかわからずにずっと口をパクパクさせていた。

　そんな私たちの様子を見て、中村くんが「チッ」と舌打ちをする。

「好きにすればいいですよ。きっと深沢課長もこの女と付き合ったら後悔しますよ」

　口ではそう言っているものの、歪んだ顔に悔しさがにじんでいる。

「なに言ってんだよ。俺は今からコイツを俺好みにするの。あ、お前はできなかったみたいだけどな。あはははは。それにな」

　深沢課長はそれまでの軽い口調を一転させ、低い声で続けた。

「後悔するのはお前だよ、中村。……行くぞ」

　いつものように強引に私の手をつかんで、日本庭園の奥に向かって深沢課長が歩きだした。振り返って中村くんを見ると、私たちのほうを射るような視線で睨んだあと、敷いてある砂利を蹴り上げて旅館のほうへと戻っていった。

　そのあいだもずっと、深沢課長に引きずられるようにして歩いていた私が連れてこられたのは、奥まった場所にある足湯だった。

　昼間はきっと多くの人が利用するのだろうが、今は私たち以外、誰もいなかった。

「ほら、入ろうぜ」

　私の反応などお構いなしに、深沢課長はすでに草ぞう履りを脱いで浴衣をまくり上げていた。そして、首にかけてあったフェイスタオルを広げると、そこに座ってそのまま足を湯につけた。

「あ～気持ちいいぞ。ほら、お前も早くしろよ」

　立ったままの私を見上げて急せかす。

「はい」

　いつもの仕事中の癖で『早くしろ』と言われたら条件反射で『はい』と答えてしまう。恐ろしい習性だ。

　返事をした私は、深沢課長と同じように草履を脱いで、足をつけようとした。

「タオル一枚しかないから、ここな」

　さも当然のように、深沢課長がすぐ隣をポンポンと叩く。

　近い……けど、タオルの上に座らないと濡れちゃうしな。

　他の選択肢がない私は、なるべく距離を取ろうと努力した。でも、フェイスタオルの上なので、肩を振れ合わせて座るしかない。

「気持ちいい……」

　ゆっくりと足をつけると、自然と声が漏れた。

　高めの温度のお湯に、身も心もほぐされ、私は「はぁ」と大きく呼吸をする。

　しばらく会話もなく、無言で過ごしていた。お互いが動くたびに湯が揺れ、その感覚が伝わってくることで、ひとりじゃないと実感する。

　ふと、最後に見た中村くんの顔が脳裏に浮かび、私は膝に置いていた手を思わずギュッと握った。

　それに気がついた深沢課長がやっと口を開く。

「よく頑張ったな……今日も、これまでも」

　隣から優しい眼差しが向けられた。

　深沢課長の言葉で、私の散々だった〝初彼〟の思い出が報われた気がした。付き合っていた相手には否定されてしまったけれど、深沢課長が私の努力を認めてくれて少し救われる。

「でもうまくはいきませんでしたけどね」

　なんとなく面おも映はゆく、深沢課長の顔をまっすぐ見ることができない。しかし、そんな私を気にすることなく、彼は話を続けた。

「でも、お前はよく努力してたと思う。中村とは合わなかっただけだ」

　柔らかなその声に甘えたくなり、じんわりと我慢していた涙がにじんでくる。

「そうでしょうか？」

　今まで、のほほんと人生を過ごしてきたせいか、あんな風にストレートに敵意をぶつけられたことはなかった。だから、今日の中村くんの言葉は強烈だった。

　涙を流さないように、ぐっと奥歯を噛み締める私に、深沢課長が明るく声をかけてくれる。

「俺がそうだって言ってるんだから、そうなんだよ」

　根拠のない話だけれど、信じられる気がした。いや、信じたいんだと思う。彼の言葉を。

　中村くんのためには、もう泣かない。

「今日は助けていただいてありがとうございました。私ひとりだったら、もっと傷ついていたと思います」

　涙をにじませたままだったけれど、なんとか笑顔を作った。深沢課長には泣き顔よりも笑顔を見てもらいたいから。

　もし深沢課長があの時来てくれなかったら、また言いくるめられて別れることができなかったかもしれない。今頃声を上げて泣いていたかもしれない。今、傷ついていても涙を流さないでいられるのは、深沢課長のおかげだ。

「でもよかったんですか？」

「なにがだ？」

　私の質問の意味が伝わらなかったようで、首を傾げている。

「中村くん、深沢課長が私のこと好きだって勘違いしてましたよ」

「あぁ、そのことか」

　そのことかって……結構大事なことだと思うんだけど。

「別に、そう思わせておけばいいだろ」

　深沢課長はなんでもないことのように笑う。

「でも、それじゃあ……」

『大西さんのことはどうするんですか？』と聞こうと思った。だけどずるい私は、そこで俯き口をつぐんだ。たとえ、私と中村くんを別れさせるための嘘だとしても、それが嬉しかったから。そんな嘘はなんの意味もないこともわかっているけど。

「ご迷惑ではないですか？」

「迷惑なら、普段もっとかけられてるからな。これくらいはどうってことない。それに言っただろう」

　私が深沢課長の顔を見ると、同じように私をまっすぐ見つめていた。

「『お前の悩み、俺が全部解決してやるよ』ってな」

　ニヤリとなにかを含ませた笑みに、思わず引き込まれそうになってしまう。

　酔った勢いで頼んだ私の願いを律儀に守ってくれているんだ。でも、それも今日で終わりか。寂しいけれど中村くんと別れた今、もうその約束を守る必要はない。

　私は目を伏せて深沢課長を見ないようにした。

「今日までありがとうございました。本当に色々とご迷惑を……」

「おい、なんだよ、それ。今日で終わりなんかじゃないぞ」

　その言葉に私は目を見開いた。

「でも、もう中村くんとお別れしたのに」

　顔を上げると、深沢課長がニヤッと笑った。

「なにバカなこと言ってるんだよ。俺は、お前の恋愛がうまくいくように〝手ほどき〟をしてやるって言っただろ？　で、お前の恋愛はうまくいったのか？」

　失敗したって知ってるくせに。意地悪だ。

「いいえ」

　私は首を左右に振って答えた。

「そうだよな？　だったらまだ目標達成してないだろ？　乗りかかった船だ。お前がまともな恋愛をできるまで、俺がみっちりしごいてやる」

　驚いて口をぽかんと開けていると、深沢課長はケラケラ笑いながら、私の髪をグチャグチャとかき混ぜた。

「こうなったら、お前が〝本当の〟初恋をするまで、可能な限り見届けてやるからな」

　じゃあ、私が誰かと付き合うまではそばにいてくれるってこと？

　でも……私が好きなのは、深沢課長なのに。

　私が『好き』って言ったらどう思うんだろう。こうやって世話を焼いてくれるってことは、嫌われているわけではなさそうだ。でも、もし私の気持ちが届かなかったら？　気まずくなって、今みたいな時間は過ごせなくなるかもしれない。

　深沢課長への〝好き〟という気持ちに向き合いたくて中村くんと別れたのに、深沢課長と一緒にいるためには、それに気づかれてはいけないなんて本末転倒だ。

　でも……それでも私は、少しでも深沢課長のそばにいたいと思った。それがたとえ、どんな形でも。




　翌日、午前中の観光を終え、私たちは新幹線へ乗り込んだ。指定された席は行きと同じく美月さんの隣で、私が席に着くと男性社員の集団も車両に入ってきた。

　あっ……中村くん。

　朝食から観光をしている時まで、彼を自分の視界に入れないように、また彼の視界に入らないように努力した。やはり昨日の今日では、どう気持ちを落ち着けようとしても、気まずくて仕方ない。

　しかし、彼の席はちょうど私の後ろだった。背もたれがあるので顔は合わせずに済むけれど、中村くんが立ち上がったり誰かとしゃべったりするたびに、ビクビクしてしまう。このまま二時間も耐えられるだろうか……。

「千波、大丈夫なの？」

　事情を知っている美月さんが隣から心配して声をかけてくれたが、私は苦笑いを返すことしかできなかった。

　そんな居心地が悪い状態で、新幹線は出発した。

　いつもなら、ふたりでいれば話題にかかない美月さんと私だけど、私に気を遣ってか、今日に限ってはお互いなにも話さずにいた。

　出発して十分くらい経った頃だろうか。目の前の自動ドアが開き、深沢課長が歩いてきた。

「おい～誰だよ、この座席決めたの」

　それは私も同じ気持ちだけど、深沢課長はどうしてここに来たんだろう。確か一両前の車両だったはずだ。

　首に手をあてて、顔に『まいったな』と書いてある深沢課長が、キョロキョロと周りを見渡しながら、どんどんこちらに近づいてくる。

「あーっと、いたいた。菅原、席代わって」

「え？　……どうしてですか？」

　大きな身体を屈めて、私に話しかけてきた。

「俺の隣、加藤なんだよ。陰謀としか思えん」

　深沢課長は加藤さんと面識があるはずなのに、不満そうな顔で話を続ける。

「アイツ、発車前からずーっとしゃべり通しなんだぜ。俺、眠いのに目をつむっても話しかけられてたまったもんじゃない。だから」

　深沢課長が私の肩に手を置いた。

「代わってくれ。頼む」

　軽い口調から、真剣な声に変わったため、私は「はい」と頷いた。そして荷物を持って立ち上がると、後ろの席の中村くんと目が合ってしまう。昨日まで向けられなかった冷たい視線に、唇を噛んで耐えた。

「そんなに、強く噛むな。血が出るぞ」

　深沢課長の長い指が、私の唇に優しく触れる。驚いてびくっと身体を揺らすと、それを見た深沢課長は、おかしそうにクスクスと笑った。

「警戒しすぎ。ほら、加藤の餌え食じきになってこい」

「はい」

　最後にちらりと視界に入った中村くんは、私たちを鋭い視線で睨みつけていた。

　はぁ……深沢課長も、いくら中村くんが私たちの仲を誤解してるからって、ちょっとやりすぎ。こんなことされたら、私の心臓がもたないよ。

「ふぅ」

　小さくため息をついて、前の車両へと移動した。座席の番号を確認しつつ、列車の揺れに耐えながら歩く。

　加藤さんは……っと。あ、あそこだ。

　私は加藤さんを見つけると、隣に座った。そっと彼女を覗き込むと、スースーと寝息を立てている。

　あれ？　さっき深沢課長はずっと話しかけられて困ってるって言ってたのに。もしかして、今の短いあいだに寝ちゃったのかな？

　一瞬そう考えたが、違うことにすぐ気づく。

　さっき深沢課長が言った理由が本当なら、私じゃなくて加藤さんと仲のいい美月さんに頼むはずだ。きっと深沢課長は中村くんと私を遠ざけるために、わざわざ席を代わってくれたんだ。まさか、そんなことまで気にしてくれるなんて……。

　胸が甘く締めつけられ、湧き上がる感情を押しとどめることができない。

　こんなことをされて、好きにならないなんて無理だよ。

　また胸の中で膨らんでいく深沢課長への思いをどうすることもできず、つい顔が赤くなってしまう。きちんとしたデートをしたわけでも、ましてや好きだと言われたわけでもない。それでも中村くんと付き合っている時より、何倍も胸が甘く締めつけられる。

　これが本当の恋なんだ。

　変に思われないように、緩む頬を二、三度ペチペチと叩いた。

　誰にも見られてないよね……？

　私は急に心配になって、周りをキョロキョロ見回す。すると、ひとりの女性と目があった。

　総務課の大西さんだ。

　すぐに外されるはずの視線は、そのまま私に向けられている。……それもたっぷりの敵意が込められて。いたたまれなくなった私は、すぐに下を向いた。

　彼女の態度は、深沢課長のことが原因だろう。けれど、たとえ睨まれたとしても、恨まれたとしても、私の深沢課長への思いは止めることができない。

　それだけは、鈍い私でもわかった。







第四章　恋に融け合うふたり













　やっと秋の訪れが感じられるようになった十月初旬。

　社員旅行からおよそ一ヶ月経った現在、経理課はびっくりするほど忙しくなった。監査に備えての準備を急ピッチで行っているからだ。普段は奥様業があるため定時で上がることの多い美月さんも、連日残業して仕事をこなしている。

　あの社員旅行以来、社内で中村くんを見かけることはあっても、お互い話しかけることはなかった。しかし、時折私に向けられる冷たい視線は、あの日から一向に和らいでいない。

「菅原～このあいだの件、税理士の先生なんて言ってた？」

　深沢課長がパソコンの画面を見たまま、デスクに座っている私に問いかけてきた。

「先ほど、メールがありました。今、転送します」

　私はパソコンを操作して、すぐにメールの画面を開いた。

「了解。それと銀行からの残高確認書だけど……」

「そっちに関しては、手配済みです」

　顔を上げて報告すると、深沢課長はこちらを向いてニヤニヤしていた。

「さすが……俺の出る幕ないな」

「もう、からかわないでください」

　私は軽く睨んでみるけれど、深沢課長はそんなのどこ吹く風だった。

　冗談めかしてだけど……褒められるのはやっぱり嬉しい。

　深沢課長への気持ちに気づいてから、仕事が楽しくて仕方がない。我ながら単純だとは思うけれど、気持ちの持ち方次第でこうも違うなんて、この歳まで知らなかった。仕事だけじゃない。苦手だった料理だって、積極的に取り組んで料理教室でもずいぶん褒められるようになった。

　かといって、私と深沢課長のあいだになにかあったわけではない。『みっちりしごいてやる』と宣言された〝手ほどき〟は、今のところ保留になったままだ。




　そして、十一月初旬、監査を一週間後に控えた今日も、経理課のメンバーは全員で仕事をこなしていた。まもなく十九時という頃、深沢課長がパソコンの電源を落として帰り支度を始める。

　あれ、珍しいなぁ。忙しい時期じゃなくてもこの時間はまだ仕事してるのに……。

「みんな、悪いけど今日は先に帰るから、なにかあれば携帯に連絡してくれ。あとはよろしく頼む。菅原ちょっといいか？」

「はい」

　一緒にフロアを出た私たちは、歩きながら話をする。

「これで、お使い行ってこい。なにかみんなが好きそうなもの買ってきてやれ」

　深沢課長が財布から一万円を取り出す。

「え、でもこんなにたくさん」

　驚いて突き返すと、深沢課長が私の手に押しつけてきた。気づけば皺になった一万円札を握ってしまっている。

「余った分は、お前が着服しろ」

　彼は、いたずらな笑みを浮かべた。

「それ、経理課長が言いますか？」

「あぁ、そうだな。ほら、乗って」

　深沢課長は、並んで歩いていた私をエレベーターに押し込んだ。ふたりを乗せたエレベーターは一階に向けて動きだす。

「深沢課長がこの時間に帰るなんて、珍しいですね」

　階数表示を眺めながら、さっき疑問に思ったことを聞いてみた。

「まあな。俺だってたまには用事もあるさ。なに、気になる？」

「いえ、別に……」

　からかうように言われて、そう答えることしかできなかった。

「ふーん」

　深沢課長の気のない返事があったけれど、そのあと会話を交わすことはなく、私たちは到着したエレベーターから降りた。

　本当はすごく気になってる。誰と会うんだろう？　なにをするんだろう？

　だけど、私がそれを尋ねる立場にないことも理解していた。

　こういう時は、どうしたらよかったんだろう。どうすれば、気まずくならずに済んだんだろう。

　このあいだまでは、指導係の深沢課長に聞いていたけれど、恋愛の対象がその本人に変わってしまった今、それを質問するのに躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「どこの店行くんだ？　コンビニ？」

「はい、そうします」

　会社のビルの並びにあるコンビニまで一緒に歩く。

「残業させておいてなんだけど、あんまり遅くなるなよ。明日に回せる仕事は――」

「わかってますよ。深沢課長の差し入れを食べて、もうひと踏ん張りしたら、早いうちに帰ります」

　私の返事を聞いた深沢課長は、柔らかい笑顔を浮かべた。

「それならいいけど」

　コンビニの入口に到着すると、私は深沢課長の前に立った。

「お疲れ様です」

「お疲れ」

　挨拶を交わし、私は駅に歩いていく彼を見送った。コンビニに入ろうとドアを開けると、中から出てくる人とともにドラマの主題歌が流れてきた。脳内で一緒に口ずさみながら入店した時、ポケットの中でスマホが震えていることに気づく。画面を確認すると、美月さんからの電話だったので、すぐに応答する。

『千波、今どこ？』

　どうやら私がいないのに気がついて、電話をかけてきたみたいだ。

「えっと……今、深沢課長からの差し入れを買うためにコンビニにいるんですけど」

『本当に？　ちょうどよかった。私もうお腹がすいて死にそうなの。駅前のパン屋のサンドイッチが食べたい！　千波も、あのサンドイッチ食べたいわよね？』

「……はい。もう少し待っててくださいね」

　これはなにがなんでもサンドイッチを買わせるつもりだとわかった私は、抵抗するのを諦めて電話を切り、駅前へと向かった。

　あそこのパン屋さん遅くまでやってるし、飲み物もたくさんあるからちょうどいいや。それに深沢課長から軍資金たくさんもらったし。

　そんなことを考えているうちに店に到着して中に入ると、こんな時間なのに結構お客さんが入っていた。豊富な品揃えの中から、まず美月さんが食べたいと言っていたサンドイッチをトレイに乗せる。

　いつもなら吟味して買うパンも、職場のみんなの分を買うとなるとたくさん選べて楽しい。

　揚げパンだって……懐かしいな。

　小学生の時の給食を思い出しながら、ふたつトレイに乗せる。それからもパンをいくつか取り、ドリンクと一緒に会計を済ませた時、大きなふたつの紙袋が膨れ上がるほどの量を買ったことに気づいた。

　多すぎたかな……。でも、余ったらみんなに持って帰ってもらって、明日の朝ご飯にしてもらえばいいか。

　時計を見ると、会社を出てから三十分近く経ってしまっている。

　店を出て両手に紙袋を抱えながら会社へと急ぐ途中、ふと、ランチに時々使うカフェへと視線を向けた。そこで私の足が止まってしまう。

「……深沢課長？」

　ガラス張りのカフェの中に、先ほど別れた深沢課長が道路に向かってカウンター席に座っているのが見えた。

　そしてその隣には、色白でショートカットの綺麗な女性がいる。顔がすごく小さくて、大きな目が印象的だ。楽しそうに笑い合っていて、店内が騒がしいのか、時々肩を寄せて話をする姿から、親密な関係が窺えた。

　胸の中に立ち込めた黒い雲が、どんどん大きくなる。

　自分の知らない深沢課長の姿を突きつけられたような気がして、自分の思い上がりに気がついた。

　少しくらい構ってもらえたからって、ちょっといい気になっていたのかも。

　そもそも、深沢課長については知らないことのほうが多い。モテると豪語する人なんだから、デート相手のひとりやふたり、いるのがあたりまえだ。

　――ドンッ。

　ぼーっと立っていた私に、サラリーマンの鞄かばんがぶつかった。落ちそうになった紙袋を慌てて持ち直すと、こちらが悪いのに相手がすぐに謝ってくれた。

「すみません」

「こちらこそ、すみません」

　早くその場所から離れたかった私は謝罪をして、会社を目指し、足早に歩きだした。

　深沢課長はただ私が心配であれこれ世話を焼いてくれているだけだ。もしかしたら自分にもチャンスがあるかもしれないと思っていたなんて恥ずかしい。

　ぐっと唇を噛んで自分を戒めた。




　経理課のフロアに入る前に、大きく深呼吸をする。

　落ち込んだ気持ちを引きずって仕事をするわけにはいかない。ただでさえ忙しい時期にミスをして、他の人に迷惑をかけたら大変だ。

「ただいま戻りましたー！」

　できるだけ元気よく、声を上げた。

「遅い！　もう、お腹がすきすぎて死んだら、どう責任取ってくれるの？」

「すみません。じゃあ、美月さんが死んじゃうと困るので早速食べましょう」

　ミーティングスペースのテーブルに買ってきたパンを出すと、経理課のみんなが集まってきた。

「深沢課長からの差し入れです」

　みんなの歓声が沸く中、坂田くんが一番大きな喜びの声を上げる。

「おおー！　やったー。うまそう」

　テーブルの上にたくさんのパンを並べると、みんなそれぞれ好きなものを手に取り「いただきます」と言いながら頬張った。

「あ～美味しい。生き返った！　生き返ったー！」

　すごく大袈裟だけど嬉しそうにサンドイッチを食べている美月さんが、ふと私を見て不思議そうな表情になる。

「食べないの？　なんかあった？」

　ちゃんと元気な顔を作ったつもりだったんだけど失敗していたみたいだ。ごまかすように笑みを浮かべてパンを物色するフリをする。

「なんでもないですよ。どれ食べようか迷ってたんです」

　美月さんには公私ともになんでも相談してきた。でも、ついこのあいだ中村くんと別れたばかりなのに、今はもう新しい恋で悩んでいるなんて、節操がないような気がして相談しづらい。

「どれにしようかなぁ～」

　美月さんは納得していないみたいだったけれど、私は何事もなかったかのように振る舞う。そして一番小さいパンを手にしてデスクに戻った。そのままみんなと一緒に食べていると、カフェで楽しそうに笑う深沢課長が頭から離れなさそうだったので、仕事を再開させようと思ったのだ。

　考えても仕方のないことを考えないで済む方法は、仕事に集中すること。そのため、私は目の前の仕事の山を、てきぱきと無心で片づけた。




　それからも監査に向けて忙しい日々が続き、毎日仕事をこなすことに集中していた。

　山のようなデータに目を通し、ひとつひとつ根拠を示す資料の準備をするのは、時間がかかるし、骨の折れる作業だ。該当の部署に尋ねても担当者が異動になっていたりして、過去のことについて調べるのはスムーズに進まないことが多い。

　八方塞がりになった私は、深沢課長にＳＯＳを出した。

「ここなんですけど、ちょっと見てもらっても構いませんか？」

　少し手の空いていそうな時を見計らって、深沢課長に私のデスクまで来てもらった。

　あの日を境に、私は深沢課長と少し距離を取るようにしていた。自分の気持ちが溢れ出ないように、期待なんてしないで済むように気をつけているのだ。実際は仕事が忙しく、そんな心配をする必要はなかったのだけれど。

「あぁ、ここか？」

　私のパソコンを深沢課長が身を屈めて覗き込んだ。

　急に顔が近くなってドキンと胸が音をたてる。仕事中なのに、こういうことが不意にあると集中が切れてしまう。

「これがこの月の仕訳にあるのっておかしいですよね」

「そうだな。このプロジェクトの売掛なら、ここではないはずだ」

「そこで行き詰まってしまって……」

　深沢課長を見ると、思っていたよりも近くに彼の真剣な顔があって驚く。すぐに顔をそらしたけれど、心臓の音は治まりそうになかった。

「これは、こっちで引き継ぐ」

「忙しいのにすみません」

「気にすんなって。他の仕事もあるんだろ？　さっさと済ませろ」

　私の肩をポンッと叩いて、深沢課長は自分のデスクへと戻っていった。

　こんな風に胸をドキドキさせているのは、私だけだということはわかっている。けれど勝手に音をたてる胸をどうしたら抑えることができるのかは、私にはわからなかった。

　気持ちを入れ替えようと思った私は、席を立って美月さんに声をかけた。

「資料室行ってきます」

　こういう時は、身体を動かすに限る。私は足元に置いてある、ダンボールの中の使い終わった資料を戻すことにした。

「よいしょっと……」

　ダンボールはみかん箱ぐらいの大きさで中身は半分程度ということもあり、そこまで重くはなかった。それをふたつ重ね、両手で抱えて立ち上がる。

「これも一緒に……って思ったけど、無理か」

　美月さんが分厚いファイルを差し出した。

「いけますよ。私、結構力持ちですから。上に置いてください」

「本当に大丈夫なの？」

「平気です。どうぞ」

　私の持っているダンボールの上に、美月さんがファイルを乗せた。

　あれっ、結構重いかも。でも、まぁ行けないこともないか。

「千波、ちゃんと前見えてる？」

「はい。横から見えるので平気です。行ってきまーす」

　私は経理課のフロアを出ると、同じ階にある資料室を目指した。奥まった場所にあるが、距離はそこまで遠くない。いつもよりもゆっくり歩いて到着した時、あることに気がつく。

　……鍵忘れた。一度戻るしかないか。

「はぁ」とため息をついて、ダンボールを廊下の隅へ一旦下ろそうとしたところで「菅原」と名前を呼ばれた。

「ひっ！」

「『ひっ！』ってなんだよ。人を化け物みたいに言うな」

　声がしたほうを見ると、そこには資料室の鍵をぷらぷらさせる、深沢課長が立っていた。

「これ忘れてたら中に入れないだろ？」

　そう言いながら鍵を開けてくれた。

「ほら、入れ」

「ありがとうございます。わざわざすみません」

「別に気にするな」

　深沢課長に続いて資料室に入ると、腕にかかる重みが不意になくなった。気づけば彼がダンボールに手をかけてくれている。そして、そのまま軽々と持っていってしまった。

「いや、私が片づけますから。深沢課長はもうデスクに戻ってください」

　慌ててダンボールを受け取ろうとするけれど、スイッとよけられる。

「ちっこいお前が、こんなの持ってるの見てると心配になるんだよ。この資料はあっちだよな？」

　きっとなにを言っても、私にその箱を渡してはくれないだろう。私は運んでもらって、早く戻ってもらうことにした。

「そうです」

　深沢課長が棚の前の床にダンボールを置く。

「ありがとうございました。あとは私だけで大丈夫ですから」

　私がそう言っても聞く耳を持たず、深沢課長はダンボールの蓋を開けると、資料を取り出して綺麗に並べていく。

「そう言うなって。俺だってたまには、サボりたいんだよ」

「サボるって……」

「ほら、お前こそサボッてないで片づけろよ」

「いや、サボッてないですってば」

　そう言って、私も早速取りかかる。私だと脚立が必要な場所でも、背の高い深沢課長は簡単に手が届いていた。

「しかし、全部電子化されてるはずなのに、原本も必要ってどういうことだよ。めんどくせーな」

　ブツブツ言いながらも、深沢課長は手際よくさっさと片づけてしまうため、ダンボールの中の資料がどんどんなくなっていく。普段からこの資料室を使っていないと、こんなスピードで片づけられないだろう。それくらい深沢課長はここに自ら足を運んで調べ物をしているということだ。

　その時ふと、しまう場所が間違っているファイルがあることに気づいた。正しい場所に戻そうと思い、話をしながらそのファイルを引っ張り出す。

「でも、時々ちゃんとデータ化できてないこともありますし――」

「危ないっ！」

　無理やりファイルを引き抜いたせいで、他のファイルが雪崩なだれを起こして落ちてきた。

　あ、やばいっ！

　よけようとした時にバランスを崩して床に倒れてしまい、ファイルが直撃すると思った私は、ギュッと目をつむった。その瞬間、ドンッという衝撃とともに唇に柔らかいものが触れる。

　え？　な、なに？

　閉じていた目を開くと、私をかばうようにして覆いかぶさる深沢課長の姿が目に入った。彼は、驚いた顔で手を唇にあてていて……。

　――やっぱり、あの感触は……キスしたんだ。

　思考がそこにたどり着いた時、顔に身体中の熱が集まってきた。いまだかつてないほど赤くなっているであろう私を見て、深沢課長が慌てて私の上からどく。

「……悪い」

　いつも冷静な深沢課長が目をそらし、いつになく動揺している。

「いえ、あの……事故ですから」

　恥ずかしさで顔中を熱くしながら、なんとか声を絞り出した。

「そ、そうか。まあ、あの。ほら、さっさと終わらせるぞ」

　片づけを再開した深沢課長の耳が赤い気がした。

　ふたりで散らばったファイルを集めていると、深沢課長のスマホが鳴る。

「チッ……金子か。もしも――」

『どこにいるんですかっ！　忙しいんですから帰ってきてください』

　深沢課長は咄嗟に耳からスマホを離した。

　仕方ないよね。私にまで聞こえてくるような大声だもん。

「わかったって。三秒で帰るから」

『お待ちしております……』

　電話を切り「はぁっ」とため息をついた深沢課長が私を見る。

「悪いけど、ひとりでここ片づけてくれるか？」

「はい。美月さんが待ってますから、早く戻ってください」

　まともに顔を見ることができずに、ファイルを拾いながら答える。

「悪いな」

　深沢課長は私の肩をいつものようにポンッと叩くと、資料室を出ていった。

　バタンと扉が閉まる音がすると、私は「はぁ」と大きく息を吐いた。そして手に持っていたファイルを抱き締めて、落ち着こうとする。

「キスした……」

　いや、正確に言えばキスではない。ただの〝事故〟だ。でも一瞬だけど唇が触れた。以前公園で抱き締められたあの時と、同じ香りがした。思い出すだけで、ドキドキと心臓が音をたて始める。

　――キスなら中村くんとだって、何度かした。でも違う。全然違う。

　ほんの少し唇が触れただけで、こんな気持ちになるなんて。本当の恋がどんなものなのか、目の前に突きつけられた気分だ。どうしてこうも私は、難易度の高い相手ばかりを好きになってしまうんだろう。

　その時不意に、深沢課長がカフェで女性と楽しそうに話をしていた場面が思い出された。

　いつか私も、笑顔で深沢課長の横に立てる日がくるのだろうか？　この妹みたいな立場から、どうやったら抜け出せるのだろうか？




　それから二週間が経ち、バタバタと準備をした監査も無事に終わった。

　指摘のあった部分の改善案など今後の課題もあるけれど、経理課はやりきったという達成感で溢れている。そのため、部署のみんなでお疲れ会をすることになったのだけれど……。

「どうして、こんな大人数になったの？」

　美月さんがビール片手に不機嫌な顔をしていた。

　場所は経理課御用達の、焼き鳥が美味しいいつもの居酒屋。しかしなぜか今回は、座敷の部屋をふた間続けて使い、総務課のメンバーも合流して、いつもの倍くらいの人数となっているのだ。経理課だけでも二十人を超えているのに、総務課も半数くらい参加している。

「どうしてって……私に言われても」

　深沢課長の周りに群がり、楽しそうに話をする総務課の女性社員に目をやって、ため息をつく。

　確かに、経理課がバタバタしているあいだ、同じフロアにある総務課に迷惑をかけたことは否めない。だからといって、今まで監査終わりのお疲れ会に総務課が加わったことなどなかったのだ。

　どうして……の理由は、きっと深沢課長の隣に座っている大西さんに聞けばすぐに判明するだろう。

「まあ、たまにはいいじゃないですか」

　坂田くんがお酒に酔った赤い顔で、美月さんに返事をした。

「そうね。たまにはいいわね。今日は私の愚痴に深沢課長が付き合ってくれないから、アンタが付き合いなさい」

　すでに目が据わっている美月さんが、グラスを差し出して坂田くんに押しつける。指名された坂田くんは、あとずさりしながら顔の前で手をぶんぶん振った。

「滅相もない。金子さんの相手は僕なんかじゃ務まりませんから」

「はぁ？　〝たまにはいい〟って言ったのアンタよね。だったら、たまには私のお酒に付き合いなさいよ。いつも言ってるでしょ？　自分の発言には責任を持ちなさいって」

　追い詰められてちらりと私のほうを見る坂田くんの顔には、『助けて』とはっきり書いてあった。

「菅原さぁん」

　捨てられた子犬のような目で見られて、私はあいだに入る。

「美月さん、それ以上やったらアルコールハラスメントで訴えられますよ」

　ターゲットになった坂田くんには、笑顔で『逃げて』と合図した。彼が美月さんの相手をできるようになるには、あと三年は必要だと思う。普段は仲良くやっている後輩でも、お酒が入った美月さんの相手はそう簡単にできない。

「ハラスメントだなんて。あの子ともっと仲良くなろうと思っただけなのに」

　美月さんは枝豆を食べながら、ブツブツ文句を言っている。

「アンタはいいの？　あれ」

　指差しながらそう言われ、黄色い歓声が上がるほうをちらりと見る。

「いいのって……まぁ、たまには」

「そういうことを言ってるんじゃないの。いつもあそこにいるのはアンタだったでしょ？　違う人がいていいのかってことよ」

　毎日一緒に仕事をしているうえに勘の鋭い美月さんだから、なにか気づいているのかもしれない。

「なに言ってるんですか。いいもなにも……」

　私は持っていたライムサワーを、ひと口飲んでごまかした。

「なんでも話してとは言わない。だけど困ったことがあったら相談してほしい。それくらい、私は千波のことを大切に思ってるんだから。それにね、こんな私でも一応は恋愛結婚してるから、なにかの参考にはなるかもしれないし」

　枝豆をつまみながらの少しぶっきらぼうな言い方だったけれど、優しいその言葉に胸が熱くなる。

「美月さん……」

　目の奥がつーんとした。泣くような場面じゃないんだから、我慢しなきゃ。

「あ～あ。もう酔っ払ったのかも。いやねぇ、歳のせいかしら」

　パタパタと手で自分を扇いでいるのは、きっと照れ隠しだろう。

　キツい口調や態度から、とっつきにくいイメージを持たれる美月さんだけど、少し話せば優しくて素敵な女性だということがすぐにわかる。こんな人が近くにいてくれて、私は幸せだ。

「どうしようもなくなったら、ちゃんと相談しますから」

　涙がにじみそうになるのを必死でこらえた。

「まぁ、なにもないに越したことはないんだけどね。乾杯」

　美月さんのジョッキと私のジョッキが、ガチャンと重なった。




　みんな酔いが回り始めて、そろそろお開きの時間が迫っていた。

　深沢課長からいただいたお金と、みんなから集めたお金を持って先に会計を済ませた私は、席に戻る前に暖簾の奥の通路を通って、トイレに入った。

　打ち上げも終わったし、次は年末の決算かぁ……。また忙しくなるなぁ。

　そんなことを考えつつトイレから出ると、さっきまでずっと深沢課長の隣に座っていた大西さんが立っていた。

「……お疲れ様です」

　無視するのも変だと思い、声をかけると、彼女がニコッと笑顔になる。しかしそこに不穏なものを感じ、私は身構えた。

「菅原さん、ごめんなさい。あなたのいつものポジション奪っちゃって」

「いえ」

　会釈して通り過ぎようとする私の腕を彼女がつかんだ。驚いて顔を見ると、先ほどの笑顔が醜悪に歪んでいた。

「やせ我慢しないでください。ずっとこっち見てたの知ってるんですよ。私と深沢課長がどうなったか知りたいですか？」

　あの日の告白の結果のことを言っているのだろう。知りたいけれど……知ったところでどうしていいか、まったくわからない。

「そういうことは、私は……」

　視線をそらして、つかまれている腕を外そうとするけれど、彼女はぐっと手に力を込め、私の耳元で言い聞かせるように話しだした。

「知りたいでしょ？　教えてあげます。深沢課長、好きな人がいるんですって。もうずっと好きだって言ってました」

　深沢課長に好きな人がいる……。

　その可能性をまったく考えなかったわけではない。でも、事実として突きつけられると、穏やかではいられなかった。

　咄嗟に首を振って拒否した私に、彼女はよりしっかりと聞かせるように話し続けた。

「正直私は、セフレでもよかったんですけどね。深沢課長上手そうでしょ？　あ、処女の菅原さんに言ってもわからないか」

「……それどうして！」

　なぜ大西さんがそんなプライベートなことを知っているの？

「知らないんですか？　営業部の中村さん、言いふらしてますよ。あなたがつまらない女だって」

　意地悪く歪んだ顔が、嘲るように私の顔を覗き込む。

「嘘……」

　指先が急激に冷たくなっていき、心臓がドクドクと音をたて始めた。

「嘘じゃないですから。結構面白い話でしたよ。あはははは！」

　嫌な笑い声をトイレに響かせ、人のプライベートなことを〝面白い〟と表現した大西さんを睨む。

「嫌だ。そんな顔しないでくださいよ。つまらないうえに怖いなんて、女として終わってますよ。先輩」

　小馬鹿にするような言い方に、怒りが込み上げてくる。

「あ、ごめんなさい。私、思ったことつい言っちゃうタイプなんで」

　ケタケタと笑う大西さんは、悪いとは欠片かけらも思っていなさそうだ。

「そこ、どいてください」

　私は今度こそ腕を振りほどいて、前を塞いでいた大西さんの脇をすり抜けた。

「ごめんなさい。深沢課長のこと、菅原さんには関係ない話でしたよね。たとえ深沢課長が誰と付き合おうと、セックスしようと」

　離れてもなお、大西さんは私を傷つけようと言葉を続けた。最後にトドメとばかりに追い打ちをかけられた私は、座敷に戻ると美月さんに会計が終わったことをひと言告げ、少し気分が悪いので先に帰ると言って、ひとり店を出た。

　本当は少しどころじゃない。怒りとつらさで泣きそうになるのを、奥歯をぐっと噛み締めることでなんとかこらえていた。

　早足で駅まで歩くあいだ、ストールで顔を隠し続けた。そうすれば泣きそうになっているこの悲惨な顔を誰にも見られないで済むから。

　駅に着き、改札を抜けようとパスケースを取り出した時、つい手が滑り、落としてしまう。そして運悪くそれを自らの足が蹴った。シュルシュルと回転しながら遠くまで飛ばされたパスケースを、ため息をつきながら拾い上げようと屈んだ瞬間、ついに私の瞳から涙がこぼれた。一度溢れ出した涙は止まることなく流れ続ける。

　ストールで顔を覆って、自分を外の世界から隠してしまいたかった。

　始まってもいない一方通行の恋なのに、こんなに苦しいなんて。中村くんに抱いていた感情とは全然違う。これが好きになるってことなんだ。そして、こんなに苦しいのに諦められないのが恋だということを同時に思い知った。

　駅でうずくまって泣くなんて、迷惑なことだってわかってる。けれど、私の思いとは裏腹に、涙は一向に止まってくれそうになかった。




「なんで、俺がこんな研修受けないといけないんだよ……」

　年の明けた一月半ばの週末の金曜日、八時の新幹線に乗って私と深沢課長は研修センターのある仙せん台だい支店へと向かっていた。

　実はふたりとも、この研修に参加するはずではなかった。

　三年に一度あるこの研修は、入社一年目から三年目の社員が参加し、併設されている工場の見学と自社製品の知識を深めることを目的に行われている。本来なら、三年前に参加するはずだった私は、当日熱を出して欠席したため、その振替として今回受講することになった。それはまあ、わかる。

　でも深沢課長は……気の毒としか言いようがない。

「なんでこの研修が全社員必須なんだよ」

　隣の席で腕を組んで不満顔でつぶやいた。

　ヘッドハンティングで転職したのがちょうど三年前。その時参加していればよかったのだけど、すでにその年の研修は終わっていたため不参加だったらしい。

　役職がついているから免除かと思いきや……三十五歳以下は必須という八年前の通達がまだ生きていると教育部からお達しがあったのだ。それに加え、『たまには、本社以外の人にも顔を売ってきなさい』という部長の言葉もあり……しぶしぶ仙台の地を訪れたのだった。

　まぁ……私は一緒に来られて嬉しいけど。

「近くなったら、起こして。さっさと終わらせて、帰りは牛タン食って帰ろうぜ」

　深沢課長はそう言って、目をつむり眠ってしまった。

　隣に座っている彼をぼんやり眺めてしまう。今日の研修のためにずっと残業して業務を前倒ししていたのか、目の下にうっすらとクマがあった。

　仙台に着くまでゆっくりしてもらおう。たとえ短い時間でも、眠れば少しは疲れも取れるはずだ。

　私はバッグから研修の資料を取り出して予習することにした。しかし、いつもより早い時間に起きたせいか、次第に私も眠りの中へと落ちていった。




「……わら、菅原っ！」

「へ？」

　名前を呼ばれて慌てて飛び起きた。

「へ？　じゃねーよ。もうすぐ着くから支度しろ」

「嘘っ！　私もしかして……」

「あぁ、爆睡してたぞ。起こしてくれって頼んだのに、なんでお前まで寝てるんだよ」

　深沢課長は笑いながら、脱いであったコートを羽織る。

「すみません」

　なんて失態……。間抜けな自分にがっくりと肩を落とした。

「ほら、ぼーっとしてないで、支度しろよ」

　まもなく駅に到着するという車内アナウンスが流れ、私は身支度を整えると、深沢課長のあとに続いて新幹線を降りた。

　駅から十五分ほどタクシーに乗った先に、研修センターはあった。

　研修は、座学、見学、座学の順番で十六時まで続く。今回は事務系の社員が対象で、大会議室をざっと見渡すと百名くらいの参加者がいた。

　入社後は研修がたくさんあったけれど、最近はすっかりごぶさたで、正直何度も船をこぎそうになった。そのたびに深沢課長が隣から肘で私をつついて起こしてくれる。

「深沢課長は眠くないんですか？」

　私よりよっぽど疲れているはずなのに、と不思議に思い、小声で聞いてみた。

「つまらん会議で鍛えられたからな」

　すごく偉そうに返されて思わず笑うと、講師を担当している社員と目が合ってしまい、慌てて俯いた。

　いけない……研修中だった。

　心を入れ替えた私は、背筋を伸ばして集中した。




　少し時間はオーバーしたものの、大きなハプニングもなく研修は終了した。途中眠くなったりもしたけれど、自社製品のできる過程を目にして、商品について知識を深めることは間接部門で仕事をする私にも、とてもためになるものだった。

　研修センターに隣接する仙台支店へ移動して、椅子と自動販売機の置いてある休憩ブースで足を止める。

「俺、支店長のところ行ってくるから……これ飲んでちょっと待ってろ」

　深沢課長は目の前の自動販売機で缶コーヒーを買って、私に手渡してくれた。

「ありがとうございます」

　わざわざ買ってくれなくても大丈夫なのに。でも気遣いが嬉しくて素直に受け取る。

　深沢課長は仕事上でなにやら確認することがあるらしく、手に資料を持って廊下を歩いていった。彼の背中を見送ったあと、缶コーヒーを飲みながらスマホをチェックすると、美月さんからお土産を催促するメールが届いていた。

　美月さんらしいな……。

　そのあと研修の資料を読み返していると、深沢課長が戻ってきた。時計を確認するとすでに十八時を回っている。

「悪いな……支店長たちと飲み会になった。マジでうちの会社はどこ行っても飲みたがるな」

　深沢課長は顔を歪めながら、首に手をあてている。

　普段なかなか仙台に顔を出さない人が来たのだ。上の人間同士の繋がりだって大切だろうし、こういうことはよくある。

「じゃあ私は先に帰りますね」

　立ち上がってバッグを持とうとした私の手からさらうようにして、深沢課長がそれを持った。

「なに言ってんだよ。俺だけ犠牲にするつもりか？　お前も一緒に来るんだ」

　私を見下ろしながら、あたりまえのように言って歩きだす。

「え、どういうことですか？」

　バッグを持っていかれ慌てて追いかけると、深沢課長はどんどん進みながら肩越しに私をちらっと見る。

「いいから、黙ってついてこい。約束通り、うまい牛タン食って帰るぞ。支店長の奢りだ、思いっきり食えよ」

　結局強引に押し切られた私は、深沢課長と一緒に仙台支店のメンバーと飲みに行くことになってしまったのだった。




　連れてきてもらった場所は、地元でも有名な牛タンの専門店だった。

　最終的に十五人程度の結構な大所帯になったにもかかわらず、店内に入るときちんと座敷が用意されていた。深沢課長は支店長や役職つきの人たちに囲まれて、上座に連れていかれたため、私は入口近くの席に座る。ありがたいことに、去年まで本社の営業部にいた男性社員も参加していて、ひとり取り残されることなく会話に参加できた。

　同じ会社で働く者同士だからか、話題にはそんなに困らない。どこからか本社の七つない七不思議の話なんかも飛び出してきて、私も笑顔で楽しんだ。

　運ばれてきた料理は、やはり本場だけあって、今まで食べた牛タンと比べ物にならないくらい美味しい。一緒に出されたテールスープも私の頬をとろけさせた。

「これも食べてみてください」

　営業事務の女性社員が差し出してくれたのは、牛タンの握りだった。柔らかそうに見えたけれど、弾力がすばらしく、私はゆっくりと味わって食べた。

　食事もお酒もだいぶ進んだ頃、顔なじみの営業担当が私に声をかけてきた。

「なあ、菅原知ってる？　営業部の中村のことなんだけど、このあいだ偶然電話で話すことがあってな……」

　びくりと身体が反応してしまう。できればあまり聞きたくない話だが、私は顔を引きつらせながら「はい」と返事だけした。

「なんかさー、アイツ本社の女の子に二股かけられたって騒いでたんだけど、相手が誰か知ってる？」

　二股？　中村くんがこのあいだまで付き合っていたのは私だけど、二股なんてしてな……あ、もしかして深沢課長のことかも。そういえば、中村くんにはまだ誤解されたままだった。

「なんか奥手なフリした相手に散々貢がされた、とかっていう話聞いたんだけど、そんな女の子いたかなぁ？　新人？」

　貢がされた？　食事を奢ってもらったことは何度かあるけれど、それのことだろうか？　でも『散々貢がされた』という表現には納得できない。でも、間違いなく私のことだろう。まさか大西さんだけじゃなく、他の支店の人にまで別れた相手の噂話をしているとは思わなかった。

　彼は一体なにがしたいんだろう。プライドが高いのにそんなことを言いふらすなんて、よほど私に復ふく讐しゅうしたいのかもしれない。

　その時、座敷の入口から深沢課長が入ってくるのが見えた。中座していたようだが戻ってきたみたいだ。このままだとこの話を聞かれてしまう。聞いたところで、深沢課長はきっと笑い飛ばすだろう。でも、真偽のほどは別として、自分の悪評を好きな人に聞かれるなんて耐えられない。

　しかし、相手は酔っているのか、私の表情に気がつかずに話を続ける。

「社内でもモテる中村を弄もてあそんだのはどんな女か気になってさ」

　このままじゃ深沢課長に聞かれてしまう。

　私はいたたまれなくなり、口を開いた。

「……やめてください」

「え？」

　ちゃんと声を出したつもりだったのに、緊張でかすれてしまったみたいだ。

「そんな話するのやめてください！」

　今度は焦って声が大きすぎてしまった。一瞬会場が静かになり、視線が私に集まる。

　どうしよう……。

「す、すみません。大きな声出し――」

「なになに？　もう酔ったのか？」

　顔を真っ赤にしながら、なんとかその場をしずめようとする私の言葉にかぶせられたのは、深沢課長の声だった。

　彼はわざと面白がるような、軽い口調で続ける。

「コイツさー！　酔ったら声がでかくなんの。面白いだろ？」

　深沢課長の問いかけるような口調に、固まっていた周りの人たちが「そうなんだ」、「へぇ」と口にしてざわざわし始める。あっという間に変な雰囲気は取り除かれ、もとの空気に戻ったけれど、私は恥ずかしさのあまり頭を上げられないでいた。

　そんな私に「帰るぞ」と耳打ちした深沢課長は、支店長のもとへと挨拶に向かった。

「すみません。そろそろ帰ります。美味しい牛タンごちそうさまでした」

「もう帰るのか？　まだ二十時過ぎだし、もうちょっといいじゃないか」

　支店長は残念そうに引き止めている。

「新幹線の時間もありますんで。次は、支店長が本社にいらした時に飲みましょう。では、失礼します」

　深沢課長は戻ってくると、みんなの前にもかかわらず私の手を引いて立たせた。私は振り返って今日お世話になった人たちにお礼を言う。

「あの……お騒がせしました。ごちそうさまです」

　すると「またいつか、飲もうね」と一緒に飲んでいた周りの人が返してくれた。どうやら深沢課長のおかげで、変な空気のままお別れしなくて済みそうだ。

　ペコペコとみんなに頭を下げた私は、深沢課長と一緒に座敷から出ると、急いで靴を履はいて顔を上げる。

「お待たせしました」

「行くぞ」

　歩き始めた深沢課長について店をあとにし、大通りに出ると、彼は手を上げてタクシーを止めようとした。けれど金曜日のためか、なかなか空車のタクシーが見あたらない。

　キョロキョロと周りを見渡しながら、深沢課長が私に話しかけてきた。

「どうしてあんな大声出したんだ。中村の噂話くらい、笑って済ませておけばそのうち消えて――」

「深沢課長に聞かれたくなかったんです」

　まっすぐ深沢課長に視線を向けて、かぶせるように言葉を発した私を、彼が驚いた顔で見る。

「……どういうことだ？」

「深沢課長には……、深沢課長にだけは聞かれたくなかったんです」

　自分でも暴走しかけているのがわかる。けれど、心の中でストップをかける前に口をついて出てしまった。私は、ぐっと拳を強く握り、なんとか落ち着こうと努力する。

「どうして？」

　窺うように顔を覗き込まれ、目が至近距離で合う。もうこれ以上は黙っていられない。落ち着こうと努力したけれど、心臓が痛いほど音をたてている。

「深沢課長が……好きだからです」

　それ以上の言葉はなにも出てこなかった。私は意を決して思いを告げると、ぎゅっと目をつむり深沢課長の言葉を待つ。

　すると、頭を優しく撫でられた。

「やっと白状したな」

　え……どういう意味？

　驚いて顔を上げると、満面の笑みを浮かべた深沢課長が私を見つめていた。繁華街の喧けん噪そうの中なのに、私の耳には深沢課長の声しか聞こえなかった。

「はく……じょうって、どういう？」

　唇が震えて、ちゃんとした言葉にならない。

「お前が、俺のこと好きだって、やっと認めたってことだよ」

　そう言った深沢課長の笑顔は、今まで見たどんな表情よりも柔らかく、私は視線を外すことができなかった。

「だからそれって、どういうことなんですか？」

　勢いで告白してしまったこともあいまって、私は軽くパニックになり、思わず深沢課長のスーツの裾すそをつかんでしまう。

　けれど彼は、そんなことは気にも留めず、通りに向けて大きく手を上げる。

「お前が俺を好きってことくらい、とっくに気がついてた」

「え！　いつからですか!?」

　私が問い詰めようとした時、一台のタクシーが私たちの前に止まった。扉が開き、彼が「乗って」と私の背中を押す。

　ちゃんと話を聞きたいのに。

「仙台駅までお願いします」

　深沢課長がそう告げると、タクシーはゆっくりと走りだした。

「あの――」

「お客さん、こっちへはお仕事で来られたんですか？」

　さっきの話の続きがしたいのに、運転手さんが声をかけてきた。

「はい。思っていたよりも寒くなくて助かりました」

「今年の冬は、比較的暖かいからね～」

　世間話が途切れることなく交わされる中、私だけがさっきの深沢課長のセリフの真相が気になって落ち着かない。しかしそんな私を知ってか知らずか、世間話の応酬は駅に着くまで続いた。

「ありがとうございました」

　笑顔の運転手さんに別れを告げると、深沢課長はさっさと改札に向かって歩き始める。私はそれを必死に追いかけて話そうとするけれど、追いつけずにいた。

「ふ、深沢課長……あの、ちょっと待ってください……」

　早足であとをついていくと、ドスンと深沢課長の背中にぶつかった。

「すみません」

　確かに待ってくれとは言ったけど、こんなに急に立ち止まらなくていいのに。

　ぶつけた鼻をさすりながら深沢課長に目をやると、彼は電光掲示板を見ているようだ。

「もう！　急に止まったら困ります」

　唇を尖らせて抗議する私に、電光掲示板を見たままの深沢課長から抑揚のない声が返ってきた。

「そうだな、急に止まられると困るよな」

「わかってるなら……ん？」

　ここでやっとなんだか様子がおかしいことに気がついた。いくら金曜日の夜の駅だからって、こんなに人が溢れ返るものだろうか。

「菅原。電車止まってるぞ」

　そう言われたため、大きな深沢課長の脇から顔を出して電光掲示板を覗くと、そこには〝運休〟という文字が赤々と表示されていた。

「う、運休って、電車動いてないってことですよね？」

　動揺して、あたりまえのことを聞いてしまう。

「そういうことだな……電気系統のトラブルらしい」

「じゃあ、私たち……」

　不安な気持ちを抱えて深沢課長の顔を仰ぐと、彼が私を見てはっきり言い切った。

「帰れないな」

　その表情はいつも通りで、焦りの色など一切ない。

　ど、どうしてこんな時に冷静でいられるんだろう……。

　私はなんとか、帰る手段がないか考える。

「あ、そうだ。飛行機！」

「週末に席が取れると思うか？」

　確かにそうだ。それにもう二十一時近い。今から空港に行ったところで、東京への便がまだあるかどうかさえわからない。

「どうしよう……どうしたらいいですか？」

　慌てている私とは反対に、深沢課長はあくまで冷静だ。

「泊まるしかないだろうな。ちょっと待ってろ」

　するとコートのポケットからスマホを取り出し、素早く操作する。そしてすぐに電話をかけると、空き部屋の状況を聞いていた。

　そんな……急に泊まりだなんて。

　私が余計に焦っておろおろしていると、電話を終えた深沢課長がいつもの調子で声をかけてきた。

「駅の裏側だからここから少し歩かないといけない。ついてこいよ」

「はい。でも私、泊まりの準備なんてしてないんですけど」

「そりゃ、日帰りの予定だったからな」

　そう言って深沢課長はすたすたと歩き始めてしまう。ここにひとり取り残されても困るため、動揺しながらも彼についていく。

「あの、ホテルって……その」

　話しかけようとすると、深沢課長がコンビニの前で止まった。

「必要なものあるだろう？　俺がいないほうがいいだろうから、ここで待ってる。ほら、行ってこい」

　確かに下着やストッキング、お泊まり用の化粧品を買うとなると、深沢課長にはあまり見られたくない。

「行ってきます」

　深沢課長の心遣いに感謝して、私は急いでコンビニへと駆け込んだ。

　商品棚を見て、最近のコンビニは本当になんでも揃ってるなぁ、なんて改めて思いながら、手早く必要なものをカゴに入れレジへと向かう。そしてレジ横に置いてあった温かいお茶をふたつ追加で購入し、外に出た。

「お待たせしました。これどうぞ」

　寒い中待ってくれていた深沢課長に、さっきのお茶を渡そうとした。

「ありがとう。だけどちょっと持ってて。俺も買い物するから」

　しかし、深沢課長はそれを受け取らずに、私がさっき出てきたばかりのコンビニへと入っていったため、さっき買ったお茶で暖を取りながら彼が戻ってくるのを待った。

「おまたせ。それくれ」

　あっという間に出てきた深沢課長に、持っていたお茶を渡す。

「はい、どうぞ。なに、買ったんですか？」

「……歯ブラシ」

　ん？　一瞬間があったような……。

「歯ブラシならホテルにありますよね？」

「俺嫌いなんだよ、ホテルのやつ」

『案外繊細なんだ……』と言いそうになったのを呑み込んだ。

　週末の夜の繁華街は人で溢れていて、深沢課長とはぐれないように歩くのに必死だった。

　時折刺すような冷たい風が吹いて鼻がじんじんする。けれど頬はなぜか赤く熱を持っていた。さっき飲んだアルコールのせいかもしれないけれど、きっとそれだけが理由じゃないだろう。

　深沢課長が押さえてくれたホテルは、ハイクラスのシティホテルだった。ビジネスホテルだとばかり思っていた私は驚いてしまい、ドアマンが扉を開けてくれているのに、足を止めてぼーっとしてしまう。

「ふ、深沢課長。本当にここに泊まるんですか？」

　少しどもりながら、先を歩いていた彼を引き止めた。

「なにか問題でもあるのか？　チェックインしてくるから、そこのラウンジでなにか飲んでろ」

　そう言って、彼はすたすたとフロントのほうへ歩いていってしまう。

　その背中を見送ったあと、私はロビーをぐるりと見渡した。大理石の床や高い天井、落ち着いた雰囲気の照明が高級感を漂わせている。

　お、お金……ここじゃきっと宿泊の出張経費の中ではまかない切れない。

　とはいえ、ここまで来てしまったのだから、と私は深沢課長に言われた通りラウンジに向かった。

　広いラウンジだけれど、私以外のお客さんは三組だけだった。入口からよく見える席の座り心地のいい椅子で、深沢課長が戻ってくるのを待つことにした。

　注文した温かいカフェラテが届くと、砂糖を入れてひと口飲む。ほどよい甘さが私の焦りを少し落ち着けてくれたような気がした。

　どうしてこんな豪華なホテルなんだろう。……あ、もしかしたら急なことだったし、ここしか空いていなかったのかもしれない。

　ひとりで色々考えていると、深沢課長がチェックインを終えて戻ってきた。

　すぐに水を持ってきた店員さんにコーヒーを注文すると、私の前の席に座り、一枚のカードキーをテーブルの上に差し出した。

「ありがとうございます」

　それを受け取ろうと手を伸ばす。しかし、それを阻むように深沢課長が手を引っ込めた。

「え？　それ、私のじゃないんですか？」

「そうだな。正確には違う」

　真面目な顔で私を見る瞳に強い意志を感じた。その意味を知ろうとして、私は質問を重ねる。

「どういう意味ですか？」

「この部屋はダブルの部屋だ。ベッドはひとつ。それが意味することはわかるな？」

　いつになく真剣な顔をした深沢課長は、優しく諭すような言い方をして、私の様子を窺う。

　それって……いくら私でもそのくらいの意味は理解している。ふたりで同じベッドに寝るということだ。それがただ〝寝る〟だけじゃないということも。

「はい」

　普通に返事をしたつもりだったのに、思いのほか声が小さくて自分でも驚いた。それだけ緊張しているということだ。

「嫌だったら、シングルの部屋をふたつ取る。どうする？」

　まっすぐ私を見つめる顔には、いつものようなふざけた表情は微塵もなかった。

　どうするって、どうしたら……。

　でもその前に確認しておかなければいけないことがある。それは深沢課長の気持ちだ。

　前回の失敗と深沢課長の言葉で学んだ――恋愛は決してひとりですることはできないということを。

　私は勇気を出して、震える声で聞いた。

「深沢課長は……私のことをどう思ってるんですか？」

　膝の上に置いた手をぐっと握って、深沢課長の返事を待つ。緊張で身体がこわばり、ドキドキと鼓動がうるさい。でも、これだけは深沢課長の口からちゃんとした言葉で聞いておきたい。

　私の質問にハッとした深沢課長が目を伏せた。

「今更そんなこと……いや、すまなかった。一番大事なことだよな」

　私は息を呑んで彼の言葉を待った。ほんの数秒だったはずなのに、やけに長く感じる。耐え切れずに、俯いたその時――。

「下を向かずに、ちゃんと聞いてほしい」

　そう言われて顔を上げると、深沢課長の熱い瞳が私を見つめた。

「本当はもう少し経ってからきちんとしようと思ってた。だけど……今こんな状況になって我慢できるほど、俺もできた人間じゃない。もう、一秒も待てないくらい……お前が好きだ」

　その時、ざわつくラウンジの音が完全に消えた。

　私のすべての感覚が深沢課長に集中していて、それ以外なにも目に入らなくなる。私を見つめる瞳、カードキーを握る手、強く結ばれた口元。視界に入るもの全部が私をとらえて放さない。

「……それって……私と恋愛してくれるってことですか？」

　私の念押しのような質問に、彼の顔がほころぶ。

「ああ、そうだよ。これからは全部実地で〝手ほどき〟するつもりだ」

　深沢課長の笑顔を見ると、胸の中が甘く締めつけられた。

　……どうしよう。すごく幸せだ。

　私にとってはふたり目の彼氏のはずだ。それなのに、中村くんと一緒にいた時は感じなかった喜びが、好きだと言われただけで身体中を駆け巡った。

　嬉しくてもこんなに胸が締めつけられるんだ。自分の心臓がうるさいほどドキドキと高鳴って、返事をしなければと思うけれど、言葉が出てこない。

　そんな私を見つめたまま、深沢課長がもう一度カードキーを差し出した。

「以上のことを踏まえて、この鍵を受け取るかどうか、ちゃんと自分で選ぶんだ。流されるんじゃなくて、ちゃんと自分で」

　深沢課長はきちんと選択肢を与えてくれる。そしてきっと私の選択を尊重してくれる。

　正直、一緒に泊まるのは怖い。中村くんの時のようにうまくいかなかったらどうしようという不安もある。けれど、深沢課長以外とそういうことをするなんて考えられない。

　頭で色々考えているうちに、気がつけば私の手は彼の持っているカードキーに伸びていた。

「この部屋に泊まります」

　やっと出た声はかすれていたが、はっきりと自分の気持ちを伝えた。

「そうこなくちゃな」

　ニヤッとまるでいたずらっ子のような笑みを浮かべると、深沢課長はすぐにテーブルチェックを済ませて立ち上がった。彼は私の席まで回り込み、荷物を人質のように取り上げ、そのまま私の手を握ってエレベーターホールへと向かう。ボタンを押してエレベーターを待つあいだも、手は握られたままだ。

　というか……指と指が絡まり合って、それが私の気持ちをたかぶらせる。まるで指先で弄ばれているようだ。

　繋いでいるのは手だけなのに、不思議なことに頬も耳も熱を帯びてくる。

　エレベーターに乗り込むとふたりきりになった。

　私が深沢課長に思いを伝えてから初めてのふたりっきり。そう意識したら、なんだか緊張してきた。

「緊張してる？」

　長身の深沢課長が屈み込んで耳元で話しかけてきたけれど、赤くなっている顔を見られたくなくて、私は壁側に顔をそむけた。

「わかってるのに、聞くんですか？　意地悪です」

「あれ？　今頃気づいた？　でも、もう遅いけど。今日はもっと〝意地悪なこと〟するつもりだし」

「えっ……」

　思わずそむけていた顔を、彼に向ける。すると耳元でからかうようにささやいた彼の、甘い視線につかまってしまう。私は目を伏せた彼に応えるように、そっとまぶたを閉じた。

　柔らかい唇が重なる。一度目は触れるだけのキスだったけれど、二度目に触れたそれはさっきまでの優しさなんて微塵もなく、激しいのひと言に尽きた。

　でも……嫌じゃない。全然嫌じゃない。

　いつ扉が開くかもわからないエレベーターの中。それなのに、私は抵抗することも忘れて深沢課長の腕を強くつかみ、必死に彼を受け入れ続けた。

　深沢課長とのキスは、気が遠くなるほどの喜びを私に与えてくれた。

　ポーンとエレベーターの到着を告げる音がして、やっと唇が離れた。ガクンと膝が崩れそうになったのを、彼が支えてくれる。

「これくらいでギブアップとか……これからもっとすごいことするのに、大丈夫なのか？」

　ニヤリと笑う彼の顔が、ふたりの夜の始まりの合図だった。

「菅原が開けて」

　宿泊する部屋の前に着いた時、深沢課長は私にそう言った。

　カードキーは私が持っているのだから、そうするのがあたりまえなのに、きっと彼はあえて言葉にした。それは私に最後の覚悟をするように、という意味なのだと思う。

『ここから先は引き返せないよ』

　まるでそう言われているようだった。

　鍵を開けると、深沢課長は先に入るようにと私を促した。

「し、失礼します」

　覚悟はしたけれど、緊張していないわけじゃない。そんな私を見て、彼は肩を揺らして笑っている。

「もっと緊張してもいいぞ。今から〝取って食う〟つもりだからな」

　深沢課長はふたり分の荷物をソファに置いた。

　部屋はモダンな造りで、大型のテレビにソファとテーブル、それと部屋の中で一番存在を主張している大きなベッドがあった。

　入口から数歩入ったところで立ちすくんでしまった私を、深沢課長が優しく抱き締めてくれる。

「どんだけ緊張してもいい。それが今の素直な気持ちなら隠さなくていい。どうせあと少ししたら、そんなもんどっかにいっちまうんだからな」

　自分を装わなくても、無理しなくてもいい。そう言われているようで私は彼の背中に腕を回した。

「お前の全部をもらうつもりだけど、いいんだな？」

　さっきまでの茶化すような態度とは打って変わって、真剣に聞かれた。

　いつもは強引に物事を進める深沢課長が、私の気持ちをひとつずつ確認してくれるのが嬉しい。

　私はそんな彼に……そんな彼だからこそ愛されたくて、コクンと頷いた。

　彼の大きな手が、私の髪を優しく撫でた。何度か触れられたことがあるけれど、そのどれとも違う。両手で私の顔を包み込むようにして優しく上を向かせると、甘い笑顔を向けてくれた。その顔が私の緊張を解いてくれる。

　つられて私も頬をほころばせ、お互い笑顔のまま唇を重ねた。チュッ、チュッと触れ合うだけのキスが気持ちよくて、身体の力が抜けていく。時折、目尻や耳にも口づけられ、くすぐったくて肩をすくめた。

　そうすると、今度は唇にクラクラするようなキスを落とされて、私は彼の与えてくれる刺激に完全に翻ほん弄ろうされた。薄く開いた私の唇のあいだから彼の温かい舌が侵入してきて、狭い口の中で隠れていた舌は、あっという間にとらえられてしまう。

　キスは初めてじゃない。だけど、こんな風に脳内まで痺れるような感覚は初めてだった。

　きっと深沢課長と――本当に好きな人とするキスだからだ。

　気がつけばベッドに座らされていて、目の前には深沢課長が屈んでいる。膝をついて私のパンプスを脱がし、慈しむように足にもキスをしてくれた。お互いの気持ちを、そして、存在を確かめ合うような行動のひとつひとつが私の胸をたかぶらせる。

　下から彼が私を仰ぐように見つめた。彼の視線が私の視線と絡んだ次の瞬間には、すでに唇が奪われていた。

「んっ……ふぁ」

　さっきまでのはなんだったの？

　そう思うほどのすべてを奪うようなキスで、ようやく彼が本気になったのだと気がつく。きっとこれまでのは、序盤だ。角度を変えてなおも続き、酸欠になりそうになる。空気を吸おうとあがくと、それさえも許されずに私はキスを受け続けた。

「好き……好きです」

　キスの合間に、溢れた思いが口をついて出た。それを聞いた彼の唇が弧を描く。

「やっと正直に言ったな。可愛い奴」

「ん……っ」

　私の言葉に対する返事のような、とろけるキスをくれた。

　気がつけばスーツを脱がされており、そっと肩から滑り落ちる。すぐにブラウスのボタンも外されて、その隙間から彼の熱い手のひらが私の素肌に触れた。優しく形を確認するかのように触れている手が、徐々に私を下着姿にする。

「あの……シャワーは？」

「今、この状況でそれ言うか？　却下だ」

　私の首筋に顔をうずめながら答えてくれたため、熱い吐息に刺激され、身体がビクンと跳ねた。

　確かに、今からシャワーだなんてなんだか間抜けなのかもしれない。

「じゃあ、せめて暗くしてください」

　私のお願いに、深沢課長は一瞬眉をひそめたけれど、部屋の明かりを落として、ベッドサイドのランプをつけた。それと同時に自身の服を脱ぎ捨てて、ボクサーパンツ一枚になる。

　温かい色の間接照明だけになると、まるで世界にふたりだけのような気がしてきた。

　いや、間違いなくふたりだけなのだ。今この瞬間は。

　優しく私を横たえた深沢課長は、覆いかぶさるように私を抱き締めて、身体に唇を這はわせた。

　こめかみ、耳、首筋、胸。裏返されて、背中も舌でなぞるようにされる。その途中でブラのホックを外すと、また私を仰向けにした。全身に降りてくるキスと、彼の優しい指先でどんどん熱くなっていく身体を、私はもう自分で制御できなくなっていた。

　身体も……心も……深沢課長で満たされていく。

　深沢課長のこと以外、なにも考えられなくなった頃、彼がそっとささやいた。

「そろそろ……いいか？」

　それが意味することがわかった私は、心と全身を一瞬こわばらせた。過去一度経験したあの痛みが急によみがえってきたのだ。

「そんなに怖がらなくていい。痛いだろうけど……でも、それも気にならないくらい愛する自信が俺にはあるから」

　真剣な目に見つめられて、私は頷いた。

　彼に『愛す』と言ってもらえたこと。それが私の心をほぐしていく。

　好きな人とひとつになる――それはきっと痛いだけじゃないはず。きっと彼なら私のすべてを包み込んで大切にしてくれるはず。きっと愛を交わす喜びを、教えてくれるはず。

　彼の私を見る眼差しと、私に触れる優しい手で、それを確信した。

　私の気持ちを見抜いたのか、彼は額に小さなキスを落とすと、ベッドサイドに置いてあったコンビニの袋に手を伸ばす。ガサゴソとビニール袋の音がしていたけれど、私は天井を見つめて深呼吸をした。心のこわばりは解けたけれど、身体のこわばりはなかなか解けない。

　彼が正面から私の顔を見る。

　とうとう……あ、だけど本当に大丈夫かな!?　痛い？　いや、みんな我慢できてるし。でもやっぱり痛いよね、絶対……。

「ブッ……。あはは。お前、全部顔に出すぎだ」

　急に深沢課長が吹き出し、私は慌てて両手で顔を覆った。

　せっかくのロマンチックな雰囲気が台無しだ。

「緊張してるのに、笑わないでください！　深沢課長は慣れてるかもしれないけど、私は初めてなのに」

「初めてだよ」

　それまで笑っていたのに、一気に真剣味を帯びた優しい声になった。

　思いがけない言葉を聞き、私は顔を覆っていた手をどけて目の前の深沢課長を見る。

　彼に甘い笑顔で柔らかく頬を撫でられ、心が震えた。

「手を出すまで、こんなに時間がかかった女は初めてだ。それぐらい絶対欲しかった。もういいだろ……おしゃべりはおしまいだ」

　絶対欲しい――自分がそんな風に好きな人から思ってもらえるなんて……。幸せで胸がいっぱいになる。

　彼がキスしようと迫ってくるけれど、もうひとつどうしても確認しておきたいことがあり、それを阻止した。

「いつから私のことが好きだったんですか？」

「お前、この状況で男を我慢させるとか、なんの拷ごう問もんだよ」

　深沢課長は覆いかぶさったまま視線を私からそらして、ぼそっとつぶやいた。

「もうずっと前からだ。お前が俺を好きになるよりもずっとな」

　頭をかいた彼の姿が、どこか恥ずかしそうだ。

「ずっと前？」

「それについては、またあとで。もう限界なんだよ、早くお前の中に入りたい」

　彼が私を好きでいてくれた。そして欲しいと言ってくれている。

「……お手柔らかにお願いします」

　私は覚悟をして、彼を見つめた。

「そんな可愛い顔されて……。手加減できるわけないだろうが。これからしっかり〝手ほどき〟してやるから、全部忘れるんじゃないぞ」

　そう言った彼の唇が私の唇と重なったと同時に、私たちはひとつになったのだった。







第五章　本物の恋　Ｓｉｄｅ郡司













　菅原を初めて見かけたのは、転職後一ヶ月のことだった。

　同じ営業職での転職で、業界も同じとはいえ、会社が違えば商品も違う。社風など慣れなければどうにもならないものもある。

　しかし、ヘッドハンティングされてきたという手前、すぐに実績を出さなければならない。張り詰めた毎日で気疲れしていた時に、給湯室から聞こえてきたのが彼女の鼻歌だった。

　ちょっと調子が外れていたせいか、なんだか気になって中を覗いてみると、嬉しそうにシンクを磨いている姿が目に入った。事務の社員はまだほとんど出社していない朝早い時間に、楽しそうに雑用ともいえる仕事をやっているのが印象的だった。

　その日、俺はなんとなく……ただ本当になんとなく廊下の壁にもたれて彼女の鼻歌を聞いていた。

　それからも時々、そこを通りかかると給湯室から鼻歌が流れてきた。コンビニで流れるような流は行やりの曲の時もあれば、ＣＭソングだったり、時には演歌だったり……。

　いつしか俺は、たまに聞く彼女の鼻歌を楽しみにしていた。そして気がつけば、一日中脳内でその歌を再生しているようになっていたのだ。

　彼女がどこの部署にいるのかはあまり時間を置かずにわかった。経理課へ行くとすぐにカウンターに出てきてくれるのが彼女、菅原だった。

　自分の仕事の手を止めるのを嫌がる奴が多い中、後輩がその場にいたとしても率先して笑顔で応対してくれる。処理も的確で彼女に任せておけば安心だった。

　そしてある目的のために経理課へと異動になった時にも、変わらぬ笑顔で俺を迎え入れてくれた。

　それから時は流れ、仕事と俺の本当の任務を果たすために奔走しているうちに、彼女が他の男のものになっていた。上司面して相談に乗ってやるなんて言ったけれど、心穏やかに聞いていられなかったのが本当のところ。

『お前の悩み、俺が全部解決してやるよ』

　部下思いのいい上司を演じながら、つまらない男から彼女を奪う決心をした。

　しかし……思っていたよりも菅原は難攻不落だった。

　彼女の美点である〝真面目〟が恋愛にも大きく影響を及ぼしていたのだ。必死で中村を好きでいようとする姿は、自分で自分の首を締めているように俺からは見えた。〝真面目〟もここまでとは、さすがの俺も思ってもみなかった。

　それまで、本気の恋愛も遊びの恋愛もそれなりにやってきた。けれど、次第に仕事に追われるようになり、そんなことに時間を割くことができずにいた俺にとって、久しぶりの気になる相手だった。

　いや、きっとそれ以上だ。

　転職してからの数年は俺の人生を左右する大事な時期だ。それにもかかわらず〝欲しい〟と思ってしまうほどの相手――それが菅原だった。




　まさかこの俺が、好きな女が他の男のために作った弁当を食うことになるなんて、人生なにが起きるかわからないな。

　菅原が中村に作った弁当を食べ終わり、ため息をつきながら階段を下りた。なんともいえない気持ちを落ち着かせるために、コーヒーを買いに休憩ブースへと向かう。

　するとそこには先客がいた。

　その顔を見て、思わず眉根を寄せそうになったけれどなんとか耐えた。

「お疲れ様です。深沢課長がどうしても私に奢りたいって言うなら、もらってあげますよ」

「それは、やんわりとしたユスリだよな？」

　金子は同じ経理課の古株で頼れる存在だ。物言いや態度はでかいが、仕事は早いうえに正確で、他の社員からの信頼も厚い。

　しかし、勘の鋭い金子が俺は少々苦手だった。

　俺は金子のリクエストに応えて、自動販売機に金を入れる。すると彼女は「ありがとうございまーす」と言いながら、遠慮なくボタンを押した。

「しかし、深沢課長いいんですか？」

「なにがだ？」

　お互いブラックコーヒーを飲みながら、窓の外を眺め、話をする。

「千波のことですよ。あのまま中村くんと付き合っててもいいんですかね？」

　俺にそんな話をするなんて、どういう意味だ？

　しかし、金子相手に下手なことを口にするべきではない。

「プライベートなことだ。本人たちの好きにすればいいだろう」

　まるで興味のない風を装って、そっけなく答えた。

「ふーん。そうなんだ。まぁ他人が口を出すことじゃないんですけどね。深沢課長なら千波が傷つくの見てられないと思ったのにな」

　思わせぶりな言い方をしながら、俺の顔を見てニヤついている。

　図星だ。この洞察力並じゃない。コイツを敵に回すと面倒だな。

　菅原への気持ちは隠しているつもりだったのに、こんなに簡単にばれるだなんて俺も間抜けだ。

「それに私、中村くんあまり好きじゃないんですよね。裏表ありすぎて」

　ぽそっとつぶやいた言葉に、どこまでなにを知っているのか、思わず問いただしそうになる。

　観察眼の鋭さに驚きながら、普段から俺の仕事を近くで見ている金子なら、俺がこの会社に来た本当の理由に、なにか気づいているかもしれないと思った。しかし不確かな状態で、今その話題に触れるべきではない。

　俺は菅原のことに話を戻して、相変わらず自分には関係ないことのように振る舞う。

「そうか。だったらお前が菅原に忠告してやればいいんじゃないのか？」

　俺が問いかけると、ちらりとこちらを見てから視線を窓の外に移した。

「千波が聞くと思います？　今のあの子は恋に恋してる中学生状態だから、周りが反対すればするほど燃え上がります」

「そうだろうな」

　だから俺は、まどろっこしいことをしながら、菅原が俺を好きになるようにしむけているんだ。

「私は、深沢課長を全力で応援します」

　にっこりと笑った顔は、どう見ても今の状況を面白がっていた。

「なんのことだかわからないが、とりあえずお礼だけは言っておく。ありがとう」

　俺はそう言い残すと、ボロが出ないうちに金子から離れた。




　じめじめとした六月――俺の心の中にも暗あん雲うんが立ち込めている。

　定時後の休憩ブースで、俺は今にも泣きだしそうな菅原を追い返した。アイツの顔を歪ませたのが俺だと思うとやりきれなくなり、窓枠に手をかけて、大きなため息をついた。窓の外は曇り空で、今にも雨が降りだしそうだ。

　……なにやってんだよ。

　自分で自分に突っ込まずにいられない。

　総務課の大西に告白される、という気まずい場面を菅原に見られてしまった。

　まさか会社で告白する奴が今時いるとはな。仕事の場所だということを忘れてるんじゃないのか。いや、大西にあたるのは筋違いだってわかってる。大西からの誘いをのらりくらりとかわしてきた自分にも責任があるのだ。

　さっき手渡された資料が手の中で皺になる。

　菅原はやっと中村の態度に疑問を持ち始め、それと同時に俺に気持ちが少しずつ向いてきている。しかし、そこからまったく動きがないことに苛いら立だちを覚えていた。

　痺れを切らした俺は『あの子と付き合ってもいいんだな？』なんて心にもないことを言って菅原を追い詰めた。

　きっとまだ菅原の中で、俺への気持ちは確かなものではないはずだ。そんな時に混乱させるようなことを言うべきじゃない。

　わかっている……しかし、いつまでも俺の気持ちにも、そして変わりつつある自分の気持ちにも気がつかない彼女にやきもきしていた俺は、つい感情的になってしまったのだ。

「はぁ……なにやってるんだよ、俺」

　ガラスに映った自分の顔が、いまだかつてないほど情けなく見えた。




　一泊二日の社員旅行を終えて、駅に降り立った。ここから社員は各々自宅へと帰る。

　菅原は金子や加藤と在来線のホームへ移動するようだ。その後ろ姿を見届けてから中村を探すと、ちょうど改札へと階段を下りている姿が目に入った。

　ひと言、話をしておいたほうがいいだろう。

　俺は改札を出たところで、中村に追いつき声をかけた。

「ちょっと、いいか」

　俺が背後から呼び止めると、中村は振り向いた瞬間、露骨に嫌な顔をした。

「俺、気分が悪いんで早く帰りたいんスけど」

「俺も同意見だが、少しだけ時間をくれ」

　しぶしぶ話をする時間を作った中村と、通路の端で対峙する。菅原への今までの態度を思うと、怒りが込み上げてきたが、抑え込んで冷静でいるように努めた。

「話は他でもない、菅原のことだ。今まで散々、彼女のことを振り回してきたんだ。今後そういうことはないようにしてもらいたい」

「は？　あんなつまらない女、もう構うわけないじゃないですか」

　馬鹿にしたように笑う中村の態度にカチンときたけれど、ぐっと拳を握って耐えた。

「そういう言い方を今後一切しないでもらいたい」

「つーか、深沢さん、もう千波ちゃんとヤッたんですか？　ちゃんとできました？」

　下げ衆すな笑いを浮かべる中村の顔を殴ってやりたい衝動に駆られた。コイツの口から彼女の名前が出てくるだけで反へ吐どが出そうになる。

「菅原をお前と一緒にするな。彼女の他にも女がいるんだろう？」

　怒りに満ちた視線を投げかけ、牽けん制せいする。

　一部の社員のあいだで、中村の素行の悪さを指摘する噂が流れている。表面上見せている爽やかな表情とは別に、冷酷な一面も持っているらしい。俺もそれには薄々気がついていたし、勘の鋭い金子もコイツをよくは思っていなかった。

「だとしたら、どうなんですか？　あの女だって俺とちゃんと別れる前に、アンタとできてたんですよね？」

　まだ懲こりずに歪んだ笑みを浮かべている中村に、手を出さないようなんとかこらえた。

「勘違いするな。彼女はあくまで、お前と線を引くまではきちんとしていたぞ。俺が待ち切れなかっただけだ」

　実際、今のところ俺と菅原は本当は関係ない。しいて言うなら〝ツバ〟をつけた程度だ。

「どうして、深沢課長ほどの人があんな女にこだわるんですか？　マジでなんもできないですよ。経理課だっていうからちょっとは役に立つと思った……っ」

　それまで流りゅう暢ちょうにしゃべっていた中村が、急に言葉を詰まらせ顔色を変えた。その表情から、思わず口を滑らせたということがわかった。

「菅原がなんの役に立つって言うんだ？」

　ここぞとばかりに追い詰めようと、俺は中村に迫る。

「役に立つっていうか……」

　さっきまで噛みつかんばかりの勢いで話をしていたのに、急にトーンダウンした。

「とにかく！　あんな女、ここで俺たちが言い争いする価値なんてないですよ」

　取り繕つくろうように笑う姿から、話を切り上げようとしているのがわかったが、今日は菅原に対しての態度を改めるように言うのが目的だ。

「そういうことを、これから先、気安く口にするな。アイツはもうお前のものじゃない。〝俺の〟だ。言っておくが俺は自分のものをそんな風に扱われるのは我慢ならない」

　しっかりとわからせるように低い声で告げ、また一歩中村に詰め寄った。

「今後そういうことがあれば、全力で潰しにかかるぞ。覚えておけ」

「は……。なに熱くなってるんスか？　もういいですか」

　虚勢が続かなくなったのか、中村は明らかに目を泳がせ、俺の返事を待たずに踵を返して出口に向かう。

　俺も今日はこれ以上深追いするつもりはなかった。とりあえず、どうにか菅原をスタートラインに立たせた。あとは、俺に向かって走ってくるだけでいい。

　しかし、それは一体いつのことになるのか。

　自分では辛抱強いほうだと思っていたが、中村という枷かせがなくなった今、俺はそれほど長く待てそうになかった。




　神様がくれた、仙台でのふたり初めての夜を過ごした翌朝。

　菅原は俺の腕の中でぐっすりと眠っていた。未明まで見せていた女の顔とは違う、そのあどけない表情は俺の庇ひ護ご欲よくを満たした。

「やっと、俺が好きだって認めたな」

　軽く鼻をつまんでやると、顔を歪ませた。彼女のそんな表情さえも貴重に思える。

　正直、今日俺と泊まることを彼女自身に選択させたのは、男として卑ひ怯きょうだったのかもしれない。だが中村との付き合いの始まりを考えると、菅原には、流されて俺のところに来るのではなく、自らの意志で俺のものになってほしかった。

　相手に合わせようとするのは彼女のいいところだと思うけれど、俺との恋愛にそれは必要ない。もっと自分中心で、わがままでいてほしい。俺はそのすべてを受け入れるつもりだった。肩肘張らずに彼女が思ったことを口にできるようなふたりでいたかった。

　これからの俺の人生、隣を歩いてほしい。これから先大きな荷物を背負う俺を、いつも笑顔で迎えてほしい。

　気持ちよく眠る彼女に手を回し、柔らかい身体を抱き締めた。

　しかし……思っていたよりもチャンスが来るのが早かったな。

　面倒な問題がきちんと片づいてからと思っていたけれど、好きな女を自分のものにする機会を逃すほど馬鹿じゃない。

「いつかちゃんと話すから、それまで待ってろよ」

　耳元でささやくように言うと、菅原はくすぐったそうに肩を上げる。

　その表情が俺のいたずら心に火をつけた。

　耳の形をなぞるように舌を這わせると、びくっと身体を揺らし目を覚ます。

「深沢課長……なにやってるんですか？」

　眠いのか、目をこすりながら肘をついて身体を起こす。

「んー、俺のことほったらかして、すやすや寝てる彼女に制裁を加えてるところ」

　抗議の声も気にせずに、身体を起こした彼女をもう一度寝かせると、首筋を舐なめ上げた。クスクスと笑い声を上げる彼女が愛おしい。これじゃ全然制裁にならないけど。

「そうだ……深沢課長。昨日途中で終わっちゃった話なんですけど、いつから私のこと好きだったんですか？」

　菅原が俺の様子を窺いながら聞いてきた。

「さぁ、いつだっけな。最初に好きになったのは、お前自身じゃなくて、お前の調子の外れた鼻歌だけどな」

　思い出してつい笑ってしまう。

「え？　どういうことですか!?　私、鼻歌なんていつ歌ってましたか？」

　記憶をたどっているみたいだが、まったく思いあたらないようだ。あんなにしょっちゅう歌っていたのに、まさか自覚がなかったとはな。

「きっと、お前が予想してるよりもずっと前だと思う。ちなみにお前が俺のこと好きだってことも、お前よりもずいぶん前にわかってたからな」

　柔らかい菅原の髪を撫でながら言うと、本気で驚いた様子の彼女は、勢いよく身体を起こして俺の顔を見降ろした。

「私よりも前って、そんなのどうやって知るんですか!?」

「わかるんだよ。お前のことならなんでも」

　菅原の頬に手を伸ばす。無意識だろうか、まるで猫のように俺の手に頬を寄せる彼女が心を和ませる。

　ずっと見てた……とは、あえて言わないけどな。

「深沢課長すごいですね。エスパーみたい」

　柔らかい気の抜けた笑顔で俺を見る菅原を、ギュッと抱き締めた。

　そして〝あのこと〟をいつ話すべきなのか悩む。これからずっと俺と一緒に歩んでほしい彼女には、きちんと説明しなくてはいけない。

　でも……まだ時期尚早だ。そして、アイツのこともきっちり片をつけなくちゃならない。それまでは、彼女に負担をかけないようにしなくては。

「深沢課長……どうかしましたか？」

　どうやらじっとひとりで考え込んでしまったみたいだ。

　俺は彼女の前髪をそっとかき上げると、引き寄せてそこに小さなキスをひとつ落とした。

「それより、ふたりだけの時も〝深沢課長〟って呼ぶつもりか？」

「え……変ですか？」

　きょとんとした顔で聞いてくる。

「仕事中に部下と悪いことしてるみたいで嫌だ。〝郡司〟って呼んでみろよ」

「そ、そんな急に！」

　名前を呼ぶだけなのに、顔を真っ赤にしている菅原がおかしくて、ついついからかってしまう。

「じゃあ、呼ばなくてもいいけど、その代わりにお前からキスして」

　彼女の腰に腕を回して、逃がさないように抱き締めた。

「キ、キス!!」

　目を皿のようにして驚く様子を見て、思わず吹き出しそうになってしまう。

「さぁ、優しい俺はふたつ選択肢を出してやったぞ。ほら、どっちにするんだ。俺はどっちでもいいぞ」

　試すような視線を投げかけ、ドギマギしている彼女を見て楽しむ。

　追い詰められた彼女は、真っ赤な顔で「郡司さん」とつぶやいた。ちらっと無意識の上目遣いで俺を見る姿は、誘っているとしか思えない。

「よくできました。じゃあ、キスは俺からな」

　返事なんて待っていられない。やっと自分の中に囲い込んだ悩める子羊を、散々可愛がって甘やかしてやるつもりだ。







第六章　恋とチョコレート













　あっという間に二月に入り、コンビニにたくさんのチョコレートが陳列される時期になった。

　そして今日は郡司さんと過ごす、初めてのバレンタインデー。

　うちの会社には、義理チョコを配る習慣は私が入社した当時、もうすでになかった。噂では美月さんと加藤さんが廃止したとまことしやかにささやかれているけれど、真偽のほどは確かめていない。

　でも私は今日、チョコレートを準備してきていた。

「あの……これ。お口に合うといいんですけど」

　デスクに持っていくと、美月さんは驚いた顔をして私を見上げた。

「いいの？　これ、《ソレイユ》のチョコレートじゃないの!?」

　美月さんが驚くのも無理はない。ソレイユとは、超がつくほどの高級チョコレート店で、この時期になると毎日行列が途切れることはない。

「実は、このあいだたまたま入った百貨店のバレンタインフェアで、取り扱ってたんです。もちろん並びましたよ」

　ちょっと得意げに話す私の顔を見て、美月さんが喜びの声を上げた。

「千波～なんていい子なのっ！」

　感極まった美月さんが私を抱き締めたまま、いつもよりも気持ち小さな声で尋ねてくる。

「で、深沢課長にはなに渡すの？　やっぱり裸にチョコレート塗って……食・べ・て？　作戦？」

　私をからかうように言う美月さんの言葉を聞いて、思わず頬を赤らめる。

「美月さんっ！」

　いくらなんでも仕事中にする話ではなく、私が慌てると美月さんはケラケラと笑っていた。

「図星だった？」

「そんなこと、しませんからっ！」

　慌てふためきながら必死に否定していると、ふと美月さんの肩越しに仕事中の郡司さんが見えて恥ずかしくなる。

「あれ？　顔真っ赤にしてどうしたの？」

　ますます面白がる美月さんに、私はお手上げ状態だ。

「もう、これ以上意地悪しないでください。ちょっとお茶淹れてきます」

　私は逃げるようにして給湯室へと向かった。

　自分のマグカップを用意して、お気に入りのジャスミンティーのティーバッグを準備する。そしてポットからお湯を注いで時間を置いているあいだに、からかわれて赤くなった頬を扇いで冷ました。

　今日は就業後、郡司さんの部屋へ初めて伺う予定だ。ここのところすごく忙しそうにしていて、まともなデートは実はまだしていない。社内恋愛のいいところは、忙しくても顔が見られることだけど、やっぱりそれだけじゃ物足りない。

　あまりに楽しみで思わず鼻歌を歌ってしまう。バレンタインの時季になるといつも流れる曲が自然と口をついて出てきた。

「ほら、歌ってる」

「ひっ！」

　急に話しかけられて驚き、入口を見ると、ニヤニヤと笑う郡司さんが立っていた。

「いつも、ちょっとだけ音程が外れてるんだよ。自覚ある？」

「あったら、直してますよ……すみません聞き苦しくて」

　確かに歌うのは好きだけど、うまいわけではない。

　肩を落とす私の顔を、郡司さんが覗き込んだ。

　あれ？　なんか不機嫌かも……。

「それより、俺の目の前で俺以外の人間にチョコレート渡すって、どういうことだよ？」

「どういうって……美月さんですよ？」

　そんなことを言われるとは思ってもみなかった私は、びっくりして声を上げた。

「だとしても、俺より先にもらってるのがムカつくんだよ」

　なんてわがままなんだろうか。でも、そういう一面を見られて嬉しい。

「じゃあ、来年は深沢課長に一番に渡しますね」

「あぁ、そうしてくれ」

　満足したような笑みを浮かべると、郡司さんはなにか思い出したのか話題を変えた。

「そうだ、今日の約束少し時間ずらしてもいいか？　野暮用ができた。そんなにかからないと思うから、どっかで時間潰してくれ」

「はい。いいですよ」

　郡司さん、相変わらず忙しいんだ。そう思い、深く考えずに返事をした。

「俺も終わったらすぐに連絡するから。じゃあな」

　軽く手を上げて、給湯室から出ていった。

　ちょっと残念だけど、会えないわけじゃない。郡司さんのことだから、さっさと用事を済ませて私のもとへと来てくれるはずだ。




　そして、定時を迎えると郡司さんはすぐに帰る準備を始めた。コートを羽織った彼は、まだ仕事をしている私の後ろを通過する時に、頭をポンッと叩いてからフロアを出ていく。

　それが『また、あとで』と言われているような気がして、嬉しくなり思わずにやけてしまう。

「仕事中に、ニヤニヤしないでくださーい」

　美月さんに指摘されて、顔をもとに戻した。

「すみません」

「まぁ、いいけど。チョコレートももらったことだし」

　美月さんはニコニコと上機嫌だ。

　ここにきて、あの義理チョコが功を奏するとは思ってもみなかった。

「それに、千波が幸せだったらそれでいいよ」

　パソコンの画面を見ながらだったけれど、美月さんの思いのこもった言葉に胸が震えた。

「ありがとうございます」

　中村くんとのことでは、ずいぶん心配をかけたと思う。言葉はキツい美月さんだけれど、いつも私を気にかけてくれた。そして誰よりも、私と郡司さんがお付き合いをするようになったことを喜んでくれている。

「いいのよ、別に。今度、深沢課長にビール奢ってもらうから」

　肩をすくめる美月さんに「そうしてください」と返しておいた。




　私は切りのいいところまで仕事を終わらせると、机の周りを片づけた。

「お先に失礼します」

　部署のみんなに声をかけると「お疲れ～」と声が返ってくる。

「楽しんでおいで。ハッピーバレンタイン」

　軽く手を振る美月さんに見送られて、私はロッカーへと向かった。

　いつもは昼休みにしかしないメイク直しをきちんとして、鏡で何度もチェックする。仕事帰りなのでそこまでおしゃれはできないけれど、お気に入りのコートと買ったばかりのブーツを履いて、デートの準備をした。

「チョコレートもＯＫっと」

　私はロッカーに忍ばせておいた紙袋を手に取る。

　その中には、少し不格好だけど、一生懸命作った郡司さんに渡すチョコレートが入っている。美月さんと同じソレイユのものを渡そうとも考えたけれど、郡司さんは下手でも手作りがいいと言ってくれると思い、昨日の夜頑張って作ったのだ。

　喜んでくれるといいんだけどな。

　時間はまもなく十九時になろうとしていたけれど、まだ郡司さんからの連絡はない。

　そうだ……昨日、チョコレート作るの結構楽しかったから、今度は別のお菓子にも挑戦したいな。連絡が来るまで、駅前の本屋さんでレシピ本を探そう。

　私はそう決めると、会社を出て駅のほうへと向かった。歩いているあいだも、色々と妄想が広がる。

　なに作ろう……。シフォンケーキにチーズケーキ、シュークリームなんかも作ってみたいな。上手にできたら、郡司さんに食べてもらおう。

　相手がいると途端に料理もお菓子作りも楽しくなる。それを教えてくれたのも郡司さんだ。

　吐く息は白くてとても寒いけれど、それも気にならないくらい私はウキウキとした気分で、バレンタインで賑わう街を歩いていた。

「あれ……郡司さん？」

　ふと反対側の歩道を見ると、そこに見慣れたスーツ姿を見つけて駆け寄ろうとする。

　けれど、私はすぐに足を止めた。彼のすぐ隣には、女性の姿があったから。

　あの人……前も一緒にいたショートカットの人だ。そういえばこのあいだ目撃した時も、あのカフェの出口にふたりは立っていた。

　どうしたらいいのかわからず、立ち止まったままふたりを見つめていると、郡司さんの手に有名な洋菓子店の紙袋が握られていることに気づく。たぶんチョコレートが入っているのだろう。

　私と会うのを遅らせてまで、彼女に会う理由はなんなの？　仕事の関係者？　でもチョコレート渡す？　それに、会社はすぐそこなのに、こんな場所で会うだろうか？

　嫌な想像しかできず、私は彼に見つからないようにその場を立ち去った。

　すぐに現場から離れたほうがいいとは思うけれど、色々なことが頭を巡り早く歩けない。さっき目指していた本屋さんが目の前にあったけど、私は中に入らずに今あった出来事を思い出していた。

　考えすぎ……なんでもない。

　そう思うけれど、あの光景が頭をもたげて、落ち着こうとしている自分を邪魔する。

　その時、コートのポケットでスマホが震えていることに気がついた。取り出してみると、画面には『郡司さん』と表示されている。けれど、私はそれを眺めたまま、通話ボタンをタップできないでいた。

「おい、なにやってるんだ？」

　ハッとして声が聞こえたほうへ顔を向けると、そこにはスマホを持つ郡司さんが立っていた。私を見かけて走ったのか、息が少し上がっている。

「どうして電話取らないんだ？」

　駆け寄ってくる郡司さんの言葉はいつも通りのはずなのに、なぜか私が責められているような気がしてくる。

『取らなかったんじゃなくて、ショックで取れなかったんです』

　そう口をついて出そうなのを我慢して、唇を噛んだ。

　近づいてきた郡司さんは、すぐに私の手を取って顔をしかめる。

「なんでこんな寒い外で立ってるんだ。中で待てばいいだろう？」

　心配してくれているのがわかるのに、脳裏に浮かぶさっきの光景が頭の中を覆い尽くしていく。

「ほら、行くぞ」

　そう言って手を引かれたけれど、私の足は頑なに動かなかった。

　そこでやっと郡司さんは、私の様子がおかしいことに気がついたみたいだ。

　繋がれていた手を振りほどいて、私は自分の背中に隠した。いつもみたいに強引に連れ去られては困るから。

「どうしたんだ。なにかあったのか？」

　郡司さんは、窺うような視線を私に向けた。

　女性と一緒にいる現場を見たことは、言わないでおいたほうがいいのかもしれない。

　そう思った時、ふと彼が手に持っている有名な洋菓子店の紙袋が目についた。それを見て、胸がすごく苦しくなった。

　私の持っている紙袋には、初めて作った彼へのチョコレートが入っている。なのにどうして今、彼が持っているのは他の人からもらったチョコレートなのだろうか。

「……その紙袋の中身、チョコレートですよね？　誰からもらったんですか？」

　気がつけば、私は郡司さんを問い詰めていた。

　でも恋愛において〝話し合うことが大切〟だと私に教えてくれたのは郡司さんだ。きっとこれで正しい。

　いつもと様子の違う私に、彼は最初目を見開いたけれど、そのあとはいつも通り笑顔になる。

　それが余計になにかを隠しているように思えてしまう。

「なんだよ、ヤキモチか？」

　面白がるように一歩近づいてきた郡司さんから離れるように、一歩あとずさった。目の奥が熱くなって、泣きそうになるけれど、なんとか耐えて口を開く。

「誰と会ってたんですか？　私、見たんですよ。ショートカットの女性といるの」

　郡司さんは息を呑み、顔をこわばらせる。

　そんな彼の反応から動揺しているのが見て取れた。

　すぐに、誰か言えないような人なんだ……。

　涙がこぼれそうになるのをぐっと我慢して、私はチョコレートを郡司さんに押しつけ、その場を駆けだした。

「おい、違うんだ。ちょっと待っ――」

　私を呼び止める郡司さんの言葉を振り切って、涙をこらえながら必死に走る。今日のために下ろしたブーツが目に入り、切なくなった。

　……こんなはずじゃなかったのに。

　今頃、食事をしてチョコレートを渡して、彼の部屋で楽しく過ごしていたはずだ。でも実際の私は寒空の下、ひとりで泣きそうになりながら走っている。

　いつもよりも風が冷たく感じた。

　街を歩くカップルがみんな笑顔で幸せそうに見え、街路樹に飾りつけてあるイルミネーションが涙でにじんだ。




　翌日――。

　嫌でも、顔を合わせないといけない。それが社内恋愛のつらいところ。

　いつもよりも一本電車を遅らせはしたけれど、そんなことをしてもどうにもならない。少しばかり遅れて、日課の朝の準備を始めた。

　あれから、電話が何回もかかってきたけれど、本当のことを知るのが怖くて出ることができなかった。

　どんな顔してフロアに入ればいいんだろう。

　どうすればいいのかわからない私は、結局他の経理課のメンバーが出社するまで、給湯室で時間を潰した。おかげで、今日の給湯室は大掃除の次の日のように綺麗だ。

　始業までにデスクで色々と準備をしなければならず、これ以上遅くなると仕事に差し支えるため、私はキョロキョロと廊下を歩いて開いている扉から中を覗き込んだ。

　やっぱり……いるよね。

　まもなく仕事が始まる時間なのだから、いてあたりまえだ。しかし、彼がいると思うと、なかなか足を踏み入れることができなかった。

「なにやってるんスか？」

「ひゃあ！」

　背後から声をかけられ、驚いて振り向くと、そこには坂田くんが立っていた。

「きゅ、急に声かけないでよ」

「いや、さっきからずっとここに立ってるから」

「しー！」

　そんな大声で話すと中に丸聞こえじゃない！

　恐る恐る中を覗くと、郡司さんを始め、経理課メンバーがこちらに注目していた。私は仕方なく「おはようございます」と小さな声で挨拶をして、デスクへと向かう。

「今日はずいぶん遅いわね。昨日は楽しかった？」

　私に身を寄せて小声で話しかけてきた美月さんに、「まぁ……」とあたり障りのない返事をしてお茶を濁す。

　私は自分の席に着くと、すぐにパソコンを立ち上げた。画面にパスワードを入力するが、二度もタイプミスして弾かれる。たまたま私の後ろを通りかかった美月さんが〝ポーン〟というその音を聞いて、こそこそと話しかけてきた。

「仕事できないほど昨日の夜の深沢課長、激しかったの？」

「ち、違いますよ。なんでもないです」

　見当違いの話を否定して、その場をなんとかごまかすと、仕事に取りかかった。




　バタバタと忙しくしている時はいいのだけれど、ふと空いた時間に女性とふたりで歩く郡司さんを思い出してしまう。

　あれから仕事以外では郡司さんのことを避けている。そんな私の態度を見て、彼も私を無理に呼び止めるようなことはしなかった。

　このままどんどん時間だけが過ぎていくのかな。なかなか眠れなくて、ベッドで何度も寝返りを打つ日が続いた。

　一週間ほど経った時、限界を迎えた私は美月さんに助けを求めた。

　その日の仕事終わり、私は早速時間を作ってくれた美月さんに相談していた。

「で、その場から逃げ帰ってきたってわけ？」

「……はい」

　美月さんは缶ビールを片手に、ソファの上であぐらをかいている。

　旦那さんが出張中だという美月さんは、私の相談に乗ることを快く引き受けてくれて、自宅マンションへと招いてくれた。

　私も渡された缶ビールに、ちびちびと口をつけ、バレンタインデーの出来事を話す。

「ようするに、深沢課長が千波の知らない女と会ってたってことだよね。一度ならず二度までも」

「まぁ、そういうことです。今回は、私との約束を遅らせてまで会ってたんですよ」

　ついつい口調が愚痴っぽくなってしまう。

「そうか……まぁ、それはアンタを部屋に泊めるつもりだったんだから、向こうの用事を先に済ませるのはわかるけど。つーか、深沢課長も可哀想だな。やる気満々だっただろうに……バレンタインにひとりで処理……」

　なにかよからぬ想像をしているのか、美月さんがニヤッと笑った。

「美月さんっ！」

　声を上げた私は、話が脱線しそうになるのを慌てて軌道修正する。

「と、とにかくですね。わざわざバレンタインデーにふたりで会うなんて、きっとただの友達じゃないですよね」

　思わず手に持っているビールの缶を、ペコペコへこませがなら話をした。

「んー、確かにね。でも呼び止めたということは、話す意思はあったんじゃないの？　それなのに千波が動揺して逃げだしたんだよね？」

　美月さんは、いつも通り冷静に、私に言い聞かせるように話した。

「はい」

「だったら、千波が悪い。信じてちゃんと話を聞くべきだったわ」

　私は美月さんの言葉に耳を傾けた。

「深沢課長にはなんらかの理由があったんじゃないの？　そうだとしたら、ちゃんと謝ってもう一度話を聞かなきゃ。それともこんなくだらないことで、別れてしまってもいいの？」

「それはダメです！」

　勢いよく否定した私を見て、美月さんが笑う。

「そうでしょう。相手を信じられないならこの先はないわよ。たとえ夫婦になったとしても、簡単に話せないこともあるんだから」

　私のことを心から心配してくれているのが、その表情からわかる。

　夫婦になっても、か……既婚者の美月さんが言うと説得力がある。

「恋人同士や夫婦なんて所詮他人なんだから、お互い歩み寄る努力をしないと、すぐに破は綻たんしてしまうわ。一緒にいたいならその努力を続けないといけないのよ。わかった？」

　人差し指を私に突きつけた美月さんは「はい」と答えた私に満足して、笑顔になった。

「私、郡司さんと思いが通じ合って少し傲慢になっていたのかもしれません。郡司さんにだって、色々あるってことは理解していたはずなのに」

　彼の気持ちを考えてあげられていなかったと、反省して目を伏せた。

「まぁ、深沢課長ぐらい、いい男になると、ひとつやふたつ耳を塞ぎたくなるような過去もあるだろうね」

　ビールを呷あおる美月さんにあっけらかんと言われた。

「う……」

　キツい言葉が胸に刺さり、ガクンと肩を落とした私の口には、真正面から美月さんの好物のチーズ鱈たらが押し込まれた。

「なーに、へこんでんのよ？　深沢課長を選んだのは千波だし、千波を選んだのは深沢課長なのよ。お互いの選択に自信を持ちなさい」

「ふぁい」

　私は口の中のチーズ鱈を咀そ嚼しゃくしながら返事をした。

「しかし、千波も成長したわね。っというか、これも深沢課長の愛のおかげかしら？」

　美月さんは、腕を組んで感心したような表情を浮かべている。

　どういうことだろうか。郡司さんを信じられなくてここに駆け込んできた私のどこに成長が感じられるんだろう？

「中村くんの時は、ずっとひとりで耐えてたでしょ？　なんでも黙って我慢してた。でも、最後逃げてしまったとはいえ、今回はちゃんと自分の〝知りたい〟って気持ちを深沢課長に伝えられた。それだけでもずいぶん成長したと思うよ」

　美月さんは一本目の缶ビールを一気に飲み干し、二本目に手を出していた。

「言われてみれば、そうですよね。以前の私なら、波風立てないように必死で我慢していました」

　思い返してみれば、中村くんには最後までちゃんと気持ちをぶつけられなかった。別れ話の時も、結局自分の気持ちをきちんと話せずじまいだったし……。

　そう思えば、付き合い始めてまだ一ヶ月くらいにもかかわらず、自分の思いを郡司さんに伝えられた。

「でも、私が成長したんじゃないと思います。きっと……相手が郡司さんだから、安心して自分の気持ちを見せられたんです」

　頭の中に、郡司さんの顔が思い浮かんだ。

　きっと、他の人じゃダメだ。〝好きだ〟と伝えた時も〝嫌だ〟と伝えた時も、彼だから受け止めてくれると思ったのだ。

「それだけちゃんと甘えさせてくれてるってことね。大切にしなくちゃ深沢課長のこと」

　諭すように言われた私は、素直に頷いた。

「はい」

「でも、本来の千波らしいよ。素直で真面目に相手に向かい合って。本当の自分で恋愛できるって一番大切なことだからね」

　美月さんは念を押すように、改めて大切なことを思い出させてくれた。

「美月さんに話を聞いてもらって、落ち着きました。もうちょっと、自分でも考えてみます」

　この部屋に来た時とは、まったく違う前向きな気持ちになれた。美月さんには感謝しかない。

「さぁ！　こういう時はお酒に限るわ。旦那が出張で絡む相手がいなくて寂しかったのよ。千波が来てくれてちょうどよかった」

　そう言った美月さんは「飲むわよー！」と言い、髪をシュシュで束ねた。

　郡司さんが会っていた相手が誰かはわからない。根本的なことはなにも解決していないけれど、美月さんのおかげで少し気持ちが楽になった。

　明日郡司さんにちゃんと謝らないと。

　私は美月さんが差し出してきた缶に、自分の持っていたのをカチンと合わせ、ぬるくなったビールを喉へと流し込んだ。




　そして翌日――。

　肝心なことを忘れていた私は、机に突っ伏して自分を呪っていた。

　朝、誰も来ていないあいだに謝ろうと、いつも以上に早く出社したのに……。

　課内の行動予定表を見て愕がく然ぜんとする。

【深沢・大阪出張】

　何度見てもそう書いてある。確か日帰りの予定だけど、終日本社にはいない。

　どうしてこんな大事なことを忘れていたんだろう。

　そもそも郡司さんが忙しくて、ほとんど会えない中、やっと予定が空いたのがバレンタインデーだった。その時に今回の出張についても聞かされていたのに、すっかり忘れてしまっていた。

「はぁ……ついてない」

　深いため息を吐き出して、私はデスクの上に置いてある急ぎじゃない仕事のファイルを何気なく手に取って開いた。そして瞬時に目を見張る。

　確かこのファイルが渡されたのは、バレンタインの翌日だった。それなのに今まで全然気がつかなかったなんて。

【チョコレートうまかった】

　書類の端に貼ってあった黄色い小さな付箋に癖のある字で書いてある。名前がなくても差出人が誰かなんてすぐにわかった。

　ちゃんと食べてくれたんだ。

　ギュッと胸が締めつけられ、甘い痛みに私の頬は緩んだ。

　あの日彼に対してあんな態度を取ってしまい、心の中が不安や不満でいっぱいだったはずなのに、このメッセージだけで一気に解消された。

　――泣きそう。

　私は、すぐにスマホを取り出して、涙をにじませながらメール作成画面を開いた。

【帰ってきたら、会ってお話したいです。出張気をつけてください】

　私は要件だけ伝えて、スマホをポケットにしまった。

　明日は会社の創立記念パーティーだから、郡司さんも比較的つかまりやすいはずだ。その時ちゃんと謝ろう。

　そう決めた私は、吹っ切れたせいか、その日人一倍仕事をこなしたのだった。




　二月二十三日は我が社の創立記念日だ。五年ごとに必ずホテルのホールを借りて午後からパーティーが行われる。そして今年がその年だった。

　こういった式典関係は総務課の担当だが、直前には経理課も駆り出されて準備を手伝った。

「五年あくと、手順知ってる人が半分くらい異動になるから、準備が大変なんだよね」

　要領のいい美月さんは、こういう時も頼りになる存在で、総務課の担当者よりもてきぱきと動いている。私も美月さんの指示に従って準備に精を出し、無事開会を迎えた。

　始まってしばらく経つと、隣にいた美月さんが小さな声で不満を漏らす。

「しかし、常務の話長いね。相変わらず」

　社長の挨拶が終わり、壇上では常務が乾杯の音おん頭どを取っている。ホールの後ろのほうで、美月さんと並んで立っていた私はキョロキョロと辺りを見回した。

　結局、郡司さんの出張が延びて昨日はこちらに戻らず、今日直接この会場へ足を向けることになったのだ。

　そろそろ到着しているはずなんだけど……。

　周りを見渡すと、前方の壁際で総務部長と一緒にいる郡司さんを見つけた。私の視線に気がついたのか、私と目が合うと口角を少しだけ上げて笑ってくれた。

　久しぶりに見た彼の笑顔に安心とときめきが同時に湧き上がる。

　つい昨日までぎこちなかったのが嘘みたいだ。そもそもぎこちなくしていたのは、私なんだけど。

　私もつられて頬が緩んでしまい、もとに戻そうとしばらく俯いてから、顔を上げた。

　その頃やっと常務の話が終わり、乾杯となった。

「あ～生き返るわ。おかわりもらってこよう」

　美月さんは持っていたビールを一気に飲み干すと、早速おかわりを取りに行ってしまった。私は壁にもたれたまま、グラスの中の少しぬるくなったビールを飲む。

　――その視線を感じるまでは。

　こんなにたくさんの人がいる中で、鋭く私を睨んでくるひとりの男性が目に入る。

　……中村くんだ。

　今日まで仕事以外ではできるだけ彼を避けてきた。けれどこういう場所では視界に入れないでいることは難しい。

　彼の態度に嫌気が差した私は、一度会場の外で休むことにした。

　ホールを出た私は、窓際にソファを見つけて腰を下ろした。すると、さっき目が合ってしまったからだろうか、ふと中村くんのことが頭に浮かぶ。

　彼との恋愛が全部間違いだったとは思えない。けれど、ずっと無理して彼に合わせて、嫌われないようにするだけで精一杯だった。思い返してみても愛されている実感なんてなかった。

　それは、郡司さんから愛されている今だからわかることだ。

　私が中村くんを傷つけたのは間違いない。もしも私が逆の立場で中村くんにすぐに彼女ができていたらショックだと思う。

　だからある程度のことには耐えようと思った。でも、社内で回る噂――私が彼にとっては〝つまらない女〟だという話――はやっぱり耳に入ると不快だ。さすがに上役の覚えがめでたい郡司さんの名前は出していないようだけど、いつか私と彼の関係が公になった時に迷惑がかかると困る。でも、私が口を開くと火に油を注ぐことになりかねないので、じっと我慢している。

　つらいけれど、郡司さんがいつもそばにいてくれる。なにか困ったことがあれば彼が助けてくれる。そう思えば、このくらいのことで苦悩するのはやめようと思えた。恋の力は偉大だ。

　そんなことを俯き加減でぼんやり考えていると、視界に男性の足が入ってきた。

　顔を上げると、そこには会いたくない人が立っている。

「中村くん……」

　彼は私の前を塞ぐように立ちはだかった。

「なぁ、お前知ってるか？　俺、九州に転勤だってよ。人事異動の時期でもないのに」

　彼が今までにないほど醜悪な笑顔を見せ、私の背筋をぞくっとさせる。

「え？　どうして……」

　どうにか普通に聞こえるように声を出したつもりだけれど、実際には手に汗をかくほど緊張していた。

「そんなの、俺が知りたいよ。お前が深沢課長に、あることないこと吹き込んだんじゃないのか？」

　さっきまで笑っていた顔を一気に歪め、怒気をはらんだ声をぶつけてきた。

　あることないこと言いふらしているのは、中村くんなのに……。

　そう思ったけれど、今の彼に言うべきなのはそんなことではない。郡司さんに逆恨みとも思える感情を抱いているのだ。誤解をなんとしても解きたい。

「深沢課長はそんなことしない！　それに私がもしあなたの不利になるようなことを言ったとしても、そもそも深沢課長には人事権がないじゃない」

　私は必死で中村くんを説得しようと訴えかけた。彼がなにを考えているのかわからないけれど、そんなのは濡れ衣だ。

「深沢課長ならできるだろ。お偉いさんにずいぶん気に入られてるみたいだからな」

　中村くんは腕を組み、吐き捨てるように言った。

　確かに、人あたりのいい彼は上層部にも顔が利く。こういった社内のパーティーや催しでは、いつも私が話したことのないような、偉い人といることが多い。

「でも、深沢課長はそんなことしない。話がそれだけなら私もう行くね」

　彼をよけて会場へと戻ろうとしたけれど、すぐに行く手を阻まれてしまう。どっちの方向へ行こうとしても、邪魔をされる。そんな私たちに、行き交う社員が好奇の視線を向けていた。

「人が見てるし、本当にもうやめて。明日からお互い仕事がやりづらくなるよ」

「別に俺にはもう関係ねーし。こんな会社に未練なんてない」

　うすら笑いを浮かべながら発した中村くんの言葉が気になって、私は尋ねる。

「関係ないって、どういうこと？」

「俺、この会社辞めるんだ。九州なんかに左遷されてまでやる仕事じゃないでしょ。いつまでもこんな小さい会社の歯車でいるつもりもないし」

「転職するの？」

「あぁ、転職先聞いたら俺と別れたこと、後悔するんじゃないのか？」

　ニヤニヤ笑うその顔に嫌悪感が湧き上がってくる。絶対後悔しないと言い切れそうだ。

「日芝電器だよ。しかも入社五年以内に課長の椅子も約束されてる」

　目を見開いて自慢げに語る中村くんは、今にも声を上げて笑いだしそうだ。

　でも、日芝って業界第一位の会社だよね。そんな都合のいい話なんてあるのだろうか？

　私が黙っていると、中村くんは勝手に話を続ける。

「実は、社長の娘と付き合うことになりそうなんだ。まぁ、転職はずいぶん前から決まってたことで、社長の娘はおまけみたいなもんだけど、出世の役には立つだろう」

　私は彼の評価を甘くしすぎていたのかもしれない。初めてできた彼氏だから思い出として綺麗なものにしたかったみたいだ。

　しかし、女性をそんな風に、自身のメリットのためだけに扱う彼に嫌気が差した。

「アンタは俺にとってなんの役にも立たなかったもんな。せめてヤるだけヤッとけばよかった。そしたら深沢課長焦っただろうな。あははは！」

　天井を仰ぐほど、身体をそらせて大声で笑う姿を見て、鳥肌が立った。こんな人と付き合っていたなんて自分が情けない。

　ぐっと唇を噛んだその時――。

「その下品な笑い、いい加減にしたらどうだ？」

　私の背後から地面を這うような低い声が聞こえてきた。振り向くと、腕組みをして中村くんを鋭く睨む郡司さんがいた。

「ヒーローのお出ましか」

　ニヤニヤとした醜悪な顔の中村くんから私を隠すように郡司さんは前に立った。

　こうやって守ってもらうのは何度目だろうか。彼の背中を見るだけで、心の中に安心感が広がる。

　郡司さんの背後から顔を覗かせて中村くんの様子を見た。

「俺、もうこの会社辞めるんで、深沢さんに凄まれても別になんともないですから」

　ヘラヘラと馬鹿にしたような態度の中村くんに、郡司さんが驚くべきことを言う。

「その転職話だけど、なくなったから」

「は？　なに言って……」

　それまでにやけていた中村くんの顔が、一瞬こわばった。そんな彼に、郡司さんが追い打ちをかけるように告げる。

「日芝電器への転職だろ？　それ、ないから」

「そんなはず……だって日芝の営業部長が！」

　中村くんは明らかに動揺して、必死になっている。

「あぁ、その人、今日付で解雇されてるから。残念だったな」

「な、なんでそんなこと深沢さんが知ってるんだよ」

　中村くんの顔色はどんどん悪くなっていき、声も心なしか震えていた。その様子を私は固かた唾ずを呑んで見守る。

「お前、俺がこの会社に来る前にどこにいたか知ってるか？」

「日芝……でも業界内での転職なんて、よくあることだし」

　おろおろと落ち着かない中村くんを見て、郡司さんは喉の奥で笑った。

「じゃあ、もっとヒントやるよ。日芝の社長の名前は？」

「え？　確か……深沢……っ……嘘だろ」

　顔面蒼白の中村くんが、目を見開いている。しかし、そこにはなにも映っていないようだ。

「もっと頭が悪いかと思ったけど、そうでもないみたいだな。まぁそういうことだ」

　ちょっと、待って……。それって郡司さんが日芝の社長の息子ってこと？　そんな話ひと言も聞いてない。

　私が彼のスーツの裾をギュッと握ると、私のほうをちらりと見て小さく頷いた。

　本当のことなんだ。

「どうして……日芝の御曹司がうちの会社に？」

　中村くんは焦点が定まらないまま、力ない声をなんとか絞り出して郡司さんに問いかけた。

「それは、会場で発表してるから中に入ればわかることだけど、お前には特別にここで教えてやる。あさひ電機と日芝は来年を目処に合併することが正式に発表になった。すでに上層部のあいだでは合意していたけど、お互いの内部の膿うみを出すために数年前から動いていたんだ。その一環で俺はここにヘッドハンティングを装って送り込まれたってわけだ」

　そんな事情があったなんて、全然知らなかった。

「その〝膿〟のひとつがお前だ。日芝の営業部長が出世のために欲しがってた、あさひの特許や新作の情報をずいぶん前から流してたよな？　その人脈をお前は日芝への転職の足がかりにするつもりだったみたいだけど、営業部長がクビになった今、それも水の泡だ。日芝側の処分が決定するまで、お前は九州に飛ばす予定だったんだが、案外早く決着がついた」

「そんな……」

　中村くんが、ガクンと肩を落とし、頭こうべを垂れた。その様子を見ながら、郡司さんは話を続ける。

「それと、大阪時代に経理課の女性社員をたぶらかして経費の着服もやってただろ？　本社では千波にその役目をさせるつもりだったみたいだが、うまくいかなくて残念だったな。会社としては刑事告訴も視野に入れてる。悪いけど全部炙あぶり出したから、逃げられないと思うよ。ほら、お迎えだ」

　郡司さんの視線の先、中村くんの後ろには総務部長と、常務が立っていた。

「嘘だろ……そんなこと。俺……一体どうなるんだ？」

　崩れ落ちるようにその場に膝をついた中村くんのすすり泣く声が耳に届いた。

「さぁ？　自分がやったことの落とし前くらいきちんとつけろよ。あ、そうだ。社長の娘と付き合えるなんて夢みたいなこと言ってたけど、無理だぞ。俺の妹だからな」

　声を上げて泣く中村くんに、総務部長が近寄って肩を叩いている。

　一部始終を黙って見届けていると、郡司さんに「行くぞ、千波」と声をかけられた。

「あの、さっきの話なんですけど……」

　いてもたってもいられず、私は切り出した。

「あとで話すから、もう少しだけ待って」

　本当は今すぐここで聞いてしまいたい。自分の彼がまさか日芝の御曹司だったなんて。

　けれどバレンタインの時、自分の気持ちを押しつけてうまくいかなかったことを思い出した私は、彼の言うことに従って待つことにした。

　すると郡司さんはいつものように私の手を引き、エレベーターに乗った。てっきり会場に戻ると思っていた私は驚いて尋ねる。

「どこに行くんですか？」

「一階のティールーム。会ってもらいたい人がいるから」

　それ以上多くを語らずに、郡司さんは私の手をつかんだまま、階数表示を眺めていた。

　私たちを乗せたエレベーターは、どんどん目的の階へと進んでいく。

「でも、まだ勤務中ですよね？」

「総務部長には休暇届を出してある。今の俺たちは完全オフだ」

　ちらっと私のほうを見て、さもあたりまえのように言う。

　根回しのいいことで……。勝手に私の休暇届も出したってこと？　上司としては問題だと思うけれど、今回はこうでもしなきゃいけない理由があるんだろう。

　私は黙ったまま、エレベーターを降りる郡司さんのあとについていった。

　ガラス張りの明るいティールームは人気で、席がほとんど埋まっていた。

　ぐるりと中を見渡した郡司さんは、すぐに目的の人を見つけたようで、まっすぐに向かう。そこにいたのは、郡司さんと会っていたあのショートカットの女性だった。

　――どうして？

　ドクンと心臓が音をたてた。

　わざわざ彼女を呼び出したということは、関係を教えてくれるのだろう。だけど突然すぎて、気持ちの準備ができていない。

　でも、彼女もここに来るってことは、元カノではないはずだ。終わった恋の相手のためにわざわざ仲裁に入るとは思えない。……もしかして、郡司さんと離れたくないから、私たちを別れさせるつもりじゃ……いや、いやそんなこと……。

「おい、ひとりで百面相やってないで早くこっちに来い」

　完全に足を止め、色々考えていたことがすべて顔に出てしまっていたみたいだ。

　郡司さんに急かされた私が小走りで彼の横に並ぶと、女性が立ち上がって、頭を下げた。

「島しま津づ美み優ゆと申します」

　顔を上げると名刺を一枚差し出してくれた。

【日芝電器株式会社　総務課　島津美優】

　日芝……って郡司さんのご実家の会社だ。しかし郡司さんはうちの会社に転職してすでに三年は経っているはず。そのあいだもずっと連絡を取るほどの関係だということがわかり、気持ちが沈んでいく。

「……菅原千波です」

　小さな声で名前を言うのがやっとだった。

「千波も美優もとにかく座って」

　郡司さんにそう言われたけれど、彼女を〝美優〟と呼んだことに衝撃を受けて、私は彼に手を引かれるまでその場に立ち尽くしていた。

　……下の名前で呼ぶような仲なんだ。

　目の前の彼女は私に笑顔を向けている。私にはそんな余裕、微塵もないのに。

「千波さん、私と同じ年なんですってね。兄から聞きました」

　美人は声も可愛いんだ……。

　どうでもいいことを考えてから、彼女の言葉が引っかかる。

　私に島津さんという男性の知り合いはいただろうか？

「あの……兄って？」

「はい……兄ですけど」

　私の反応が不思議なのか、きょとんとした顔で、郡司さんを手で指しながら〝兄〟と呼んだ。

「郡司さんが、お兄さん……？」

　まったく想像していなかったことを言われ、目をぱちくりとさせる。

「あれ、お兄ちゃん、まだ話してなかったの!?　ごめんなさい」

「今から、話そうと思ってたところだ」

　私の反応を見て慌てた美優さんが、口元に手を持っていき、謝っている。郡司さんは驚いて固まってしまっている私を見て、笑いをこらえているようだ。

　ティールームのホールスタッフに「コーヒーふたつ」と郡司さんが注文しているあいだも、脳内の整理で忙しかった。

　兄ってことは、ふたりは兄きょう妹だいってことだよね？　だったら、私が考えていた男女の関係なんてありえない。けれど……。

「名字はどうして？」

　頭がうまく回らずに、片言になってしまう。それくらい私は安堵と動揺の入り交じった感情に支配されていた。

「前に話しただろう、妹がいるって。うち、両親が離婚してるんだ。コイツは母親についていったから〝島津〟なんだ」

　確かに、妹がいるという話は聞いた。本当に……兄妹なんだ。

　私は、緊張が解けてソファの背もたれにドサッと身体を預けた。

「バレンタインに予定変更してまで会ってるから、てっきり……」

「それはだな……」

「お兄ちゃん！　それは私から説明させて」

　郡司さんの言葉を遮って、美優さんが話し始めた。

「あの日、予定があると言っていた兄を無理やり呼び出したのは、私なんです。実はある男の人に言い寄られていて、そのことを相談するために急を要してたんです。本当にすみません」

　勢いよく頭を下げた美優さんに、私は声をかけた。

「あの、頭を上げてください。もしかして、それって中村くんのことですか？」

　さっきパーティー会場の外で、郡司さんが中村くんに言っていた言葉を思い出した。

「美優は対外的には、社長の娘だということは隠しているんだ。色々面倒なことになるといけないからな。でも、それを中村はどこからか聞きつけて、言い寄ってきたらしい」

　郡司さんは呆れたようにそう言うと、眉間の皺を深くした。

「兄の会社の人だったので、相談に乗ってもらってたんです。それで、ちょうどバレンタインだから、久しぶりにお兄ちゃんにもチョコレートを……と思って」

　それであの紙袋だったのか。盛大な勘違いをしていた自分が恥ずかしくて、話を聞くにつれ、どんどん顔が赤くなっていく。

　ちらりと郡司さんのほうを見て「ごめんなさい」と小さな声で言うのがやっとだった。

「勝手に勘違いしやがって」

　ジロリと私を睨んだあと、すぐに優しく笑った。

「でも、まぁヤキモチもたまには悪くないな」

　からかうような笑顔のあと、郡司さんは急に真剣な顔になった。

「美優が妹だってことだけでも言おうと思っていたんだが、お前が逃げてばっかりで全然話にならなかっただろう。まぁでも、不安にさせて悪かった」

　膝に置いていた手に彼の手が伸びてきて、ギュッと握ってくれた。久しぶりの郡司さんの温かさに安心する。

「おふたりの邪魔をしては悪いので、私はこれで失礼しますね」

　私に気を遣い、立ち上がろうとした美優さんを、郡司さんが止めた。

「いや、お前は今から来るコーヒーを飲んでから帰れ。俺たちが先に出る」

「え？　でも私、自分のもあるのに、あとふたり分も飲めない」

　慌てる美優さんをよそに、郡司さんはさっさと立ち上がった。

「いいから。ほら、千波立って。行くぞ」

「あ、はい」

　いきなり手を引かれ立たされた私は、そのままずんずん歩き始めた彼に早足でついていく。後ろを振り返り、美優さんに頭だけを下げた。

　郡司さんは私を地下の駐車場に連れてくると、一台の黒いＳＵＶ車に乗せた。颯さっ爽そうと運転席に回った郡司さんは、乗り込むとエンジンをかける。

「千波、シートベルト」

「あ、はい」

　私がシートベルトを締めたのを確認して、すぐに車を発進させる。駐車場を出ると、徐々に傾き始めている太陽の眩まぶしい光が車の中に差し込んできた。大通りに出て車の流れに乗り、スムーズに走りだす。

「あの、これって郡司さんの車ですか？」

「あれ、お前初めてだったか？」

　ハンドルを握り、前を見つめたまま聞かれた。

「はい」

　郡司さんと結ばれてから、まだ一ヶ月と少し。彼については知らないことのほうが断然多いのだ。そして、今日初めて聞かされた彼の置かれている立場についても……。

「聞きたいことがあるのはわかってる。だけど、もう少し待ってくれ。これから行く先でちゃんと話すから」

　私の心の中を読んだのか、そう言ったきり郡司さんはなにも話さず、まっすぐ前を見て運転している。私も、彼と同じようにまっすぐ前を見つめた。

　到着したのは、高台にある公園だった。一部が展望台になっていて、遠くまでよく見渡せる。

　郡司さんは車を停め、助手席まで回ってドアを開けてくれた。

「ありがとうございます」

　差し出された手をつかむと、ギュッと握られる。この温かい手が私は大好きだ。

「寒いだろうから、これ」

　車の中に置いてあったのか、マフラーを私の首に巻いてくれる。急に彼の匂いに包まれて、胸がドクンと音をたてた。

　展望台の手すりまで歩くと、夕暮れ空の下、普段自分たちが働いている街を眺める。彼の隣でなにも話さず、何本も立ち並ぶ高層ビルが夕陽に染まる様子を見つめた。

　しばらくそうしていると、彼が口を開く。

「ここは、小さい頃親父がよく連れてきてくれたところなんだ。ほら、ちょっと見えにくいけど、あそこにある高いビルわかるか？　あれが日芝だ」

　彼が指差す方向を見ると、そこにはここからでもわかるほどひと際高いビルがあった。

「はい。私も知っています」

「親父は本当に家庭を顧みない男で、遊園地や動物園に連れていってもらったことも、運動会や参観日に来てくれたこともなかった。そんな親父との唯一の思い出の場所がここなんだ」

　遠くに見える日芝のビルを見ながら、郡司さんは話を続ける。

「ここに来ると、親父は自分の仕事のことをよく話して聞かせてくれたんだ。未来にはすごいものができるはずだ。それで人の生活はもっと豊かに変わっていくって俺に語ってくれた」

　きっと当時の大切な思い出なのだろう。彼の穏やかな表情からそう察した。

「その時だけはやけに饒じょう舌ぜつで、そんな親父を俺は尊敬していた。今思えば、日芝を継がせるための洗脳だったんだと思う。そして、まだその洗脳は解けてなくて、俺はこれからあの巨大な会社の社長の椅子に座りたいと思ってる」

　それまで遠くを見ていた郡司さんが私のほうを見る。野心に燃え、強い意志を感じさせる瞳が私をとらえて離さない。

「千波についてきてほしい」

　私の目を見ながら、揺るぎない声と眼差しで乞こわれた。

「郡司さん……」

「いくら現社長の息子だからって、手放しに跡を継げるほど日芝は甘くない。俺と一緒にいる限り、そのことでつらい思いや、寂しい思いをさせるかもしれない。でも俺は、その都度ちゃんとお前と向き合っていくつもりだ。だから、俺が夢を叶えるのを、一番そばで見ていてほしい」

　彼の真剣な表情から本気だということは痛いほどわかった。しかし、今日知ったばかりの事実に驚いてすぐに返事ができない。

　彼は日本はおろか世界にも名を轟とどろかせる大企業、日芝電器の御曹司だ。

　私、本当に郡司さんのそばで彼を支えられる？　今から彼の立場に見合う、きちんとした女性になれる？

　負の考えが次々と頭に浮かんでは消えていく。

　私のそんな気持ちを、郡司さんはわかってくれているのか、さっきまでの強い視線を和らげて続けた。

「急な話で千波は驚いたと思う。本当ならこういう関係になる前にきちんと話しておきたかった。でも、色々と合併なんかの事情があって、お前に話すには時期が早すぎたんだ」

　きっと郡司さんは、もっと時間をかけて私との距離を縮めるつもりだったんだろう。

「でも、お前からの真剣な告白を聞いて我慢できるほど、俺は大人じゃなかった」

　自じ嘲ちょう気味な笑顔を浮かべて、手すりに置いていた私の手を包み込んだ。その瞳は、いつもの自信に満ち溢れているものとは違って、私の様子を窺うものだった。

　もしかして、郡司さんも不安なのかな？

　私が彼の立場に驚いて戸惑うことは、きっと彼なら予想していたに違いない。私の出す答えに怯おびえているのかもしれない。私だけが不安なんじゃない。もしそうだとしたら……。

　意を決して私は思いを口にした。

「郡司さんはずるいです」

　彼は私の言葉に目を伏せた。

「あぁ、そうだな」

　郡司さんのこんなに自信のない顔を見たのは初めてかもしれない。そんな彼に気持ちをぶつけた。

「郡司さんのことをこんなに好きにさせておいて、断ることができないまで好きにさせておいて。こんな大事なことをあと出しするなんて……」

「悪かった」

　非難する私に、彼が力なく謝罪の言葉を口にした。

　でも私が本当に彼に伝えたいのはここからだ。自分の気持ちが彼に伝わるように、私の手を包み込んでいる彼の手の上に、自分のもう片方の手を重ねる。

「だから責任取って、なにがあっても私のことを守ってくださいね」

「それって……」

　郡司さんは弾かれたように私の顔を見て、期待に満ちた表情になった。

「正直釣り合いが取れているとは思いません。でも少しずつ自分のためにも郡司さんのためにも、成長していきたい。そしていつか誰にも文句を言われない〝深沢郡司〟の彼女になりたいです」

　私が言い切ると、彼が輝くような眩しい笑顔を見せた。そしてすぐに彼の手が伸びてきて、そのまま私をキツく抱き締める。痛いくらいの力だったけれど、それが嬉しい。

「そんなに頑張らなくていい。そのまま……今のままのお前でいてくれれば、それでいい」

　私の髪に彼が顔をうずめて、大きくため息をついた。

「はぁ……よかった。人生でこんなに緊張したの初めてだ」

　私への告白がそこまで彼にとって大変なものだったなんて。それだけでも、自分がいかに大切に思われているのかがわかる。

　すると思い出したように、彼がつけ加えた。

「それと言っとくけど、社内で手を出したのは千波だけだからな。調査中は色々話を聞くために、女の子と仲良くしてたけど」

　私が気にしていると思ってわざわざ……。もう過去がどうでも、戻れないところまで彼を好きになってしまっているのに。

　胸が温かくなって彼の腕の中で顔を上げた。

「私が『やっぱり郡司さんとは無理です』って断ったら、どうするつもりだったんですか？」

　ちょっと興味があって、聞いてみた。

「さらって監禁でもするかな」

　冗談っぽく言ったけれど、本当にやってしまいそうだ。

　彼らしい言葉に笑ってしまう。これがいつもの郡司さんだ。

「よかったです。監禁免れて」

　私は彼に抱き締められながら、クスクスと肩を揺らした。

「いや、今からそれに似たことするつもりだけどな。さぁ行くぞ」

「えっ？」

　ニヤッと笑うと、強引に私の手を引いて車へと向かう。

「似たことって……？　それにどこに行くんですか？」

　問いかけた私を振り向いて、彼があたりまえのように言う。

「俺の部屋。バレンタインからずっとおあずけなんだ。それともここでする？」

「なっ……バカなこと言わないでください」

　慌てた私は、どうしていいかわからずに戸惑うばかりだ。

「そうだ。俺がバカなことしないうちに、さっさと車に乗ってくれ」

　声を上げて笑う郡司さんに次いで、私は急いで助手席に乗り込んだ。

　郡司さんの運転する車はそこから十五分ほど走り、マンションの地下駐車場へと入っていった。並んでいる車を見ただけで、ここが高級マンションだということがわかる。

　車から降りて、郡司さんに手を握られながらエレベーターに乗り込むと、彼が十五階のボタンを押した。

「なんだかちょっと緊張します」

　ずっと繋がれている手をそっと見ながら、今の気持ちを口にした。

「どうして？」

　不思議そうに首を傾げる郡司さんに説明する。

「彼氏の部屋に初めて入るんだから、そりゃ緊張しますよ」

　私にとって、男の人の部屋に入ること自体初めての経験だ。それも好きな人の部屋となるとなおさら緊張する。

「見られてやばいもんは隠したつもりだけど、見つけたら見てないフリして」

　――それってもしかして、前の彼女のものとか？

　郡司さんの過去について、あれこれ考えても仕方がないとわかっているはずなのに、ふとそんな不安が頭をよぎった。

　顔を曇らせた私がなにを考えているかわかったのか、郡司さんは頬を緩めながら否定する。

「女を部屋に入れるのは、美優以外は初めてだから安心しろ。俺が言ってるのは男の下半身事情――」

「わー！　もういいです。わかりました。わかりましたから」

　慌てる私を郡司さんは肩を揺らして笑っていた。

　郡司さんに案内され、足を踏み入れた彼の部屋は、思っていたよりも片づいていた。広いリビングダイニングの奥には、立派なカウンターキッチンが見える。部屋は他に三部屋もあると聞いて、自分のマンションと比較するのもおこがましいと思った。

　リビングの入口で突っ立っていた私に、郡司さんが声をかける。

「すぐに暖かくなると思うから、適当に座って」

　そう言われた私は、コートを脱いでソファに座り、キョロキョロと見渡した。

　テーブルの上には、昨日の新聞と経済雑誌、それに読みかけのビジネス書が開いたまま置いてある。その横には、使ったマグカップがそのままになっていた。部屋の奥に目をやると、扉が開いていて中のベッドが見えた。目が覚めてすぐ飛び出してきたのか、布団がベッドから落ちそうになっている。

　部屋のいたるところに彼の生活の様子が垣間見えて嬉しくなった。

「ほら、コーヒー」

「ありがとうございます」

　差し出されたマグカップを受け取ると、ちゃんと私好みにミルクが入っていた。

　郡司さんが隣に座って、コーヒーを飲むのを見て、私も同じように口に運んだ。

「今回は、早とちりしてごめんなさい。せっかくのバレンタインだったのに」

　マグカップを持ったまま、ずっと言わなければいけないと思っていた謝罪の言葉を発した。

「どうやって自分の気持ちを伝えたらいいのかわからなくて、このまま嫌われちゃうかと思って怖かったです」

　ひとりベッドで思い悩んだことを思い出すと、切なくなる。

「妹のことだけでもうまく話をすればよかったんだけど、会社の事情もあったから、たとえお前でもすぐには言えなかったんだ。悪かったな」

　そっと私の頬に彼の指先が触れた。

　くすぐったいけれど甘やかな空気が流れて胸が温かくなる。勝手に誤解してヤキモチを焼いたのは私なのに、謝ってくれる郡司さんはやっぱり大人だと改めて思った。

　これから先も、郡司さんと付き合っていく上で不安になることがあると思う。でも相手が彼ならば今回みたいに逃げなくても、尋ねればきちんと話をしてくれる。郡司さんは私を裏切ったりしない。

　またひとつ本当の恋愛に必要なことを、郡司さんから教えてもらった。

　そんな風に感じていた私に、彼が驚くようなことを口にする。

「いや～しかし、つまらない勘違いをするくらい、俺の愛情を信用できなかったなんて、俺、ちょっとショック」

　それまで包み込むような大人の雰囲気を見せてくれていた郡司さんが、いきなりうなだれた。

　自分のことにいっぱいいっぱいで、そんなに傷つけていたなんて思ってもみなかった私は、必死に言い訳をする。

「いや、あの……信用していなかったわけじゃなくて。美優さんが綺麗だったから、勝手に落ち込んじゃったというか……」

「いや、まだお前は俺の気持ちをわかってないみたいだな。だったら今日はひと晩中、その身体に教え込んでやる」

　不敵な笑みを浮かべた郡司さんの言葉に、ドキッと胸が鳴る。

　え……？　さっきまで落ち込んでたんじゃないの？

「ひ、ひと晩中って……」

　思わず想像してしまい、顔が熱くなる。するとそんな私をからかうためか、郡司さんが私の肩を強引に抱き寄せた。

「喧嘩の仲直りの仕方を教えておいてやらないとな」

　急に彼が〝手ほどき〟を始めた。

「仲直りには、言葉も大事だけどな……こうやって身体を触れ合わせる時間も必要なんだ」

　身体の芯を熱くする彼の言葉に、胸が激しく脈打つ。

　せっかくさっきまで、郡司さんと付き合えてよかったって改めて実感していたのに、結局最後はこうやって強引に物事を運ばれてしまう。

　そして彼が耳元でささやいた。

「お前の身体にチョコレート塗って食べていいんだろ？　バレンタインにできなかったんだから、いいよな？」

「な！　その話聞いてたんですか!?」

　美月さんがふざけて言っていたことだ。それを実践しようとするなんて……。

　恥ずかしくなった私は、距離を取って座り直した。

　そんな焦っている私を面白がる郡司さん。こういう時は本当に意地悪だと思う。

「ここのところの激務は、これを楽しみに乗り越えたんだ。それくらいのご褒美いいだろ？」

　再び私の手を引いて自分に引き寄せると、人差し指で私の身体をなぞっていく。

「どこに塗って食べようかな？」

　彼の指が触れたところが熱くなっていくのをごまかすように、つっけんどんな言い方で返す。

「し、しませんからね。そんなこと」

「じゃあ、千波が俺に塗って食えよ」

　ぐ、郡司さんに!?

　思わず刺激的な様子を想像してしまい、照れてしまう。

「それもしません！」

　私は郡司さんの手から逃げようとしたけれど、逆にもっと近くへと引き寄せられてしまう。すると彼はテーブルの上に置いてあった茶色のボトルを手に取った。

「これ、あの日美優が俺にくれたバレンタインのプレゼントな」

　それは有名な洋菓子店の限定商品であるチョコソースだった。

「確かこれ、コーヒーに入れて飲んだらすごく美味しい、って雑誌に書いてありました」

「ふーん」

　そう言いながら、郡司さんが自分の指先にチョコレートを垂らす。

「味見してみる？　ほら」

　チョコレートのようにとろける甘い声と眼差しで、私に指を差し出してくる。

　……これを舐めるの？　っていうか、郡司さん本気で〝あれ〟やるつもりなの？

　郡司さんの指がどんどん近づいてきて、深く考える余裕がなくなった私は、言われるままに舌を出して彼の指先を舐めた。

　しかしぐいっと指が口の中に入り込み、その勢いで思わず目を閉じてしまう。

　甘いチョコレートの味が広がったのは一瞬で、そのあとは、差し込まれた郡司さんの指の感覚だけが残る。私の口内を弄ぶような動きに戸惑いながらも、それに応えた。

　ただの指なのに、なんでこんなに恥ずかしいの!?

　尋常じゃないくらいの熱を持っていることから、耳まで赤くなっていることがわかった。自分のこの羞しゅう恥ち心しんがどこからきているのかわからずに、うっすらと閉じていた目を開く。

　すると、いつもの郡司さんとは違う熱い視線が私に向けられていた。そらすことができずに、私もまっすぐに彼を見つめる。

　彼が軽く唇を噛み、私の口から彼の指が引き抜かれた。すると、反対の手が伸びてきて、私の後頭部に回される。ぐいっと引き寄せられ、上を向かされたため、さっきよりももっと至近距離で目が合う。

「ここについてる」

　彼の指先が私の唇に触れ、拭うような動きをした。確かに彼の指にチョコレートがついていて、それを今度は、彼が自分で舐めた。

　特別な行為じゃないはずなのに、胸がドキドキと音をたてる。

「こんなんじゃ、埒らちが明かないな……」

　ポソリとつぶやくと私に顔を近づける。

「んっ……」

　彼の赤い舌が見えた次の瞬間には、私の唇をぺろりと舐めた。

「な、なにやってるんですか？」

　さすがに驚いた私は、彼と距離を取ろうと厚い胸を押し返した。

「なにって……綺麗にしてやってるんだろうが。感謝しろ。ほら、ここも汚れてる」

　次は頬を舐められた……そして、その次は耳を甘く噛まれる。

「ちょ、ちょと、絶対そんなところにチョコレートついてませんよね？」

　なんとか彼の手から逃れようとしてみるけれど、郡司さんはやめようとせずに私の耳をぺろりと舐めた。

　ゾクリとした感覚が全身に走る。

「あ？　どうだろうなぁ。他のところにもついてないか確認しないとな」

「きゃ」

　次の瞬間私の視界に映ったのは、天井と、意地悪に笑う彼の顔だった。少し強引にソファに横にさせられた私は驚いて目を見開く。

　しかしそんなことはお構いなしに、彼はそのまま私のブラウスのボタンを外そうとしていた。

「ちょっと、待ってください！」

　慌てて止めに入ったけれど「なに？」と言いながら、器用にボタンを外し続ける。

「バレンタインからずっと待ってるんだ。……そろそろ限界」

　私を欲しがる郡司さんの真剣な瞳が私をとらえる。彼の大きな手が私の顔を包み込むと、拒むことなど許さないと言われているような激しいキスが、私を襲った。

　息継ぎするのも難しいほどの口づけに、私の身体が溶けていく。

　――今日も強引な彼との甘い時間に私は浸っていくのだった。
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　それから約一年とちょっと過ぎた四月一日。

　本日付で、あさひ電機株式会社は日芝電器株式会社へと変わる。

　日芝電器の営業統括部長に就任した郡司さんは、あの大きなビルの中心で働くことになり、一番上を目指す新しい一歩を踏み出した。

　一方私は……本社ではなく、近くの営業所へと配属になった。営業所とはいえ三十人の営業担当を事務員五人でサポートしなくてはいけない。

　経理しかやってこなかった私にとっては未知の分野だけれど、新たな気持ちで頑張ろうと思っているし、周りもそのほうがいいとすすめてくれた。ただひとりを除いては……。

「なぁ、本当に本社勤務じゃなくていいのか？」

「しつこいですよ。今更遅いです。郡司さんも早くしないと遅れますよ」

　着替え終わってやる気にみなぎる私とは正反対に、彼はまだベッドの中でうだうだしている。

　職場が離れることになった私たちは、話し合って一緒に住むことにした。

　二週間前に郡司さんの部屋へと私が引っ越してきたけれど、正直まだこの高級マンションに慣れない。でも、朝目覚めた時、すぐ隣に彼がいる生活は本当に幸せだ。たとえ彼がどんなに駄だ々だをこねようと。

「だって、営業所なんて全然顔が見れないじゃないか。お前の下手な鼻歌も聞けない」

　不満そうに唇を尖らせる郡司さんを見て思わず笑いそうになる。もう、この話をするのは何度目だろう。

　下手な鼻歌は置いておいて、顔が見られないのは私もつらい。けれど、少し距離があったほうがお互い仕事がしやすいのではないかと思う。

　日芝では、彼は次期社長候補だ。

　いくら仕事とプライベートは別だと言っても、そういう風に思わない人もいる。だから私は、なるべく彼と直接関わることのない営業所での勤務を申し出たのだ。

「駄々こねてないで、早く準備してくださいね」

　郡司さんはまだなにか言いたそうにしていたけれど、いつまでも付き合っていると私まで遅刻してしまうため、きっぱり告げた。

　キッチンに向かうとエプロンを身に着ける。だいぶ使い慣れた彼の部屋のキッチンで、最近やっとまともに作れるようになったオムレツを焼いた。少し端がグチャッとなったけれど、ケチャップでごまかせばなんとかなるだろう。

　集中していると、着替え終わった郡司さんが私を背後から抱き締めてきた。

「もう、汚れちゃいますよ」

　顔を緩ませて形ばかりの抗議をした。

　言葉ではたしなめているけれど、本当はこういうスキンシップは嫌いじゃない。

「ん？　そうだな」

　適当な返事をしながら、私の耳元に唇を寄せてきた郡司さんは、くすぐったがる私を見て喜んでいる。

「もう、やめてってば」

　……確かに嫌いじゃない。けれど今日はいつもより過剰に触れてくる。

「ん～どうしようかなぁ」

「もー！　怒りますよ」

　唇を尖らせると、フッと笑う声がした。

「じゃあ、怒らせたお詫びにこれやるよ」

　彼が私の左手を取ると、薬指に指輪をはめた。

「……あの。これって」

　突然のことに驚いて、さっきまであんなにおしゃべりしていたのに、言葉がうまく出てこない。

「虫除け。変な虫が寄ってきたら困るからな。お前が俺のもんだって印。まぁ、俺まだ部長だし、そんなに高いやつじゃないけど」

　あまりにも嬉しくて、ひと粒のダイヤがキラキラと煌きらめく様を目の前に持ってきてじっくりと見つめる。彼が私のために買ってくれた、かけがえのない輝きが眩しい。

「こ、こんなに素敵なの、ありがとうございます」

　じんわりにじんできた涙を隠さずに後ろを向いて、満面の笑みでお礼を言った。

　そんな私を見て、郡司さんも満足そうな笑顔を見せる。

「嬉しいか？」

「はい！」

　間かん髪はつを容れずに返事をした。

　いつかは――そう思っていたけれど、こうやって約束をきちんと形にしてくれたことがこんなに嬉しいなんて。

　ちゃんとした恋を知らなかった私に、〝手ほどき〟と言って、本当の恋を教えてくれた郡司さん。

　そしてその先の――恋が愛に変わることも私に教えてくれた。

　これから先も、ずっとずっと私にいろんなことを教えてくれるだろう。

　私は彼に手を伸ばして、強く抱き締めた。

「こういう時は、どうするんだっけ？」

　頭上から彼の優しい声が聞こえる。

　こういう時は……。

　私は目を閉じて、彼の唇にチュッとキスをした。

「それだけ？　お礼ならこれくらいしてもらわないと」

　顎を持たれて強引に奪うようなキスをされ、朝から私の身体がじんじん甘く痺れてしまう。やっと唇が離れた時には、私は彼の支えなしでは立てないほどだった。

「まだまだお前には〝手ほどき〟が必要だな」

　意地悪く笑った彼の顔がまた近づいてきて、私はそっと目を閉じたのだった。
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　――カタン。

　物音が聞こえて目を覚ました。

　ゆっくりと寝返りを打つと、郡司さんがシャツに袖を通しているところが目に入る。その光景を見て、慌てて飛び起きた。時計を確認すると、まもなく九時になるところ。

「あっ……ごめんなさい」

　いつもはちゃんと郡司さんが起きるまでには目を覚まして、朝食の準備をするのに寝坊してしまった。

「いいから、まだ寝てろ。千波は今日休みだろう」

「はい」

　土曜日の今日は会社は休みだけど、郡司さんは違う。日芝の後継者として、通常の仕事以外にもたくさん抱えているのだ。

　今日は確か、異業種の若い経営者が集まってランチミーティングとか言ってたっけ？　昨日の夜は覚えていたのに……。

　落ち込む私に郡司さんが声をかけた。

「それに、今日の寝坊は俺のせいだろう。夕べは遅くまで無理させて悪かった」

　ネクタイを締め終わった郡司さんが、私の頬を優しく撫でる。

「え、っと……大丈夫です」

　思わず昨晩のことを思い出して、ドキッとしてしまう。夫婦になってもこの手の話は慣れない。

　そんな私を見て、からかうように郡司さんが顔を覗き込んできた。

「ん？　それはもっとしても、大丈夫だってこと？」

「ち、違いますからっ！　昨日ので限界です」

　恥ずかしくて、からかうように近づいてきた郡司さんの肩を押す。

「わかった、わかった。そんなに怒るなって」

　拗すねた私の唇に、チュッと小さなキスが落とされた。途端に嬉しくて口元が緩んでしまう。

　私ってば、キスひとつで許してしまうなんて……とは思うけれど、嬉しくなるのだから仕方ない。

「コーヒー一緒に飲んでくれたら、許してあげます」

　本当はとっくに許しているのだけど、わざとそう言った。

　そんな私を郡司さんは、優しく見つめて笑う。

「わかった。じゃあ淹れてくれる？」

「はい」

　私はベッドから出ると、先に寝室を出た郡司さんに続き、キッチンへと向かった。

　少し寝癖のついた髪も、無防備で好きだなぁ……なんて小さな幸せを感じながら、コーヒーの準備をする。

　私が菅原千波から深沢千波になって、今月で三ヶ月。十二月初めの街はクリスマスムードに包まれている。

　庶民の私が想像もできないほどの盛大な結婚式が行われ、やっとこの生活にも慣れてきた……と言いたいところだけど、実際はかなり苦戦している。

　平日仕事を終えて、家事をすればもう寝る時間だ。精一杯やっているけれど、思い描いている生活には程遠い。

　不器用な私は、試行錯誤を繰り返してはいるもののなかなかうまくいかず、そのたびに小さな自己嫌悪に陥ることもしばしば。理想と現実の違いに日々打ちのめされている。

　コポコポと音をたてているコーヒーサーバーを見つめていると「ふぁあ」と欠伸あくびが出て、急いで手で隠した。

「でかい欠伸だな」

　ダイニングテーブルに座っている郡司さんが私を見て、笑いを噛み殺している。隠したつもりだったけれど、しっかり見られていたみたい。

「すみません。つい」

「疲れてるんだろ。無理するな」

　郡司さんは新聞を広げたまま、私に顔を向ける。

「家事するのキツいなら、やっぱり家政婦さんに来てもらうか？」

　またこの話だ。私はでき上がったコーヒーをお揃いのマグカップに注ぎながら、郡司さんにばれないように小さなため息をついた。

「それは前に話し合いましたよね？」

「そうだけど、無理して身体でも壊したらどうするんだ」

　私はふたり分のマグカップを持ってダイニングへと向かい、郡司さんの隣に座った。

「過保護すぎます。世の中には共働きの夫婦はたくさんいるんですから、私だって大丈夫です」

　そう強く言うと、郡司さんはやれやれといった表情を浮かべた。

「わかった。でも、本当に限界になる前に俺に言うこと。いいな？」

「はい。わかりました」

　少し呆れながらマグカップを渡すと、ひと口飲んだ郡司さんが「うまい」と言って笑顔になる。

　こういう瞬間が私にとって大切な時間だ。彼のために淹れるコーヒーに、彼のための食事。リラックスできる空間を作ることは私の楽しみでもある。とはいえ、これが結構大変ではあるのだけれど。

　今まで頑張ってきた仕事も続けたいし、家事も郡司さんのお世話も私がしたい。これは私のわがままだから、できるところまでは頑張りたいと思って現在奮闘中だ。

　新聞を読みながら私の淹れたコーヒーを飲む郡司さんの隣に座っていられて、幸せだと思う。

「さて、そろそろ行ってくる」

　スーツを羽織り、ボタンを留める姿なんて、見慣れているはずなのに何度見てもかっこいい。

「じゃあな。今日はゆっくりしろよ」

「はい。夕飯はなにが食べたいですか？」

　彼を見送ろうと立ち上がって尋ねると、郡司さんが途端に顔を曇らせた。

「あのなぁ、さっきの俺の話聞いてたのか？　飯なんていいからゆっくり休め。夕方には戻るから、今日はどこかに食べに行こう。店は予約しておく」

　有無を言わさない口調から、反論するだけ無駄だと判断した。

「はい。わかりました」

　相変わらず過保護すぎると思う。けれど私は素直に返事をして彼を見送った。

　確かにちょっと疲れているから、ありがたい。

　昨日も営業所で起きたトラブルの処理で、いつもよりも一時間ほど退社が遅れた。慌てて帰宅して、前日に買ってあった食材で、夕食の支度に取りかかった。

　初めて郡司さんにお弁当を食べてもらった時に比べればそこそこ上達した。けれど、まだ時間もかかるし失敗することも多い。それでも文句を言わずに食べて、アドバイスをくれる郡司さんのためにも、できるだけ手作りの食事で迎えてあげたい、と努力しているのだ。

　とはいえ、今日は郡司さんの言葉に甘えて少し手抜きをさせてもらおう。

「そうと決まったら……」

　私はバスルームへ向かいお風呂の準備を始める。お気に入りのバスボムを入れて、湯上がりにいい香りのボディークリームを塗ろう。昨日は郡司さんと一緒だったから、全然ゆっくりできなかったし。

　昨晩のことが頭に浮かんで、慌ててかき消す。鏡には、ひとりで思い出して赤面する自分が映っていた。

　十分に時間をかけてバスタイムを楽しんだあとは、フレンチトーストを焼き、たっぷりの生クリームと冷凍のベリーを散らして、自分のためにブランチを用意した。

　さっきコーヒー飲んだから紅茶にしよう。

　ティーポットを取り出し、紅茶の準備をしてテーブルに着いた。

「ん～美味しい」

　今日のはすごく上手にできた。またひとりの時に作ろう。

　郡司さんは、食事として甘いフレンチトーストやパンケーキは食べない。だからこうやって彼がいない時に作るのを私は小さな楽しみのひとつにしていた。

「さーてと。お腹いっぱいになったし、あれに取りかかろう」

　私はリビングのラックの中に入れてある本を数冊取り出し、またダイニングテーブルに戻った。

「どれから読もうかな」

　ペラペラとめくって興味のある記事を見つけた経済誌を最初に読むことにした。

　郡司さんとの結婚で大変なのは、なにも家事だけではない。

　美月さんは『セレブの仲間入り！　羨ましい』なんて言っているけれど、実際仲間に入るのは相当大変だ。

　初めてパートナーとして連れていかれた先で、自分の無知さを改めて思い知らされた。どの会社とどの会社がグループ企業か、日芝の社長――郡司さんのお父様が個人的に仲良くしている人の名前、その人たちがする会話、どれを取ってもわからないことだらけだった。

　お父様は気さくな方で『いつか自然に覚えられる』と言ってくださったものの、その〝いつか〟が来るまでに大きな失敗をしてしまいそうで怖い。

　それ以来、私は時間を見つけて、経済誌やマナーの本を読むことを始めたのだ。

「そうだ。着付けを習いに行きたいって、相談するの忘れてた」

　パーティーでは外国の方と一緒になることも多い。先日着物で出席した時、色々と聞かれたのに、まったくなにも答えられなくて困ったのだ。せっかく日本に生まれたのだから、もっと知識を増やしたい。

「あーあ。やりたいことが多すぎて、時間が足りないなぁ」

　私は開いていた雑誌の上に、バタンッと突っ伏した。

　最近ちょっと空回りしてるかも……。無駄に頑張っても仕方がないと思うけど、なにもしないのは落ち着かない。

　色々と考えていると、お腹がいっぱいになったせいかまぶたが落ちてきた。

　――ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ。

　私は睡魔の誘惑に勝てずに、そのまま眠りについてしまった。




「千波……」

「えっ!?」

　急に名前を呼ばれて驚いた私は、勢いよく身体を起こした。目の前には、ネクタイを緩めている郡司さんの顔がある。

「私……」

「ごめん、起こして。店予約してるんだけど、どうする？」

　ハッとして時計を見ると、時刻はすでに十八時を回っている。

　せっかく有意義に過ごそうと思っていたのに、眠ってしまうなんて。

「どうかしたのか？　疲れてるなら、ケータリング頼んでもいいけど」

　郡司さんは心配そうに私の顔を見る。きっと後悔がにじみ出ているのだろう。

「違うんです。せっかくのお休みなのに、時間を無駄にしたなぁって」

　郡司さんは私の手元にある雑誌を見て眉をひそめると、不満そうにそれを指差す。

「そのせっかくの休みに、これか？」

「だって、こういう時しかゆっくり勉強できないから」

　別に悪いことをしているわけじゃないのに……。

「真面目なのは千波のいいところだ。それは否定しない」

「はい」

「でも、俺は『ゆっくり休め』って言ったはずだ」

　不機嫌な郡司さんに気け圧おされ、私は肩を落として小さくなる。

「はい。だから家事もせずに自分のしたいことを……」

「はぁ……違うだろう。もっとリラックスして肩の力抜かないと、お前はこれからずっとそんな風に突っ走るつもりか？」

　呆れた様子の郡司さんだけれど、私にだって言い分がある。テーブルの上に置いていた手をぐっと握って、自分の気持ちをぶつけた。

「できることは頑張りたいんです！　郡司さんだってお休みの日も会食やゴルフだって言って、ちっとも休みがないじゃないですか。私だけのんびりできません」

　反論する私を見た郡司さんは、わかっていないとでも言いたそうに首を振った。

「なにを言っても無駄みたいだな。こうなったら強制的に休ませるしかないか」

「強制的ですか？」

　小首を傾げる私に、郡司さんは険しかった表情を緩めた。

「あぁ。まぁいい。とりあえず夕飯を食いに行こう。三十分後には出るぞ」

「えっ、急いで準備しなきゃ」

　お風呂を上がったあと、身支度をなにもしていなかった私は、慌てて自室へと向かう。

　その時、背後から郡司さんの声が聞こえて振り向くと、どこかに電話をしているようだった。

「あ、郡司です。ちょっと頼みたいことがあるんだ。飛行機の手配を……」

　また出張なのかな……？　忙しそうだな……。

　なんて考えていたのだけれど、それがまさか私を〝休ませる〟ためだなんて、この時は思ってもみなかったのだった。




　朝日が眩しい中、大きく背伸びをした私は、ハワイの大地を踏み締めて太陽の光を一身に浴びた。

　私と郡司さんは年末年始をハワイで過ごそうと、約七時間のフライトを終えてホノルル国際空港に降り立っていた。郡司さんが忙しく、新婚旅行をしていなかった私たちにとっては、ふたりで出かける初めての海外だ。

「あんなに急に決めて、よく一ヶ月足らずで部屋も飛行機も確保できましたね」

「やろうと思えば、できるもんだな。日芝の社長秘書はさすがだ」

　今回の旅行は、お父様の個人秘書にお願いして手配してもらったらしい。

　そもそも郡司さんの実家は資産家だ。ご両親は離婚しているので、今お父様は高級住宅地にある広いおうちで、住み込みのお手伝いさん夫婦と一緒に暮らしている。

　身の周りのお世話を個人秘書とお手伝いさんがすべて取り仕切っている様を目のあたりにした時には、本当のセレブとはこういう人のことを言うのだと思い知った。だから、こういったことの手配もなにか特別なルートがあるのだと思う。

　郡司さんは自立するために、大学時代からアルバイトをしてひとり暮らしをしていたからか、あまりそういった感じがないのでうっかり忘れそうになる。でも今回みたいな時に、やっぱり彼も深沢の人間なんだなぁっと実感する。

「どうかしたのか？　飛行機の中でなんか機嫌悪くなかったか？」

　リムジンに乗り込みながら、郡司さんが尋ねてきた。

　せっかくハワイの空気に触れて、忘れかけていた嫌な気分を思い出してしまった。

　機内では人生初のファーストクラスに乗れて、ワクワクしていた。そして期待を裏切らない快適さに私は喜んでいたのだけれど……。

　ひとりひとり、ネットカフェのように区切られた空間では、隣にいても郡司さんと距離ができる。もちろんそれがファーストクラスの醍だい醐ご味みなんだけど、それが私の不機嫌の原因を引き起こした。

　年末年始とはいえ、国内を五日間も離れることになった郡司さんは非常に忙しく、直前まで仕事をしていた。だから旅行は〝ゆっくりする〟以外はノープランだった。

「飛行機の中で、ハワイでのことをもっと相談したかったのに」

「は？　だったら話しかけてくればよかっただろう？　俺が見た時にはお前ずっと寝てたからそっとしておいたんだ」

　それは……ふて寝してたなんて言いづらい。

　私は唇を尖らせたまま不満をぶつける。

「だって、すごく楽しそうにキャビンアテンダントさんと話してたし、そのあとも女優さんに声をかけられてデレデレしてたじゃないですか」

　フライトのあいだ、何度も話しかけようと思った。けれど、そうしようとするタイミングでいつも、綺麗な女性が郡司さんのそばにいたのだ。

　やっといなくなったと思った時には、郡司さんはアイマスクをつけて眠ってしまっていた。そうこうするうちに、目的地であるホノルル国際空港に到着してしまったのだ。

「なんだ、ヤキモチか」

　リムジンの中で長い足を組んで、楽しそうに笑う彼を私は軽く睨んだ。

「違います」

　本当は違わないんだけど、素直になれない。

　郡司さんが女性に優しいのは今に始まったことじゃない。一緒に仕事をしていた時もそうだった。だから悪気がないのはわかっているけれど、面白くないと思ってしまう。

　結婚して独占欲が強くなっちゃったのかな？

「悪かったって。気がついてやれなくて。ほら、こっち来いよ」

　拗ねて少し離れて座っていた私を、彼が抱き寄せた。

「キャビンアテンダントはハワイのおすすめの店を教えてくれただけだし、女優さんは今度日芝のイメージキャラクターをしてくれる人だから挨拶しただけだ」

「……ごめんなさい。完全なヤキモチでした。郡司さんが綺麗な人と話してるの見てたらなんかモヤモヤして」

　自分の狭きょう量りょうさが嫌になって俯くと、郡司さんは私の手を取り優しく包み込んだ。

「俺が好きなのは、千波だけだ。お前が嫌だって言うなら、この旅行中は千波以外の女性とは一切話さないけど」

「そ、そんなことしなくていいですからっ」

　極論を言う彼を必死に止めると、腰に回された彼の手にぐっと力がこもる。

「千波の笑顔だけを見ていたい。悪かった」

　勝手にヤキモチを焼いたのは私なのに、郡司さんが謝ってくれる。自分がつくづく子供だと思い知った。

　彼の肩に顔を乗せて身体をくっつけ、これから始まる楽しい時間に心を踊らせる。

　郡司さんが私のために計画してくれた旅行だ。思いっ切り楽しみたい。

　車が海岸線に出ると、運転手さんが気を利かせて、車のパワーウィンドウを下げてくれた。

「うわー！　郡司さん、海が真っ青ですよ」

　外からの風が潮の香りを運び、ところどころにあるハイビスカスの赤が海の色を引き立てている。

　さっきまで不機嫌だった私は、その景色を見てテンションを上げた。小学生みたいにはしゃぐ私を、郡司さんが目を細めて見つめていた。




　リムジンが到着したのは、世界中に拠点があるホテルが経営するヴィラだった。クラブハウスを真ん中に、十棟ほどの一軒家が点在している。

「アロハ！　ようこそ」

　立派なお腹をした男性が、綺麗な日本語で出迎えてくれた。チェックインしているあいだに、ポーターが荷物を運んでくれる。

　ガラス張りの天井から眩しい光が差し込む、南国のムード漂うゆったりとした空間は、リゾート感満載だ。ヴィラ自体が少ないので、私たち以外の宿泊客は見あたらなかった。

　キョロキョロと見渡す私の手を郡司さんが引いて、ふたりで部屋へと向かう。

「すごいっ！」

　私たちが滞在中過ごすことになるヴィラは、リビングとダイニング以外に、ベッドルームとゲストルームが二部屋ある。簡易キッチンもついていて、本来なら四、五人で使う広さだ。

　ベッドルームを覗くと、キングサイズのベッドにはプルメリアの花がちりばめられていて、ロマンチックなことこの上ない。私はベッドへと身体をうずめてお姫様気分を味わった。

「気に入ったか？」

　声をかけられて振り向くと、ベッドルームの入口の枠に手をかけて私を見ている郡司さんがいた。

「はい！　本当に素敵です」

　嬉しい気持ちを隠し切れずに、はしゃいだ声を上げた。

「よかった。親父の持ってるコンドミニアムもあるんだけど、こっちのほうが色々やってもらえるからゆっくりできると思って」

「コンドミニアムがあるんですかっ!?　ハワイに？」

　目を見開く私を見て、郡司さんは肩を揺らして笑った。

「あぁ、親父が買ったんだけど、あんまり使ってない。美優がたまに友達と来てるみたいだけどな」

　郡司さんにとっては、あたりまえのことなんだろうけど、根っからの庶民である私は驚くことばかりだ。

「そうだ。この部屋、プライベートビーチがあるんだ。早速泳ぐ？　それとも、もうちょっとゆっくりする？」

「泳ぎます！」

　ベッドから勢いよく飛び起きた。

　せっかくのふたりきりの時間を、一秒も無駄にしたくない。

「そうこなくちゃな。ほら、早く着替えろ」

　私にそう言った郡司さんは、すでにシャツを脱ぎ捨てていた。




　白い砂浜に、どこまでも続きそうな遠浅の青く輝く海。煌めく太陽の下を郡司さんと手を繋いで歩いていた。

「それ、邪魔だろう」

　彼の長い指が、私のパレオをペロッとめくった。

「や、やめてください。エッチ」

「なんだよ、今更。俺はお前の身体の隅々まで知ってるんだぞ」

　もちろん下に水着を着ているけれど、青空の下で披ひ露ろうする勇気がない。

「それが金子がセレクトした水着か？」

　私がこんな事態に陥ったのは、郡司さんの言う通り美月さんのせいだ。

　年末年始をハワイで過ごすという話になった時に、お土産のリクエストの次の話題が水着だった。手持ちのタンキニをこの旅行でも着るつもりだったのに『新婚なのに、そんなんじゃ旦那に飽きられるよ』と言われて慌てた私に、水着をプレゼントしてくれたのだけれど……。

　フリルのついた白いビキニは、確かに可愛い。だけど今まで私が着たことのある水着からは考えられないほど布の面積が小さいのだ。

　旅行前に確認しなかった私が悪い。悪いんだけど……。美月さんのバカ！と思わずにはいられない。

　ビーチにあるパラソルの下にたどり着いた。

「ほら、脱がないと入れないだろう」

「脱ぎますよ。脱ぎますけど……そんなに見られたら、脱ぎにくいというかなんというか」

　私は歯切れの悪い言葉で、決心が固まるまでの時間を稼ごうとした。

「嫁の水着を見てなにが悪い」

「そんな開き直らなくても」

　ぐずぐずしている私に痺れを切らした郡司さんの手が伸びてきて、パレオの結び目を引っ張った。はらりとパレオが足元に落ちる。

「きゃあ！」

「おい、旦那を変態みたいに……」

　急に黙り込んだ郡司さんは、まじまじと水着姿の私を見つめている。

「あの……どうかしましたか？　どこか変ですか？」

　なにも言わない郡司さんの反応が怖くて、おろおろしてしまう。

　やっぱりいつもの水着にすればよかった。後悔しても遅いけど。

「いや、金子はほんと、いい仕事するな」

　しかし郡司さんは満面の笑みを浮かべ、腕を組んで感心している。

「へ？」

「すごくよく似合ってる。その水着」

　思いもよらない評価に驚いた。

「そうですか？」

「あぁ。俺が今、金子の直属の上司なら、昇給してやりたいくらいだ」

「そんな大袈裟な……」

　そうは思うけれど、郡司さんの言葉に頬が緩む。

「ほら、自信持って」

　褒められて嬉しくなった私は、上機嫌だ。

「はい。今度からは日本でもこれ着ますね」

「それはダメだ！」

　間髪を容れずに否定されて驚いた。

　さっき褒めてくれたのに、どうしてだろう。

「なんでですか？　だって今、よく似合ってるって」

「だからダメなんだ。俺以外にその水着姿見せるなよ。絶対」

　そんな真剣な目で言うようなことだろうか？

「はぁ……よくわかりません」

「男心は複雑なんだよ。わかったらほら行くぞ」

「え、きゃあっ！」

　いきなり抱え上げられた私は、落ちないように郡司さんの首に手をかけた。

「下ろしてください、歩けますからっ」

「ダメだ。この旅行ではお前を目いっぱい甘やかすって決めたんだ。黙って俺のしたいようにさせて」

　ニコッと笑って「行くぞ！」と声を上げた郡司さんは、楽しくてたまらないというように目を輝かせていた。そんな少年みたいな彼の顔を見て、私の心も弾む。

　白い砂浜を私を抱えて走る彼は、そのまましぶきを上げて海へと飛び込んだ。

「郡司さんっ！　どこまで行くつもりですか？」

「さてと、どこまでかなぁ」

「あの、私あまり泳ぐの得意じゃなくて」

「ふーん。初耳」

　そう言った彼の顔がすごく意地悪で、嫌な予感がした。

　水の中をどんどん進んでいた郡司さんがいきなり足を止める。そしてニヤリと笑うと、急に私を抱いていた手の力を抜いた。

「ひゃあっ！」

　落ちる！

　慌てて縋すがりつく私を見た郡司さんは、声を上げて笑っている。

「あはは。千波が『下ろしてください』って言ったんだぞ」

「それは、砂浜での話じゃないですかぁ」

　半べその私を見て、郡司さんはとぼけたように返す。

「そうだっけ？」

「意地悪しないでください」

　必死で郡司さんにしがみついている私に、彼が条件を提示した。

「別にそんなつもりはないけど、千波がどうしてもってお願いするなら抱いてやらなくもないけど」

　完全に面白がっている郡司さんを、私は睨んだ。

　こんなところまで連れてきておいてひどい。でも、このままではどうしようもない。

「お願いします。抱いてください」

　その言葉が恥ずかしくて、顔が赤くなる。しかし、背に腹は代えられない。

「仕方ないなぁ」

　ニヤニヤと笑いながら私の腰に手を回すと、ぐっと力を込めて抱き締めてくれた。ほっとひと安心したものの、ちょっと意地悪がすぎる郡司さんに口を尖らせる。

「こんな子供みたいなことしないで、早く砂浜に戻ってください」

「せっかくここまで来たのに、もう帰るのか？」

「だって、私泳げないんですもん」

　このままここに留まっていると、ずっと郡司さんに抱っこしていてもらわなければならず、お互い海を楽しむことなんてできそうにない。

「泳げなくても大丈夫だ。俺がずっと抱いていてやる」

　そう言いながら水しぶきを上げて、楽しそうにクルリと一回転した。

「でも、郡司さん大変じゃないですか？」

　心配して聞くと、首を左右に振った。

「いや、全然。こんなことでもないと、千波から『抱いてください』なんて言葉聞けないだろう」

　肩をすくめる彼は、とても嬉しそうだ。

「そんなくだらない理由で……」

　呆れてそれ以上言葉が出ない。

「くだらなくなんかない。千波にはいつでも俺を欲しがっていてほしい」

　それまでとは違う、熱のこもった真剣な眼差しが私に向けられた。

　郡司さんはわかっていない。私はいつだって、もっと近くにいたいと思っていることを。いつだって郡司さんをひとり占めしたいと思っていることを。

　付き合って、同棲して、結婚して……彼の新しい一面を知るたびに、どんどん好きになってしまう。この思いは底なしだ。

　近づいてくる綺麗な形の唇が私の唇をとらえた時、その気持ちが少しでも伝わるようにと愛を込めて口づけを返した。




　翌朝、私はクラブハウスにあるレストランで朝食をとっていた。

　テラス席で波の音を聞きながらゆっくりと食事を楽しむ。生クリームとフルーツが乗ったパンケーキが運ばれてきて、思わず顔がにやけた。切り分けたパンケーキに、タワーのように盛りつけられている生クリームをたっぷりと乗せて口に運ぶ。さっぱりした甘さで、舌の上で溶けてなくなった。もっちりとしたパンケーキがすごく好みで、滞在中にあと一回は食べようと心に決めた。

　私が至福の時をひとり堪能している今、郡司さんはフレッシュジュースだけ飲んで、ジョギングに行っている。普段から時間を見つけてジムに通っている彼は、正月のあいだもだらだらするつもりはないみたいだ。

　ちょっと、見習わなきゃいけないな。

　昨日だけで確実についた頬の肉をつまみながら、明日は一緒に走ろうかなぁと思っていると、羽織っていたカーディガンが引っ張られた。

「ねぇ、それ美味しいの？」

「え？　あ、うん」

　振り向くとそこには、三、四歳くらいの日本人の男の子がいて、私の食べているパンケーキを指差していた。

「ふーん。ひとりでケーキ食べてるの？」

「あ、えーっと、そうだね。ひとりで食べてるね」

　手を止めて、小さな瞳を覗き込みながら返す。

　男の子はじっと私を見つめたままだったが、急に隣の椅子によじ登って腰かけた。

「僕、翔しょうだよ。おねーさんは？」

「深沢千波です。ねぇ翔くん、お父さんやお母さんは？」

「お父さんはいないよ。お母さんはあっちでお仕事」

　彼の小さい指が差すほうを見ると、四十代前半くらいの綺麗な女性がスマホでなにか話をしていた。長い髪をかき上げた時に見えた表情は眉間に皺が寄っていたため、あまりいい内容の電話ではないようだ。

　視線を翔くんに戻すと、彼は私の飲んでいたオレンジジュースをひと口飲み「酸すっぱい」と顔をしかめていた。

　なんてマイペースなんだろう。でも子供はみんなこんなものなのかもしれない。

　母親はまだ電話中なので、私は翔くんの相手をしようと、パンケーキと一緒に提供されたチョコソースのボトルと、白い皿を手に取った。

「これ、なーんだ？」

　そう言いながら、チョコソースを絞り出し皿に絵を描く。

「あ、猫さんだ。ニャー！」

「そうそう、ニャー！　じゃあ、次は？」

　次の皿を手に取って、別の絵を描き始めた頃、「もう結構よ！」という甲高い声がレストランに響いた。それは紛れもなく翔くんのお母さんの声だ。

　それまで機嫌よく私の絵を見ていた翔くんの目が、不機嫌な自分の母親をとらえた瞬間、暗く曇る。ギュッと私の洋服の裾をつかんだ彼の不安が、私にもしっかりと伝わってきた。

　電話を終えた母親がキョロキョロと辺りを見回し、私と一緒にいる翔くんを見つけて駆け寄ってきた。

「すみません、息子がお邪魔したみたいで」

　女性は申し訳なさそうに頭を下げる。

「いえ、大丈夫ですよ。それよりもなんだか大変そうなご様子でしたが……」

「あぁ、お恥ずかしいところを見せてしまい、すみませんでした」

　困った様子の母親を放っておくことができずに「よかったらどうぞ」と向かいの席をすすめる。

「あ、はい。ありがとうございます。翔、こっちに来なさい」

「嫌だ。僕、パンケーキ食べる」

「こら、それはお姉さんのでしょ。新しいの頼んであげるから」

「あ、食べかけでよければ構いませんよ」

「本当にすみません。あの……よかったら少し、お茶に付き合ってもらえませんか？」

　肩をすくめてそう言った彼女の表情は、少し疲れているようだ。

「はい。喜んで」

　ここが国外だからか、日本人に親近感を持った私は、時間を共有することにした。

　コーヒーを注文して、改めて彼女を見ると、どこか見覚えのある顔だった。

　えーっと、誰だっけ？

「あの、どこかでお会いしたことなんてないですよね？」

「あら、私のことを知っているなんて光栄だわ」

　ニッコリ笑うと、横に置いてあったバッグから名刺を一枚取り出した。

　そこには【エステティックサロン　ＮＥＯネオ　代表取締役社長　矢や野の真ま美み子こ】と記載があった。

　ＮＥＯといえば、全国にサロンを展開していて、業界での売上は近年ずっと一位だったはず。アメリカ、カナダ、オーストラリア、台たい湾わんなど海外にも店舗を展開している大企業だ。

　そこまで記憶をたどった時、彼女の顔写真を経済誌で見たことを思い出した。

　コーヒーが運ばれてきて、矢野さんと私の前にひとつずつ置かれる。

「あの、雑誌に掲載されてた記事を読んで、すごいなぁって思ってたんです」

　カップに砂糖とミルクを入れスプーンでかき混ぜると、ミルクがコーヒーに円を描いた。

「なんだか恥ずかしいわね。本当はそんなにすごい人間じゃないのよ」

　矢野さんは、テーブルに置いてあったスマホを見つめてため息をついた。

「袖振り合うも多生の縁って言うじゃない。ちょっと話を聞いてもらってもいいかしら？」

「私でよければ」

　快く返事をした私に、彼女はもう一度ため息をついて話し始めた。

「実はね……」

　今回矢野さんがハワイに来たのは、決して休暇が目的ではないらしい。ハワイの店舗を任せていた方とトラブルが発生して、それを解決するためのようだ。

「もうね、こじれてしまって直接話をするしか方法がないのだけれど、彼女の時間が取れるのが今日だけなの。それなのに……翔を見てもらう予定だった日本人のベビーシッターが急に都合が悪くなってしまって」

　それでさっき声を荒らげていたのか。緊迫した話し合いに翔くんを連れていくことはできないだろう。今もパンケーキに飽きた彼は、ポケットから戦隊ものの人形を取り出してテーブルの上で戦闘を開始している。小さな男の子に静かにじっとしていなさいというのは無理がある。

「そうだったんですか……」

　目の前に困っている人がいるのに、なにもできなくてもどかしくなる。ふたりで肩を落としたその時、背後から声が聞こえてきた。

「真美子さん!?」

　振り向くと、タオルで汗を拭っている郡司さんが驚いた顔で立っていた。

「あら、郡司くんじゃないの!?　こんなところで会うなんて……旅行？」

　真美子さんは驚きながらも、郡司さんの顔を見て嬉しそうに顔をほころばせた。

「あぁ。ちなみに、そこにいるの俺の嫁だから」

「えぇええええ！」

　彼の言葉を聞き、真美子さんはさっきと比べ物にならないほどの驚きを見せた。

　私は状況がつかめず、ふたりの顔を見比べてしまう。

　まさか、こんなところで郡司さんの知り合いに会うとは思ってもみなかった。

　ふたりについていけていない私を察した郡司さんが、椅子に座りながら説明してくれる。

「この人、俺の叔お母ばさん。親父の妹な。で、さっきも言ったけど、こっちが俺の奥さん」

「ちょっと、叔母さんはやめてっていつも言ってるでしょ？」

　真美子さんは笑いながら、郡司さんの腕をポンッと叩いた。

「え？　だって結婚式には……」

　口をついて出た私の疑問に、郡司さんと真美子さんが苦い顔をする。どうやら理由がありそうだったため、私はそれ以上聞くのをやめた。

「で、こんなところでなにしてるんだ？」

　郡司さんの質問に、真美子さんは私にしたのと同じように事情の説明をした。

「そうだったのか、それでここまで」

　状況を知った郡司さんは眉を寄せ、真美子さんは長い髪をかき上げてため息をつく。

「あの……」

　私はさっきから考えていたことを、提案することにした。

「差し出がましいとは思うんですが、よければ私が翔くんをお預かりしましょうか？」

　ふたりの様子を見ていると、このふたりの関係に問題があるようには思えなかった。そうであれば、郡司さんの親類が困っているのに助けないわけにはいかない。

「ああ、それがいい」

　郡司さんも賛成してくれた。

「え、本当にいいの？　そうしてくれると助かるけど……」

　真美子さんは申し訳なさそうにしている。

　すると突然、私の手を翔くんが握り締めた。

「千波ちゃん、あっちで一緒に遊ぼう」

　翔くんにぐいぐいと手を引かれるその様子を見て、郡司さんは真美子さんに言う。

「翔のことは俺たちに任せて。仕事の話をする場所に翔を連れていくのは可哀想だ」

「ありがとう。でも、本当にいいの？」

　郡司さんは私の飲んでいたグラスの水を飲み干すと、立ち上がって翔くんの前に膝をついて座った。

「翔、お前のお母さん仕事なんだって。俺と、千波と三人で留守番できるな？」

「うん、おじさん」

　無邪気な笑顔は天使のようだ。

「お、お、おじさんだと!?」

　さっきまで笑顔だった郡司さんが、ショックに打ち震えている。

「この俺が、おじさんだと……」

　ブツブツと文句を言っている彼を置いて、私は真美子さんのほうを向いた。

「この通り、郡司さんと私で翔くんをお預かりします。ですから心置きなくお仕事してきてください」

　私は翔くんと繋いでいる手を、真美子さんに見せて安心してもらう。

「翔、本当にお姉ちゃんたちとママのこと待っていられる？」

「うん。千波ちゃんと海に行くの」

「いいね！　一緒に泳ごう」

　身を屈めて翔くんと目線を合わせると、私の言葉に満面の笑みを返してくれる。

「うん！」

　その様子を見て、真美子さんは「はぁ」と大きく安堵の息を吐いた。

「ありがとう。途方にくれてたの。誰かの助けがあるって、本当にありがたいことだわ」

　にっこりと柔らかい笑顔を見せる真美子さんは、少し安心した様子だ。

「これ、翔の着替えとか入ってるから。よろしくね。郡司くん、千波ちゃん」

「こっちのことは、心配しなくていいから。頑張ってきて」

　郡司さんの言葉に、真美子さんは頷き、私の隣にいた翔くんを抱き上げる。

「仕事ばっかりでごめんね。大好きよ……翔」

　柔らかい頬にキスをして、思い切り抱き締めていた。これから子供を置いて仕事に行かなければならない母親の、なんともいえない思いが感じられて、少し切ない。

　郡司さんは、真美子さんの腕からそのまま翔くんを受け取って抱きかかえると、三人で仕事に行く彼女を見送った。

「行ってらっしゃーい」

　私と翔くんの声に、真美子さんは最後に振り返って、手を振っていた。

　よしっ！　ママの代わりとまではいかなくても、せっかくだから翔くんと楽しい思い出を作ろう。なんてったって、彼は郡司さんの従弟なんだから。

　私は彼が抱いている、翔くんを見上げた。

「さあ、なにして遊ぼうか？」

「海ー！」

　郡司さんの腕から下ろされた翔くんは、元気よく手を上げて返事をしてくれた。

　あぁ。すごく可愛い。私の手を握る小さな手の柔らかさと屈託のない笑顔にメロメロになりそうだ。

「じゃあ、出発！」

「おー！」

　私と翔くんが駆けだすと、後ろから郡司さんが「走るなっ！」と注意した。振り返った翔くんが、彼に向かって声を上げる。

「おじさんも、早く！」

「おじさんって言うなっ！」

　またしてもそう呼ばれて我慢ならなかったのか、さっき『走るな』と言った張本人が、私たちめがけて走ってきた。

「翔くん、逃げよう」

「うん！」

　大きく頷いた翔くんの手を引いて私は郡司さんから逃げた。ケラケラと笑う翔くんと一緒に私も声を出して笑った。




　それから一時間後。

「翔、海に入らないのか？」

「うん、僕、お砂場忙しいから無理」

「はぁ……」

　あれほど、海に入りたいと言っていたのに、やっぱり最初がまずかったか。

「お前、水が怖いんだろう？」

　砂の山にトンネルを掘っている翔くんの顔を、ニヤニヤしながら郡司さんが覗き込んだ。

「僕、怖くない！　でも、今お砂場忙しいのっ！」

　キッと睨みつけて、水に入るのを断固拒否している。

　実は海に来てすぐ、はしゃいだ翔くんが、私が止めるのも聞かずに波打ち際に走っていった。そしてそのまま見事に転び……ザバーンと頭から海水をかぶってしまったのだ。郡司さんがすぐに抱き起こしてことなきを得たのだけど、翔くんはそれから一向に海に近づこうとしない。

「怖がってたら、いつまで経っても海で遊べないぞ」

　まだ小さい男の子なのに、そんなに無理して水に慣れさせなくてもいいのに。

「郡司さん――」

「いいから、千波は黙ってろ」

　止めに入る私の言葉を遮って、郡司さんは真剣な顔で翔くんに向き合った。

「海に入るの楽しみにしてたんだろう？」

「うん」

　まだ砂をいじりながら小さく頷いた。

「俺が抱っこしてやるから、一緒に入ろう」

「でも、僕……」

　さっきの恐怖がまたよみがえってきているみたいだ。

「大丈夫だ。絶対に手を離さないから、入ってみよう。一度入って嫌だと思ったら、すぐに出ればいい」

「本当に？　怖くない？」

　水へ入りたい気持ちと怖さとのあいだで、まだ決心がつかないみたいだ。

「千波ちゃんも一緒に入ってくれる？」

　私のそばに来て、懇願するような瞳で見つめながら、小さな手で私の腕を取った。

「うん、もちろん。私も翔くんと海に入りたいな」

　少しでも緊張をほぐしてあげたかった私は、ニッコリと笑ってみせた。

　翔くんも本当は海に入りたいはずだ。あんなに楽しみにしていたんだから。

　そう思った私は、もう一度翔くんを誘った。

「ね、翔くん。お姉ちゃんと一緒に入って、水遊びしようよ」

「……一回だけだよ」

　仕方がないなぁとでも言いたげな口調に、思わず笑ってしまいそうになる。

「うん。一回だけね」

「じゃあ、早速行くぞ」

　郡司さんが翔くんの脇に手を入れて抱き上げ、海に向かって歩いていく。

　ふたりの後ろからついていくと、郡司さんの肩を握っている翔くんの手に、力が入っているのがわかった。

　やっぱり怖いのかな。でも、あんなに小さいのに挑戦しようとしてる。

　翔くんの勇気に感動して、私は足を速めて彼らの横に並んだ。

　ザブザブと水しぶきを上げて、郡司さんが水の中を進んでいく。

「ねぇ、おじさん」

「〝郡司さん〟だ！」

　郡司さんったら、よっぽど〝おじさん〟って呼ばれるのが嫌なんだ。

　そんなふたりのやり取りを見て、笑いをこらえるのが大変だった。

「郡司しゃん、怖くない？」

　翔くんが訂正して、もう一度不安げな声で郡司さんに話しかけた。

「あぁ、全然。冷たくて気持ちいいぞ。なぁ千波」

「うん。もうすぐ翔くんの足も水に浸かるよ。せーの」

　私のかけ声に合わせて、郡司さんが翔くんの足を水につけた。

「わあ！　冷たい」

　翔くんは水の感触を楽しんでいるようで、郡司さんと私は顔を見合わせて笑顔になった。

「でしょ？　でもすごく気持ちいいよね？」

「ほら、今度はお腹まで水に入るぞ」

「うん。ああぁ。あはははは」

　大きな声を上げて笑う翔くんは本当に楽しそうだ。その時、翔くんの足のそばを小さな魚が泳いでいく。

「あ、お魚さんがいるっ。見て」

「僕もお魚さんみたいに泳げるようになる？」

　郡司さんの顔を見上げて聞いた。

「あぁ。大丈夫だ。勇気がある翔は、なんでもできるはずだ」

「やった！」

　郡司さんは、腕の中で跳ねる翔くんを落とさないようにと抱き締める。

「じゃあ、泳ぐ練習するか？」

「うん」

「私、浮き輪取ってくるね」

　砂浜に置いてきた浮き輪を取りに戻る。少し離れた場所から郡司さんと翔くんを見ると、ふたりは太陽に負けないくらいの笑顔を見せていた。

　郡司さんってば、小さな子供にまであんな風に接するんだな。

　彼の下で働いていた時のことを思い出す。なにか困ったことや、つまずいたことがあっても、必ずああやって一緒に解決してくれた。逃げずにまっすぐ向かっていく方法を教えてくれた。

　懐かしく思いながら浮き輪を手にすると、全力で翔くんと遊ぶ郡司さんのもとに駆けていった。




　海を満喫したあと、三人で部屋のジャグジーで砂を落とすことにした。

「泡ぶくぶく～」

　翔くんもご満悦のようで、楽しそうにラウンジ型のジャグジーの中を歩き回っている。

「はぁ～疲れた」

　郡司さんは肩を鳴らすと、バスタブに両手をかけて声を上げた。

「ふふふ……そんなこと言ってたら、また翔くんに〝おじさん〟って言われちゃいますよ」

「あはは。子供は容赦ないからな」

　はしゃいでいる翔くんを見ながら郡司さんが苦笑いを見せる。

「千波は疲れてないか？」

「少し。でも私も思い切り楽しみましたから」

　あれから翔くんに付き合って、海で目一杯遊んだ。楽しかったけれど、心地よい疲労感があるのも確かだ。

　そんな私を見た郡司さんは柔らかく笑うと、ジャグジーの中で私の手をギュッと握ってきた。

「翔くんがいるから……ダメです」

「別にいいだろ、手ぐらい。今時、幼稚園児でも繋いでる」

　確かにそうだけど……。

　手を引っ込めようとしたけれど、強く握られて逃げられない。

「それに泡で見えないから、しようと思えばもっとすごいこともできるしな」

　思わせぶりな笑顔を浮かべたあと、繋がれていただけの手に指を絡めてきた。ただ手を繋いでいるだけなのに、隠れてしていると思うとなんだか後ろめたい気がするから不思議だ。

　翔くんに気づかれないように、小声でやめてもらうように言う。

「もう、ダメですよ。教育上よくないです」

「千波も言うようになったな。俺が全部教えてやったのに」

　意味ありげな言葉に、思わず頬が紅潮する。

「すぐに赤くなるところは、相変わらずだな」

「こ、これはお湯が温かいから……」

「ふーん」

　面白そうに目を細める郡司さんを見て逃げだそうとしたけれど、その前に彼に手を引かれてぐっと胸に抱き込まれる。

「生意気言う奴は、こうだ」

「きゃあ！　あはははっ」

　脇腹をくすぐられた私は、大きな声を上げて笑った。

「やだ、もうやめてください」

「いーや、お仕置きだ」

　そんな私たちを見た翔くんが、参戦してくる。

「悪者め！　千波ちゃんを放すんだっ！」

　私を守ってくれる正義のヒーローの登場だ。小さな手に水を思いっ切りすくって、郡司さんめがけてかけた。

「わっ！　やったなー！」

　そう言って、郡司さんが翔くんを抱え込む。

「嫌ー！　あははっ。やーめーろ!!」

　悪者につかまってしまった小さなヒーローは、嬉しそうに手足をバタバタと動かして大きな水しぶきを上げている。

　郡司さんは、悪者になり切って低い声を出す。

「覚悟しろー！」

　くすぐられた翔くんは、身をよじって笑った。しかし、急に動きが止まる。

　不思議に思った郡司さんが、翔くんの顔を覗き込んだ。

「どうかしたのか？」

　突然静止した翔くんを私も心配する。

「おしっこ……」

「え？　おい、ちょっと待て、我慢するんだ。我慢だぞっ！」

　郡司さんは慌てふためきながら立ち上がると、翔くんを抱えて走りだした。

「出ちゃう……」

「あとちょっと我慢しろ」

　まだ濡れたままの翔くんを抱えて、郡司さんがトイレに飛び込んだ。

　あんなに慌てた郡司さん見たの初めてかも。

　取り残された私は、さっきの光景を思い出してひとりクスクスと笑ったのだった。




「あーあ。子供って本当に大変だな」

　大きなキングサイズのベッドに、翔くんの寝顔を隣で見つめる郡司さんがいる。

　あれからバタバタと着替えを済ませた翔くんは、部屋でランチを食べている途中でこっくりこっくりと船をこぎ始めた。そんな彼を郡司さんがそのまま抱き上げてそっとベッドへと寝かせたのだ。

「でも、すごく幸せそう」

　まだ夢の中で食事をしているのか、時折口元がもぐもぐと動く。

　その様子をふたりで眺めて微笑み合った。

　でも次の瞬間、郡司さんは顔をわずかに曇らせ、翔くんを見つめたまま話し始めた。

「真美子さんが結婚式に来なかったのは、深沢とは縁を切ってるからだ」

「え……どうして」

　衝撃の告白に驚きを隠せない。まさかそんな事情とは思ってもみなかった。

「真美子さんは翔の父親と駆け落ちしたんだ。それも他の男との結婚式二日前に」

　当時を思い出しているのか、話をしている郡司さんもつらそうだ。

「俺はまだ高校生だったから詳しい話は知らないんだけど、どうしても好きな人と一緒になりたかった真美子さんは逃げ出したんだ。そしてそれを今は亡き俺の祖父は許さなかった」

　映画やドラマではよく聞く話だけど、まさか実際に耳にする時がくるなんて。

　私はそのまま静かに彼の話を聞いた。

「それから十年後、ふたりで作った会社は大きくなって、翔がお腹に宿ってることもわかった。そんな幸せいっぱいだった時、真美子さんの旦那さんが許しを得に深沢の家に向かっていた途中、事故に遭って……」

「じゃあ、翔くんのお父さんは？」

　郡司さんが首を横に振る。胸が締めつけられて声が出ない。

「真美子さんは……きっとまだ深沢という家を恨んでいるに違いない。仕方のないことだろうけどな。それからひとりで旦那さんとふたりで築き上げた会社と、翔をずっと大切に守ってきてる」

「そんなことがあったなんて……」

　だからさっき『誰かの助けがあるって、本当にありがたい』と言ったのだ。今まで全部ひとりでやってきたから。

「コイツも小さいのに、苦労してるんだよな」

　翔くんの頭を撫でながら、優しい眼差しを向けていた。

　私と郡司さんの結婚は誰にも反対されなかった。スムーズに了承してもらえたのは郡司さんが根回しをしてくれたのかもしれないけれど、それにはきっとこういう理由があったからなんだ。

　自分の幸せが真美子さんの幸せの犠牲の上にあるような気がして、胸が押し潰されそうになる。

「なーんで、お前がそんな顔してるんだ」

　翔くんに向けていた視線が私に向く。私の大好きな柔らかくて温かい笑顔がそこにあった。

「ううん……ただ、私は幸せだなって。本当に好きな人の奥さんになれて、いつも抱き締めてもらえるって本当に奇跡みたいだなって」

　どれだけ自分が恵まれているのか改めて思い知った。

　郡司さんがベッドから起き上がり、私の座っているソファまで歩いてくる。隣に腰を下ろすとギュッと抱き締めてくれた。

　彼の温もりを感じ、この腕にどれほど自分が守られているのか自覚する。

　少しでも郡司さんになにかを返せるように、私も彼の背に手を回した。

　私も彼を幸せにできているだろうか……そしてこれからもっと幸せにできるだろうか？

「そうだな。だからもっと幸せになろう。そして周りも幸せにしていこう」

　ふたりで、天使の寝顔を見つめながらそう誓った。




　夕方……翔くんがお昼寝から起きた頃、真美子さんから連絡が入った。どうやら無事に仕事が終わったみたいだ。

　最後に海が見たいと言った翔くんに付き合って、三人で浜辺へと向かう。

「肩車してやろうか？」

「かたぐるま？」

　きょとんとした顔の翔くんの返事を待たずに、郡司さんは屈んで自分の肩に翔くんを乗せる。

「うわー！　すごい、高いっ！　遠くまで見える」

　視界が変わって大興奮の翔くんが大きな歓声を上げた。

「遠くまで見えるか？　世界は広いだろう？」

「うん！」

　ふたりのあとについて私はゆっくりと歩いた。

　目の前に真美子さんの姿が見えると、翔くんが大きな声を出す。

「ママー！　郡司しゃん、走って」

「はい、はい。しっかりつかまってろよ」

　走りだした郡司さんの肩の上で、キャッキャとはしゃぐ翔くんの笑顔を見て、今日一日一緒に過ごすことができて本当によかったと思った。

「翔！」

　真美子さんも駆け寄ってきて、郡司さんの肩から下ろされた翔くんを抱き上げる。その瞬間、フニャンとした笑顔に翔くんの顔が変わった。

　頬を寄せて抱き合う姿を見ていると、やっぱり母親は偉大だと知る。きっとあの顔にさせることは私や郡司さんにはできないはずだ。

「いい子にしてた？」

「うん、海入ったの。いっぱい泳いだ！」

「そう、すごいね」

　ひとしきり親子の再会を楽しんだあと、真美子さんが私と郡司さんに向き直った。

「本当にありがとう。おかげでうまくいったわ」

「そうか、よかった」

　それを聞いた郡司さんが安堵の表情を見せると、真美子さんは翔くんの頭を撫でながら続けた。

「それに、肩車されて翔もすごく楽しそうにしてた。あんなに声を上げて笑う姿見るの、いつぶりかな？」

　微笑む真美子さんの瞳には切なさが宿る。

「俺たちも楽しかった。なぁ、千波」

「はい」

　私が頷くと、真美子さんも安心した顔を見せてくれた。

「親父もきっと、翔のこと見たら喜ぶと思う。こんなに可愛い甥おいっ子なんだ。一度会わせてやってほしい」

　私もそう思う。お父様は当時の状況を知っているけれど、真美子さんたちとの関係が今のままでいいとは思っていないはずだ。

「ん……でも……」

　真美子さんは目を伏せて、歯切れの悪い返事をした。

「ママ！　今日ね、千波ちゃんにいっぱい遊んでもらったの。また遊べる？」

「おい、おい、遊んでやったのは俺だぞ」

　郡司さんの顔には心外だと書いてある。

「そうだね。次は日本で会おうか？」

　私の言葉に翔くんが目を輝かせた。

「いいでしょ？　ママ」

　おねだりする翔くんの顔を見て、真美子さんは仕方がないという風に笑顔を浮かべた。

「そうだね。じゃあ、次はお墓参りしてから行こう」

「パパの？」

「パパのは毎月行ってるでしょう？　翔のおじいちゃんとおばあちゃんのよ」

「うん」

　ふたりの会話を聞いて、胸が熱くなる。一度離れてしまった家族の輪が、またもとに戻ろうとしている。

「じゃあ、そろそろ行くね。明日は翔と一日中遊ぶ予定だから」

「ねー」と親子で笑い合う真美子さんに、翔くんの荷物を手渡した。

「郡司しゃん、これあげる」

　翔くんが差し出したのは、大切にしていた戦隊ヒーローの人形だ。

「いいのか？　これ宝物だろう？」

「いいの。どうぞ」

「あはは、ありがとうな」

　屈んで髪をくしゃくしゃと撫でるその横顔が、すごく柔らかくて思わず見とれてしまった。

　ふたりが見えなくなるまで見送ったあと、夕暮れに染まる浜辺を手を繋いで散歩した。

「お前のおせっかいも、役に立ったな」

　郡司さんが耳元で茶化すように言う。

「よかったですね。本当に」

「あぁ。もっと早くに、こういう機会があればよかったんだろうけどな」

　話をしながら、翔くんからもらった戦隊ヒーローの人形を見つめている。

「翔くんがいなくなって、寂しいですか？」

「あぁ。やっぱり子供は可愛いな」

　今日のことを思い出しているのか、彼は顔をほころばせた。

「郡司さんが、子供好きだなんて意外でした」

「そうか？　まぁでも子供と触れ合う機会なんてなかったもんな」

　郡司さんはプライベートビーチにあるハンモックに腰かけ私を手招きした。私が座ると、そのまま一緒にごろんと横になる。不安定な網の中でふたりでくっついた。

「郡司さんは、子供欲しいですか？」

「なに、千波欲しいの？」

　驚いたように、私の顔を見つめた。

「いえ、郡司さんと私の子供ってどんな子なのかなぁって」

　漠然と考える。女の子、それとも男の子だろうか？　男の子はやっぱり郡司さんに似るのかな？　でも、女の子は父親に似たほうが幸せになるっていうから、どちらにしろ郡司さんに似たほうがいいのかも。

「俺は男がいい」

　迷いもなくはっきりと言い切った。

「もちろん男の子可愛いですけど……。どうしてですか？」

「だって、千波に似た娘だったら、心配で外に出せないからな。悪い虫がつかないようにしないと」

　郡司さんがあまりに真剣な顔で言うものだから、思わず私は吹き出してしまう。

「ぷっ……まだ生まれてもないのに」

「生まれていなくても、心配なんだ」

　真剣に言う郡司さんの顔がおかしくて、ますます笑いが止まらなくなる。

「いつまでも笑うな」

「はい。でも私は兄弟がいる子が羨ましかったので、三人くらい欲しいです」

「そうだな。子供は多いほうがいい」

　郡司さんも同じ意見だったようで、微笑みながらぐっと私を引き寄せた。狭いハンモックの中でさらに密着する。

　少し風が出てきたので、温かい郡司さんのそばがすごく心地いい。

　近くで郡司さんの顔を見ていたら、ふと、今日一日翔くんに見せていた優しい彼の笑顔を思い出した。

　きっと子供ができたら、あの笑顔を毎日見せてくれるんだろうな。

「しかし、千波が子供欲しいとはねぇ」

　せっかくロマンチックな気分だったのに、郡司さんのいたずらな手が動きだした。

「そこまで言うなら、俺も全力で協力するけど」

「もう少し待てば、コウノトリさんが私たちのところにも来てくれますよ」

　どんどんエスカレートしていく彼の手をつねり、にっこりと笑顔でかわす。

「なんだよ、その迷信話。……まぁ、でも今はまだいいか」

　さっきまでは賛成してくれていたのに、気が変わっちゃったのだろうか？

　心配がすぐ顔に出てしまった。

「誤解するなよ。俺もいつかは千波との子供が欲しい。だけど……」

　額と額をくっつけて至近距離で見つめ合う。

「今はまだ、千波を独占したい。ダメか？」

　私の頬を撫でながら、甘い声でささやいた。

　子供のような理由だけれど、それがたまらなく嬉しい。

「そうですね。コウノトリさんにはもう少し待ってもらいましょう。そしていつか私たちのところに来た赤ちゃんは、世界で一番幸せにしてあげましょうね」

　彼の瞳を見つめて、希望を込めてそう言った。なのに……。

「それは無理だな」

「えっ？」

　それまで笑顔だった私の顔が凍りつく。

「どういうことですかっ!?」

　彼の腕から抜け出て身体を起こし、問いただす。

　そんな私を見て、郡司さんは思わせぶりに笑った。郡司さんは、驚いている私の顔を頭の後ろに手を添えて引き寄せる。そして唇が触れる瞬間そっとささやいた。

「だってそうだろう……世界で一番幸せなのは俺なんだから」

「え……」

　ニヤッと笑うと、すぐに私の唇が塞がれた。甘く誘うようなキスを繰り返し、私の心を満たしていく。

　気がつけば郡司さんと私のポジションが入れ替わり、彼が私を見下ろしていた。

「愛してるよ……千波」

　そして形のいい唇がもう一度私に落とされる。

　何度キスして抱き締められても、そのたびにどんどん彼への思いが深くなっていく。相変わらずドキドキは止まらないし、見つめられるたびに胸がくすぐったくて温かくなる。

　郡司さんには悪いけど、彼を世界で一番にしてあげるのは難しい。

　だって、世界一幸せなのはこの私だから。

　きっと彼のそばにいる限り、永遠にそうだ。

　温かい腕に包まれて彼の肩越しに見た空には、一番星が輝いていた。
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あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは『強引上司の恋の手ほどき』をお読みいただきましてありがとうございます。

　執筆を始めたのが、ちょうど前作の編集作業中でした。

　ほんの息抜きのつもりで書き始めたのですが、うっかりのめり込んでしまい、すっかり寝不足になったのもいい思い出です。




　この作品は〝恋愛処女〟のヒロイン、千波が上司の深沢課長に〝手ほどき〟と称してアレコレされる話なのですが（ざっくりすぎる）、ここでダメ人間、中村がすごく頑張ってくれました。

　編集作業でより〝クズ〟に仕上げたのですが、彼がいないとこのお話は成立しません。あまり完全な悪役を書くのは好きではないのですが、今回はどっぷりと最低な元彼役を自分なりに書きました。

　読者様の中には、不快に思われた方もいらっしゃるかもしれませんが、それゆえに過去のひどい恋を乗り越えて、成長した千波の姿をお届けできたと思っています。

　今回は番外編を追加で書かせていただきましたので、サイト上にはない千波と深沢課長のその後について楽しんでいただければ幸いです。




　今回、素敵な表紙を描いていただいた、三浦ひらく様。

　二人三脚で作品を作り上げてくれた担当の森上様。

　編集のお手伝いをいただいた説話社の皆様。

　そしてなによりも、お読みいただいた読者様。

　この本に携わっていただいた皆様に、感謝の気持ちでいっぱいです。

　これからも、ゆっくりではありますが執筆を続けてまいりますので、ベリーズカフェのサイトのほうでもよろしくお願いします。

　またお会いできる日まで。感謝を込めて。





高たか田だちさき
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